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　ペトログラードポリス。過去にサンクト・ペテルブルク、レニングラードとも呼ばれた歴史ある都市に建設されたポリスだ。

　ペトログラードにはゲノムスの一大拠きよ点てんがある。正しくはペトログラードではなくその北東に広がるラドガ湖の底を掘くつ削さくして造った湖底の地下基地だ。ジャワ海かい溝こうの縁へりにあったような単なる補給基地ではなく、タイタニック・ドウルの組み立て能力も有するゲノムス有数の基地である。

　ゲノムス唯ゆい一いつの空くう宙ちゆう母ぼ艦かんナグルは現在、ペトログラード基地に接せつ舷げんする格好でラドガ湖の湖底に潜ひそんでいた。この基地で開発が進められていた新型ドウルを受け取る為ためだ。──正確に言えばペトログラードポリス内でパーツを作り、基地内で組み立てられた機体である。この基地にはネヴァ川を使ってペトログラードポリスから様々な物資が運び込こまれている。

　ナグルに新しく配備されたドウルの名前は「グリフィン・ブラック」。その名めい称しようからも分かるとおり、ゲノムスの制せい式しき機き的てきな位置づけであるグリフォン改かいの発展型だ。

　グリフィン・ブラックはゲノムスと協力関係にある他のポリスでも既すでに製造が始まっている。実戦どころか稼か働どうテストも行われていない機体だが、ゲノムスの場合は新型機を大っぴらにテストすることなどできないから、いつものことと言えばいつものことだ。

　それに、あらゆる環かん境きようを想定したシミュレーションをコンピューター上で行えるので、連れん盟めい軍ぐんでもポリス軍でも稼か働どうテストは形式的なセレモニーとなっているのが実情だ。事実ここ何十年も、シミュレーションで見つからなかった不具合が稼か働どうテストで見つかったことは無い。

　だからナグルのグリフォン隊を率いるウェイが、機体の入いれ替かえ作業を仏ぶつ頂ちよう面づらで見ているのはグリフィン・ブラックの性能に不安があるからではないはずだった。

「ウェイ。何やら不満そうだな」

　ウェイは背後から掛かけられた声に振ふり返り、右手を左胸に当てた。文民が答礼の時に使う敬礼のやり方だ。ゲノムスは自らを軍隊ではないと規定しており、割とどうでも良いい部分でこの建前に拘こだわる。決まった敬礼の方式が無いのもその一つだ。

　その所為せいでゲノムスの中では様々な敬礼が飛び交かっている。掌てのひらを下に向けて五指を伸のばしこめかみの前に挙げるオーソドックスな挙手の敬礼、通常の挙手礼だが脇わきを締しめたもの、掌てのひらを前に向けるもの、二指の敬礼、三指の敬礼、そしてこの文民式の敬礼。右手を斜ななめ上に伸のばす敬礼だけは見当たらないが、おそらく縁えん起ぎが悪いからだろう。

　ウェイの敬礼を受けたナグル艦かん長ちようホセ・アントニオ＝ロペス＝ミュラーは、砕くだけた感じの挙手礼を返した。そして再び、ウェイに問い掛かける。

「それでウェイ、どうなんだ」

「不満などありません」

　ウェイはロペスの質問に、感情のこもっていない声でただ一言、そう答えた。何故なぜ新型機が搬はん入にゆうされる様子を必要も無いのにずっと見ていたのか、彼かれはその理由を説明しようともしなかった。

　ウェイは特に無口というわけではない。それを知っているロペスは、グリフォン改かいとグリフィン・ブラックの入いれ替かえに対して、ウェイが誤解をしているのではないかと考えた。

「隊列を組む機体は、可能な限り同一の機種であるべきだという君のポリシーは知っている」

「俺おれが青二才だった頃ころの話です」

　ロペスは湧わき上がる苦く笑しようを押おし殺した。ウェイはゲノムスに加入する前、所属していたポリス軍で専用機の採用についてドウル部隊の指揮官としての立場から上官と激しく対立し、それが元でポリスを去った。専用機をあてがわれないのが不自然なくらいの技量を有しながら彼かれが今でも汎はん用よう機きに乗っているのは、自らのポリシーを引きずっているからだということを、ロペスは当然、知っている。

「だがこのグリフィン・ブラックは専用機ではない。グリフォン改かいの強化発展型であり、同一の機体でチームを組んで運用することを前提に造られている」

「理解しています」

　ウェイの声も態度も素っ気ないもので、上官に対して礼に適かなっているとは言い難がたい。軍隊ではなくてもゲノムスは戦せん闘とう組織であり、上下関係ははっきりしている。

　ただロペスの方で、それを問題にしている様子は無かった。

「ドウルの性能が上がればドウルマスターの生存率も上がる。高性能の機体を忌き避ひすべき理由は何処どこにも無い」

　ただ淡たん々たんと事実を告げて、ロペスはその場を立ち去った。

「それも理解しています」

　繰くり返した答えがロペスに届いていたかどうか、ウェイに確しかとは分からなかった。




　ティモール海で連れん盟めい直ちよく属ぞく軍ぐんと交戦したナグルは、一週間を掛かけて北ほつ極きよく海かい、白はつ海かいを経由しラドガ湖への潜せん伏ぷくを果たした。ナグルが連れん盟めいの厳しい捜そう索さく網もうをくぐり抜ぬけてペトログラード基地にやって来た第一の目的は、連れん盟めいに対して本格的な攻こう勢せいへ転じる為ための戦力補ほ充じゆうである。それがグリフィン・ブラックの配備と、ティモール海の戦いで失ったピーターに代わる新しいドウルマスターの受け入れだ。

「リナ＝ベルナー＝ファム、グリフィン・ブラックのドウルマスターとしてナグルに着任しました。よろしくお願いします、ウェイ隊長」

　ピーターに代わってナグルにやって来たのは若い女性マスターだった。

「ベルナー＝ファム？」

　彼かの女じよの自己紹しよう介かいを聞いて、ウェイがごくわずか、訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめる。

「ルイ＝ベルナー＝ファムは私の兄です」

　ウェイが質問するより早く、リナが答えを告げる。

　兄妹きようだいでドウルマスターというのは、特に意外なことではない。ある種の才能が遺伝的な素質に左右されるというのは、ドウルへの適性に限らず、人類社会で往々にして見られることだ。

　ただ、ピーターの代わりに配属されたリナに兄がいて、その兄が月の裏側で戦死したハサンの代わりに配属されたマスターだったというのは、ウェイに運命の悪意を感じさせた。ウェイが長年チームを組んできた二人の部下は、ベルナー＝ファム兄妹きようだいに取って代わられるというわけだ。

　だからといってウェイには、リナ＝ベルナー＝ファムに対して含ふくむところなど全く無い。

「歓かん迎げいする、リナ。ルイ共々、今後の活かつ躍やくに期待する」

　ウェイはこれまでにも多くの部下を死なせ、それ以上の敵を葬ほうむってきた。彼かれは「故意に操縦ユニットを狙ねらわない」というドウルマスターの不文律を守ったことが一度もない。ウェイにとっては部下の生死も敵の生死も、作戦遂すい行こう上じよう考こう慮りよすべきファクターに過ぎなかった。




　　　◇　◇　◇




　ナグルがペトログラードにやって来た第二の目的は、ショーン＝オブライエンと合流することだった。オブライエンがペトログラードに滞たい在ざいしていたのは新型ドウル開発の為ためだ。現在のペトログラードは閉へい鎖さ的てきなポリスであり、ポリス内の情報が外部に漏もれにくい。その点、連れん盟めいから指名手配犯扱あつかいを受けているオブライエンが住むには都合の良いい都市だが、ゲノムスの首脳部にとっては彼かれが一箇か所しよに長期間留とどまり続けることは好ましくない。

　ナグルは今日中にグリフィン・ブラックの搬はん入にゆうを終わり、明日には船体の整備を終えて明後日あさつて出港予定だ。オブライエンに艦かん内ないへ移ってもらう為ため、フェリシア＝リン（通つう称しようシア）は彼かれが潜せん伏ぷくしている住居を訪おとずれた。

　シアは現在、単独行動中だ。ペトログラードにはロペス及および龍りゆう一いちと一いつ緒しよに来たが、ロペスはゲノムスを支し援えんする有力者の所へ挨あい拶さつ回まわり、龍りゆう一いちはその護衛についている。治安が保たれているポリス内とはいえ、シアは用心深く周りに気を配りながら行動していた。

　その注意力が報むくわれたのだろう。彼かの女じよは歩道を背後から近づいてくる規則的な足音に気がついた。ヒールの音から判断して女性。この歩き方は軍人だろう。ポリス軍か、それとも連れん盟めい軍ぐんか。もしかしたら、ソフィアか。

　シアは歩調を変えぬよう注意しながら、後ろの者に追い越こさせた。擦すれ違ちがう時、不自然にならない程度に、背後から不意に現れた人ひと影かげに普ふ通つうの人間が向ける程度の視線で、その人物の姿を盗ぬすみ見た。

　その結果、シアは平静を装よそおうのに全精力を傾かたむけなければならなかった。

　彼かの女じよを追い越こしていったのは若い女性だ。シアより三、四歳さい年上に見える。身長はおそらく百七十センチ前後、厳しい寒気に無む帽ぼうで凍こごえる素そ振ぶりも無く、短い銀色の髪かみを颯さつ爽そうとなびかせて歩くその女性の顔を、シアは資料で見て知っていた。

　ソフィア空くう宙ちゆう母ぼ艦かん「スヴェント」のエクサー、ヴィクトリア＝コヴァルスカ。

　何な故ぜ彼かの女じよがここに？　シアは真っ先にそう思った。スヴェントは現在黒こつ海かい基地に寄港しており、コヴァルスカもそこにいるはずだった。

　コヴァルスカの背中が少しずつ遠ざかっていく。

　シアは足を速めたいという誘ゆう惑わくに耐たえた。コヴァルスカが何処どこに行こうとしているのか、シアは確かめたくて仕方が無かった。

　幸い、シアがその背中を見失う前に、コヴァルスカの行く先は判明した。

　コヴァルスカはシアが行こうとしていたマンションに足を踏ふみ入れた。

　シアがエレベーターホールにたどり着く前に、コヴァルスカが乗ったエレベーターの扉とびらが閉まる。

　コヴァルスカ一人を乗せたエレベーターは、シアの目的地と同じ階で止まった。

　何な故ぜ彼かの女じよがここに？

　同じ疑問が、さっきより強くシアの頭の中で発せられた。あのフロアには現在、オブライエンしか住んでいない。ゲノムスがそういう風に細工している。

（何故なぜソフィアのエクサーがドクターの所に？）

　シアは深刻な疑念を懐いだきながら、マンションの出入り口が見える喫きつ茶さ店てんを探した。




　ヴィクトリア＝コヴァルスカは二十分ほどでマンションから出て来た。そのまま周りを気にした様子も無く通りを南へ下っていった。少し歩いたところに地下鉄の駅がある。そこからポリスの南側に設けられた空港へ向かうのだろう。

　シアは通りを挟はさんでマンションから三十メートルほど離はなれた所に都合良く見つけた喫きつ茶さ店てんの中でそれを観察していた。幸い、最後まで気づかれた様子は無い。シアは窓まど際ぎわの席からコヴァルスカの姿が見えなくなったのを確かく認にんして立ち上がった。

　店の外に出ると、いきなり厳しい寒気が襲おそい掛かかってくる。シアは慌あわててフェイクファーの帽ぼう子しを深く被かぶり直した。彼かの女じよも寒さには強いと自負しているが、マフラーを巻いただけでニットの帽ぼう子しも被かぶっていなかったコヴァルスカの真似まねはできない。シアは足早にオブライエンのマンションへ急いだ。




　オブライエンは何事も無かったようにナグルに搭とう乗じようした。迎むかえに行ったシアに、後ろめたそうな素そ振ぶりは全く見せなかったし、隠かくし事ごとをしている様子も窺うかがわせなかった。シアの方が自分の思い違ちがいだったのではないかと考えたほどだ。

　しかしナグルに戻もどってデータを確かく認にんしたところ、やはりマンションのあの階にはオブライエンの仮住まいしかなかった。しかも廊ろう下かに人が入ってきただけで、オブライエンにはそれが分かるように監かん視し装置が設置されていた。

　もしコヴァルスカの目的がオブライエンの部屋を訪おとずれることではなく、ゲノムスの隠かくれ家がを探さぐりに来たのだとしても、それをオブライエンが黙だまっているのは不自然だ。考え難にくいことだが、オブライエンがコヴァルスカの素す性じように気づかなくても、不ふ審しん人物が隠かくれ家がの前をうろうろしていたと報告するのが当然だろう。

　シアは思い切って、このことをロペスに相談してみることに決めた。




「このことを私以外の誰だれかに話したか？」

　シアの話を聞いて、ロペスが真っ先に発した言葉はこの問い掛かけだった。

「いいえ。隊長以外にはご報告しておりません」

　シアはロペスの質問をおかしなものとは思わなかった。オブライエンはゲノムスにとって最重要人物の一人だ。首領のプルトンに次ぐ重要人物かもしれない。

　そのオブライエンが敵のエース級ドウルマスターと密会していたという情報が漏ろう洩えいすれば、ゲノムスは大きな動どう揺ように見み舞まわれるに違ちがいない。ソフィアのエクサーはゲノムスにとって象しよう徴ちよう的てきな宿敵なのだ。

　そしてオブライエンはドウル技術者。空くう宙ちゆう母ぼ艦かんの設計も手て掛がけているが、専門はあくまでタイタニック・ドウルの開発だ。ドウルマスターが彼かれに対して懐いだく、最も可能性が高い用件は、ドウルに関する技術提供要よう請せい。

　もしオブライエンがソフィアにドウルの技術を流していると噂うわさにでもなったら、それが真っ赤な噓うそであっても、ゲノムスの士気はどん底まで落ちるだろう。オブライエンの技術に対する信しん頼らいが、ゲノムスの兵士たちの「機体性能では負けていない」という精神的な支柱になっているのだから。

「この件は私が預かる。シア、分かっていると思うが」

「分かっています。この件は一いつ切さい、口外しません」

　わざわざ口止めされなくても、シアはこの件をロペス以外に話す気など無かった。




　　　◇　◇　◇




　二月五日の夜明け前、ナグルは予定どおりラドガ湖底の基地を出港した。低空飛行で北ほつ極きよく海かい（バレンツ海）まで北上し、そこから海中航行でアイスランド沖おきへ向かう予定だった。

　ナグルは極きわめて高度なステルス性能を備えている。これが太たい陽よう系けい連れん盟めい軍ぐんの認にん識しきだ。だが空くう宙ちゆう母ぼ艦かんのサイズ、形状、推すい進しん剤ざいが放つ熱を考こう慮りよすれば、現代の偵てい察さつ衛星に捕ほ捉そくされないステルス性を実現することは、原理的に極きわめて困難である。だからこそ太たい陽よう系けい連れん盟めいの技術者は、ナグルのステルステクノロジーを説明不能として謎なぞ解ときを放ほう棄きしている状態だった。

　説明不能という、連れん盟めいの技術者はある意味で正しい。

　ナグルのステルス機能はレーダー波の吸収・反射や赤外線の遮しや断だん・散乱だけで実現できるものではない。ナグルの隠おん密みつ性せいは、ナグル本体とは関係の無いところで成立していた。

　連れん盟めい軍ぐん以外に航空戦力を保持することが禁じられた世界では、航空兵力に対する警けい戒かい網もうの必要性は著いちじるしく低下している。

　航空機の民間利用がほとんど無くなった世界では、航空管制用のレーダー配置も限定的なものになる。

　現在確かく認にんされている限りにおいて、連れん盟めい以外に航空機を保有しているのはゲノムスだけで、ゲノムスが保有している航空機は空くう宙ちゆう母ぼ艦かんナグルだけだ。宇宙空間においては多くの艦かん艇ていを運用しているゲノムスだが、大たい気き圏けん内ないを飛行する機体はナグル以外所持していない。

　太たい陽よう系けい連れん盟めいは、自らが保有する航空機の管制と、唯ゆい一いつの敵機であるナグルの発見の為ために、地上の観測基地を増設することはしなかった。航空管制と航空警けい戒かいは偵てい察さつ衛星で賄まかなわれていた。光学衛星とレーダー衛星を連れん携けいさせた監かん視しネットワークにより、原理的には大たい気き圏けん内ないを飛行する物体の全ての情報を二十四時間切れ目無く観測し続けるシステムを連れん盟めいは運用している。このシステムは衛星軌き道どう上じようを移動する物体の自動観測も担になっていた。

　つまり、このシステムを誤ご魔ま化かすことができれば、大たい気き圏けん内ないでも衛星軌き道どう上じようでも発見されることは無い。ナグルが連れん盟めいの警けい戒かい網もうに発見されないのは、監かん視しネットワークに対するクラッキングによるものだった。

　ここでゲノムスが巧こう妙みようだったのは──無論、比ひ較かく的てきに、だが──、認にん識しきされない機体をナグルに限定したことだ。ナグル以外の機体は、航こう宙ちゆう機きであれドウルであれ連れん盟めいの監かん視しネットワークから逃のがれられない。だから連れん盟めいも自分たちの使っている監かん視しシステムに疑いを向けることができないでいた。

　もちろんナグルには、現代科学で可能な最高水準の対探知技術が注つぎ込こまれている。その中には光学ジャミング──可視光領域のみならず赤外線による視し認にん性せいも低下させる最新技術──も含ふくまれている。しかし光学ジャミングは未完成の技術であり、完全な透とう明めい化かの実現には至っていない。あくまでも見えにくくするだけで、ナグルの巨きよ体たいを隠かくしてしまうものではない。

　従って、こういうケースはあらかじめ想定されていた。

「無人偵てい察さつ機き、ロスト。推定進路、ボードー基地」

　逆探知を避さける為ため、光学観測とパッシブセンサーに限定した探知機の識別圏けん内ないから無人偵てい察さつ機きの機き影えいが消える。予測される行き先はスカンジナビア半島東岸の、太たい陽よう系けい連れん盟めいボードー空軍基地。

「発見されたと思うか」

　無人偵てい察さつ機きはナグルの進行方向に対してほぼ直交する飛行ルートで上空を西へ向かっていた。最接近後も進路に変化は見られなかった。

「確実に発見されたものと思われます」

　もっともそれは、楽観視の材料にならない。ナグルの対探知機能は最新技術によるものだが、肉眼で視し認にん可能な距きよ離りまで接近されて偵てい察さつ機きのセンサーに存在を感知されないような、非現実的な性能は無い。

　シアはロペスの問いに対して冷静に、あるいは無情に、答えを返した。

「コラ半島上空を通過。潜せん航こう予定地点まで二百キロ」

　しかし発見されたからといって、予定を変える必要も無い。むしろ計画どおりに行動することが、敵に捕ほ捉そくされるリスクを最小にする方策だった。

　ナグルはスカンジナビア半島の付け根から東西対たい称しよう的てきに短く張り出したコラ半島を通過し、既すでに北ほつ極きよく海かいの一部であるバレンツ海上空に達している。

「予定進路変へん更こう無し。下降開始」

　操そう舵だ手しゆの報告に対して、ロペスは着水態勢への移行を指示した。

「了りよう解かい」

　操そう舵だ手しゆは操縦桿かんに手を触ふれず、自動操縦に機体を委ねた。
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　太たい陽よう系けい開かい発はつ機き構こう直ちよく属ぞく軍ぐん特とく殊しゆ機動部隊ＳＯＦＥＡソフイアが有する十隻せきの空くう宙ちゆう母ぼ艦かんにそれぞれ一人ずつ配属されたエクサーのドウルマスター。彼かれら十人のエースたちに所属する艦かんの意見を代弁させる形でソフィアの行動方針を決める「エース会議」において、二番艦かんガルトマンはゲノムスの空くう宙ちゆう母ぼ艦かんナグル追つい跡せきを志願し、受け容いれられなかった。

　ナグル追つい跡せきの任務は七番艦かんティアマトに与あたえられた。ティアマトの擁ようするエース機ヴァルナは液体制せい御ぎよの固有兵装を持ち水中戦を得意とする。ゲノムスの新型ドウル・マクリールの海中における高い戦せん闘とう能力を考こう慮りよした決定だった。

　ソフィアの擁ようする空くう宙ちゆう母ぼ艦かんは一番艦かんのグリンブルから十番艦かんのジズまで、機体の性能は全くの横並びだ。違ちがいは搭とう載さいするエクサー専用機の性質にある。

　タイタニック・ドウルはパイロットであるドウルマスターのＳＩＭＡシーマ、「象しよう徴ちよう的てきイメージ具現化能力」をサイクロニクス機関で増ぞう幅ふく・安定化して攻こう撃げき、防ぼう御ぎよ、機体動作制せい御ぎよに用いている。ドウルが人型をしているのは、それがサイクロニクス機関の効率的な稼か働どうに必要だからだ。極論すれば、ドウルはサイクロニクス機関の運用容器であるとさえ言える。

　ＳＩＭＡシーマの性質はドウルマスター一人一人で異なる。大まかに「エネルギー放出系」「力場生成系」「流りゆう体たい操作系」「念動系」にカテゴライズされてはいるが、細かく見れば千せん差さ万ばん別べつ。

　例えば「流りゆう体たい操作系」も「気体制せい御ぎよ」と「液体制せい御ぎよ」に分かれ、同じ「液体制せい御ぎよ」のカテゴリー内にも自由な液体の流動を制せい御ぎよする「液体流動制せい御ぎよ」、固体に浸しん透とうした液体を操あやつる「浸しん透とう液体制せい御ぎよ」、波の操作に特化した「液体波動制せい御ぎよ」などの小分類がある。

　また「液体制せい御ぎよ」を得意とするドウルマスターも、ある者は「液体流動制せい御ぎよ」に著いちじるしく特化し、別の者は「液体流動制せい御ぎよ」と「浸しん透とう液体制せい御ぎよ」を得意とするなどの違ちがいがある。

　専用機の固有兵装はこのドウルマスターごとに異なるＳＩＭＡシーマ特性を反映し、オーダーメイド一点物として造られる。機体によっては固有兵装の製造が先行し、これに適合するドウルマスターを探すというケースもあるが、どちらにせよ専用機は固有兵装の性質に応じてそれぞれ得意とする戦せん闘とうスタイル、得意とする戦場、戦せん闘とうシチュエーションを持つ。それはエクサーが操あやつるエース機でも同じだ。

　空くう宙ちゆう母ぼ艦かん本体に武装を持たず、機体のスペックが横並びである以上、ある任務に何番艦かんが適しているかは、エース機の得意分野によって決まる。ナグル追つい跡せきに七番艦かんティアマトが選ばれたのは、想定される戦場が海中だからだった。

　ナグル追つい跡せき任務に代わってガルトマンに命じられたのは、Ｌ１宙ちゆう域いきのゲノムス摘てき発はつ・掃そう討とう任務だった。ケープ・カナベラル基地で補給を終えたガルトマンは、二四一八年二月六日、Ｌ１宙ちゆう域いきに浮うかぶ「ムーランディ」アイランドに到とう着ちやくした。

　ムーランディは最初に造られたアイランドだ。当初の建設目的は、月資源開発の中ちゆう継けい基地。

　月面の重力は地球地表面の約六分の一しかない。月資源開発の為ために造った月面基地は、長期滞たい在ざいする技術者に低重力による弊へい害がいが出るのが避さけられないと予想された。

　だからといって月と地球を頻ひん繁ぱんに往復させるのではコストが高くなりすぎる。そこで定期的に一Ｇの（擬ぎ似じ的てきな）重力環かん境きようで生活できる避ひ難なん場所として、ムーランディアイランドが建設された。

　太たい陽よう系けい開かい発はつ機き構こうは太陽系の資源開発を目的として設立された組織であり、月の資源開発はその本来のミッションだ。月資源開発基地として建設されたムーランディアイランドも太たい陽よう系けい開かい発はつ機き構こうが所有し、運用している。今では月面基地の技術者だけでなく擬ぎ似じ重力を持たないＬ１ベースやその他の連れん盟めい直ちよく属ぞく軍ぐん小型基地隊員が、健康維い持じを目的として定期的に短期滞たい在ざいする施し設せつともなっていた。

　ガルトマンは宇宙に上がったばかりであり、クルーに有重力トレーニングは必要無い。ムーランディアイランドに寄港したのは、単に港の空き状じよう況きようを反映したものだ。

　通常ならばＬ１宙ちゆう域いきで稼か働どうする連れん盟めい直ちよく属ぞく軍ぐんの宇宙艦かん艇ていは純軍事施し設せつであるＬ１ベースを利用するのだが、現在は偶たま々たま港に空くう宙ちゆう母ぼ艦かんを受け容いれる余よ裕ゆうが無い。地上で補給を受けたばかりのガルトマンは推すい進しん剤ざい以外必要とする物資も無いので、居住用人工天体としての性格が強いムーランディアイランドでも問題は無かった。

　今回、二番艦かんガルトマンに与あたえられた任務は通常の治安維い持じ活動と大差は無い。ゲノムスの活動が活発化しているという背景はあるが、非合法武装組織の摘てき発はつは常に行われていることだ。空くう宙ちゆう母ぼ艦かんナグルのような、対応に急を要するターゲットは定められていない。宇宙に上がって早々クルーにアイランドへの上陸許可が下りたのは特におかしなことでもなかった。

　第一陣じんとして上陸した玲れい音ねは、すぐに同どう僚りようと別れショッピングエリアに足を向けた。一人が好き、という理由ではない。ガルトマンのクルーは玲れい音ねを除き全員男性なので、行き先の趣しゆ味みが合わないのだ。

　女性客でそれなりに賑にぎわっている商店エリアで、ウインドウショッピングを楽しんでいた玲れい音ねは、

「あれ？　玲れい音ねじゃない？」

　背後から聞き覚えのある声で呼び止められて、

「えっ？　朱あか理り？」

　びっくりしながら振ふり返った。

「玲れい音ねさん？」

　朱あか理りの隣となりには目を丸くした蒼あお生いが立っている。

「お久し振ぶり……と言うのも何だか変ですね」

　一週間ぶりという予想外に早かった再会に、玲れい音ねが照れ臭くさそうな笑えみを浮うかべた。




　玲れい音ねが磐いわ都とアイランド高等訓練校に通っていたのは連れん盟めい軍ぐんの内部規則、『十八歳さい未満の者には高等教育の機会を与あたえなければならない』というルールをあからさまに破っているのは看過できないという、軍官かん僚りようの都合によるものだった。玲れい音ねの希望によるものではなく、あくまで組織の都合で決められたことだから、玲れい音ねを実働部隊から引き離はなしておくことが連れん盟めい軍ぐんにとって不都合になれば容易に撤てつ回かいされる。

　ゲノムスの活動が活発化したことを受けて玲れい音ねに原隊復帰命令が伝えられたのは一月二十三日、今から二週間前。そして空くう宙ちゆう母ぼ艦かんガルトマンに復帰したのが一月三十日、ちょうど一週間前のことだ。

　その翌々日の二月一日、蒼あお生いと朱あか理りは実機訓練の校外研修という名目でパテルの許もとへ向かった。ドウルの操縦訓練を集中的に行うのは噓うそではないが、二人がパテルの研究基地、Ｌ１─ＮＥＯ７Ｂへ派は遣けんされた主な目的は別にある。新型ドウルのテストパイロット、パテルの実験台になることが二人に求められる本当の役割だった。

　無人スタンドで飲み物を買ってフードコートのテラス席に腰こしを落ち着けた三人は、そんなお互たがいの近きん況きようを交こう換かんした。もっとも玲れい音ねの方は立場上口外できないことが多く、口にするのは主に質問と相あい槌づちだ。

「では二人とも今は、パテル先生のテストパイロットを務めているのですか？」

「身分は磐いわ都と訓練校の生徒のままだけどね」

「今はまだシミュレーションだけなんですが、今週中にはアブハラムの出航準備が完かん了りようする予定なんです。そうしたら、実際に機体を動かせることになっていて」

「蒼あお生い君、嬉うれしそうですね」

　待ちきれなくてうずうずしているのが一目で分かる蒼あお生いの態度に、玲れい音ねはふんわりした笑えみを浮うかべた。

　玲れい音ねの笑えみは蒼あお生いをからかったりバカにしたりするものではなかった。それは蒼あお生いにも分かっていた。しかし笑えみを漏もらした玲れい音ねの意図と、それを見て蒼あお生いが気き恥はずかしさを覚えたのは別の話だった。

「……何を今いま更さら恥はずかしがってるのよ。乙女おとめじゃあるまいし」

「恥はずかしがってなんかいない！」

「顔、赤くなってるわよ」

「っ……」

　姉を相手に強がってみせた蒼あお生いだが、赤面している自覚はあるのだろう。朱あか理りの指し摘てきに、ますます顔を朱しゆに染めながら口ごもってしまう。

「アブハラムというのは、パテル先生の船ですか？」

　玲れい音ねがタイミング良く口を挿はさまなければ、姉弟きようだいは気まずい空気の中で睨にらみ合いを演じる羽目に陥おちいっていたに違ちがいなかった。

「玲れい音ね、知ってたの？」

　朱あか理りの反問は、同時に肯こう定ていの回答でもある。

「ええ。パテル先生がそういう名前の輸送艦かんを造られているという噂うわさは耳にしていました」

　質問に答えた後、玲れい音ねが小声で「本当だったのですね……」と呟つぶやいたのを、朱あか理りは聞き逃のがさなかった。

「えっ？　本当だったってどういう意味？」

　どうやら玲れい音ねは独り言を口にした自覚が無かったようで、朱あか理りに問われて驚おどろきの表情こそ浮うかべたものの、焦あせった様子は無かった。聞かれても別に構わないことだったようだ。

「いくらパテル先生でも、専用の宇宙船を二機も造ってもらえるなんて、意外でした」

　パテルは既すでに「ヴィヴヴァン」という研究用の宇宙船を連れん盟めいから与あたえられている。そこへ更さらに専用の宇宙船を彼かの女じよの為ために建造するというのは、いくら連れん盟めい最高のドウル技術者とはいえ、玲れい音ねには過か剰じような厚こう遇ぐうに思われたのだ。

　そこは朱あか理りも同感だったので、曖あい昧まいな笑い声を漏もらすだけで玲れい音ねに反論はしなかった。

「ところで、訓練航海はどちらに？」

　再度話題を転てん換かんした玲れい音ねに答えたのは、蒼あお生いだった。

「地球を半周したところで大たい気き圏けんに突とつ入にゆうして、最終的にメキシコ湾わんへ降下する予定です」

「メキシコ湾わんですか。良いいのではないでしょうか。ソフィア本部の近くでもありますし」

「ソフィアの本部って、ケープ・カナベラルにあるんですよね」

　興きよう味み津しん々しんの目付きで訊たずねる蒼あお生いに、玲れい音ねは微笑ほほえましげな眼まな差ざしで頷うなずいた。

「ええ、そうです。地球に降下したら、寄港する機会もあると思いますよ」

　期待に目を輝かがやかせる蒼あお生いに、玲れい音ねは「他のポリスでは見られない物がたくさんありますので、退たい屈くつしないと思います」と笑い掛かけた。




　朱あか理りと蒼あお生いはアブハラムの出航準備が調ととのうまでムーランディアイランドに滞たい在ざいする予定だ。玲れい音ねがガルトマンに戻もどらなければならない時間になるまで、玲れい音ねと朱あか理りはウインドウショッピングを楽しみ、蒼あお生いは玲れい音ねと過ごす時間を堪たん能のうした。
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　宇宙で、玲れい音ねが朱あか理り・蒼あお生いの姉弟きようだいと思い掛がけない再会を果たしていた頃ころ。

　地球ではバレンツ海、グリーンランド海、ノルウェー海の広い範はん囲いにわたってゲノムスの空くう宙ちゆう母ぼ艦かん「ナグル」捜そう索さくが本格化していた。

　無人偵てい察さつ機きによる目撃記録に基もとづき、対たい潜せん哨しよう戒かい機きが海面に張った氷を割って大量のソノブイを投下する。

　海中には多数の無人潜せん航こう艇ていが投入されている。

　海上では、ティモール海における戦いの教訓から、有人の駆く逐ちく艦かんが水中戦用ドウルを護衛につけて海中へアクティブソナーを打ちながら走り回っている。

　連れん盟めいは、ゲノムスに対して優位にある物量を活いかし、目下最大の脅きよう威いであるナグルを探し回っている。

　だが何故なぜか、連れん盟めいの持つ最大戦力であるソフィアの空くう宙ちゆう母ぼ艦かんは、水中戦最強を謳うたわれるタイタニック・ドウル「ヴァルナ」を擁ようする七番艦かんティアマト以外、当とう該がい海域に出動していなかった。




　二月七日、ソフィア極きよく東とう基地。

　現在この基地には二番艦かんガルトマンと入れ替かえになる形で一番艦かんグリンブルが駐ちゆう留りゆうしている。

　そのグリンブルのエースドウルマスター、ボルジギン＝バートリーン＝ドルジ大たい尉いは不ふ機き嫌げんな顔と足取りで、空くう宙ちゆう母ぼ艦かん用よう滑かつ走そう路ろ横の発着管制ビルの廊ろう下かを足早に進んでいた。

　彼かれが向かっているのはグリンブル艦かん長ちようジェラール＝アカイ大たい佐さの執しつ務む室しつ。不用心にすら思われる簡素な扉とびらの前に立ち、ドルジはインターホンのボタンを押おした。

『入れ』

　ドルジが話し掛かける前に、インターホンからアカイの声が返ってくる。それと同時にドアが横にスライドした。

　二重構造にすらなっていない自動ドアへ呆あきれた目を向けながら、その所為せいで毒気を抜ぬかれた表情でドルジはアカイの執しつ務む室しつに入った。

　そのままデスクの前に進む。敬礼するドルジに、アカイは立ち上がって答礼し、すぐに椅い子すへ戻もどった。

「楽にして良いいぞ、大たい尉い。それで、何の用だ」

　その言葉にドルジは手を下ろして、デスクの上へ身を乗り出すように更さらに一歩、アカイへ近づいた。

「艦かん長ちよう。グリンブルは出せないんですか!?」

　ドルジの剣けん幕まくは、並の人間なら腰こしを抜ぬかし兼かねないものだったが、アカイは軽く顔を顰しかめただけで済ませた。

「ナグルの捜そう索さくに加わりたいのか？」

「当然です！　あの船を沈しずめるまたとない機会ですよ！」

　いきり立つドルジを、アカイは醒さめた目で見返した。

「忘れたのか、大たい尉い。ナグルの処理はティアマトに命じられている。貴官もそれを支持したはずだ」

「あの時はナグルが地球上の何処どこに潜ひそんでいるのか手て掛がかりが無い状態でした。どの辺りを探せば良いいのかさえ分からない相手の捜そう索さくに、貴重な空くう宙ちゆう母ぼ艦かんを二隻せきも三隻せきも投入するのは不合理だった。ですが、今は違ちがう！」

「どう違ちがう？」

　相変わらず熱のこもらない声でアカイが問う。

「今はおおよその居場所が分かっているんです！　ティアマトに加えてグリンブルを投入しても無む駄だにはならない！」

　テンションを共有しない上官に苛いら立だちながら、ドルジはデスクに手をついて熱弁した。

「空くう宙ちゆう母ぼ艦かんの海中探査機能は特に優すぐれているわけではない。ジャワ島とう沖おきの二にの舞まいになるとは言わんが、グリンブル一隻せきが捜そう索さくに加わったところで大して役には立たんぞ？」

　上官に払はらうべき礼れい儀ぎから逸いつ脱だつしたドルジの振ふる舞まいには言げん及きゆうせず、ただ彼かれの顔を見上げてアカイがそう指し摘てきする。

「捜そう索さくの為ためではありません」

　ただその程度の道理は、ドルジも弁わきまえていた。

「ナグルを発見した際、ティアマト一隻せきでは搭とう載さい機数で互ご角かくにしかならない。ヴァルナの力を軽く見るわけではありませんが、グリンブルがすぐ駆かけつけられる場所にいれば戦力上の優位を確実なものにできます！」

「まあ、そうだな」

　ここでアカイは、初めてドルジに同調を見せた。

「ヨーロッパには六番艦かんティシュタルが駐ちゆう留りゆうしているが、あの艦かんはジブラルタルから動けんだろう。ゲリラの動きから目を離はなせない状じよう況きようだからな」

　ジブラルタル基地は、ゲノムスとは別の民族ゲリラから攻こう撃げきを受けている。今はティシュタルのドウル、アテーナーが睨にらみを利きかせているので基地に対する攻こう撃げきは下火となっているが、ティシュタルが基地を離はなれればゲリラの活動が、押おさえつけられていた分、更さらに激しく燃え上がる恐おそれがある。

「それに対して、東アジア地域は今のところ安定しています！　グリンブルが極きよく東とう基地に待機していなければならないような、一刻を争う事態は考え難にくい」

「正直に言って、俺おれもそう思っているよ」

　勢いに乗ってまくし立てる部下の言葉に、アカイはあっさり頷うなずいた。

「では!?」

　ドルジが期待に目を輝かがやかせる。

　しかしそれは、ぬか喜びに終わった。

「我々がそう考えると、本部も読んでいたのだろう。俺おれたちの性格を考えれば難しい推理じゃない。先回りされた」

　アカイはそう言うと、珍めずらしくプリントアウトされている命令書をデスクの中から取りだしてドルジに突つきつけた。

　訝いぶかしげな表情で命令書を受け取ったドルジは「なっ!?」と声を上げかけて、それきり絶句してしまう。

「グリンブルは極きよく東とう基地に留とどまり、東アジア地域の有事に備えるべし。わざわざこんな命令を送ってくるとは、総司令部も嫌いやみなことだ」

「総司令部はナグルを沈しずめたくないんですか!?」

　諦あきらめきった上官の態度に罵ば声せいを叩たたきつけたドルジは、次の瞬しゆん間かん「まさか？」という表情になって口を噤つぐんだ。

　アカイは無言で部下の顔を見返している。

「まさか……」

「大たい尉い。滅めつ多たなことを言うものではない。貴官はグリンブルのエースなんだぞ」

　脳のう裏りに浮うかんだ疑ぎ惑わくを思わず口走りそうになるドルジ。

　それをアカイは強い口調で止めた。

「我々ソフィアがゲノムスと結けつ託たくしているなどあり得ない。そんなことは、あってはならないのだ」

「それは……そうですが」

「エースがそのような根も葉もない妄もう想そうを口にしているところを誰だれかに聞かれてみろ。士気の低下は深刻なものになるだろう」

「……申し訳ありませんでした、艦かん長ちよう」

　ドルジも自分が持つ影えい響きよう力りよくは自覚しているのだろう。迂う闊かつだったことを認め、アカイに謝罪する。

　アカイは座すわったまま頷うなずき、椅い子すを回してドルジに背を向けた。

「心配は要いらん。水中戦でヴァルナが後おくれをとることは、万に一つも無いはずだ」

　アカイの口調は、自分に言い聞かせるようなものだった。
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　捜そう索さくが開始されて三日、連れん盟めい軍ぐんはゲノムスの空くう宙ちゆう母ぼ艦かんを発見できずにいる。

　彼かれらが探し求めるナグルは、ノルウェー海の海底に潜ひそんでいた。スカンジナビア半島の沖おき合あい、水深が急に深くなっている地点である。

　ナグルを発見できず、連れん盟めい軍ぐんは日に日に苛いら立だちを募つのらせている。だが苛いら立だっているのは捜そう索さく側だけではない。ナグルの内部でも、焦しよう燥そうが見られ始めていた。

「隊長」

　ブリッジでロペスに話し掛かけるシアの声に焦あせりは見られない。──少なくとも、表面的には。

「ドーハに続き、サントスでもグリフィン・ブラック四機を搭とう載さいした航こう宙ちゆう機き二機が打ち上げられました。これで作戦投入予定のグリフィン・ブラック二十機の内、十六機の配置が完かん了りようしたことになります。──スケジュールどおりです」

　しかし報告の最後に付け加えた言わずもがなのセリフが、平静でない彼かの女じよの心の裡うちを物語っていた。

「そうだな」

「隊長、よろしいですか？」

　シアに向かって頷うなずくロペスに、今度はロサが話し掛かける。

「本ほん艦かんが宇宙に上がる予定日は明日です。それも余よ裕ゆうを持った日程で、一日や二日の遅おくれは次の作戦に支障を来きたしません。とはいえ、艦かん内ないの士気を維い持じする為ためには、そろそろ対応方針を決めておく必要があると思います」

「連れん盟めい軍ぐん捜そう索さく部隊への対応か？」

　ロペスがブリッジを見回す。

　視線が合ったところで、ウェイが一歩進み出た。

「グリフォン隊、いえ、グリフィン隊としましては、作戦を決めていただかないと落ち着かないというのが正直なところです」

「落ち着かない、か」

　ロペスの声にウェイの発言を咎とがめる色は無かった。

　それに勇気づけられたわけでもないだろうが、ウェイはドウル隊を率いる者としての意見を続けた。

「今回のミッションは宇宙に上がってからが本番、グリフィン・ブラックを宇宙に持って上がるのはその前提条件です」

「そうだな」

「しかし現状では、連れん盟めいの捜そう索さく部隊を振ふり切る為ためにグリフィン・ブラックを投入する展開になるかもしれない。正直なところ、我々グリフィン隊はそう疑っています」

「そのような命令を出すことはない、と私が保証するだけでは疑ぎ心しん暗あん鬼きを拭ぬぐえないか」

　シアとロサから非難の視線がウェイへ飛ぶ。

　ウェイもそれに気がついていたが、彼かれは二人に反論しなかった。

「だからこそ、今後の方針を確定させて欲ほしいとウェイ隊長は言っているのだろう」

　ペトログラードからナグルに搭とう乗じようしているオブライエンが、ここで軽く手を挙げた。

　全員の目がオブライエンに集まる。

　ゲノムスの首席科学者ショーン＝オブライエンは、くすんだ金きん髪ぱつを七三に分けた、暗い青の瞳ひとみを持つ四十代後半の男性だ。身長は百七十五センチ前後で体型も標準的。データ上は、特に人目を惹ひく外見ではない。だが同じ場所にいて何故なぜか無視できない、彼かれの素す性じようを知らない者も何となくその意見に耳を傾かたむけなければならないような気分にさせてしまう、そんな存在感を醸かもし出している人物だった。

「こうしてはどうかね。マクリールを出しゆつ撃げきさせ、ティアマトに攻こう撃げきを仕し掛かけるというのは」

「マクリール単機でですか!?」

「ドクター、それは幾いくら何でも……」

　オブライエンの提案に、シアとロサが揃そろって声を上げる。そんな真似まねをすれば、マクリールが孤こ立りつ状態で集中攻こう撃げきを浴びてしまう。彼かの女じよたちはそう考えて仰ぎよう天てんしたのだった。

　対して、当事者の龍りゆう一いちは、特に反応を見せなかった。

「戦力的には問題無い。マクリールならばヴァルナに勝てる」

　オブライエンの断定にロペスが軽く目を見開き、龍りゆう一いちへと目を転じた。

「ご命令とあらば」

　視線に応えて、龍りゆう一いちが任務を買って出る。

「無茶です！　敵はヴァルナだけではないんですよ！」

　シアが常識的な異議を唱えるが、

「それは違ちがうな」

　オブライエンがそれを否定した。

「交戦対象として考こう慮りよに入れるべきはヴァルナだけだ。勝負はマクリールとヴァルナの一いつ騎き打うちで決まる」

　オブライエンが何を言おうとしているのか、シアにもロサにも理解できなかった。

　ティアマトのドウル搭とう載さい機数は四。艦かんに攻こう撃げきを仕し掛かければ、出てくるのがヴァルナだけであるはずはない。全機出しゆつ撃げきしてくるはずだ。

　彼かの女じよたちの疑問が分かったのか、それとも最初から説明するつもりだったのか。オブライエンのセリフには続きがあった。

「タイタニック・ドウルは本来、水中での活動に向かない機械だ」
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「サイクロニクス機関の特性上、『人の形』に縛しばられているドウルは水の抵てい抗こうを強く受ける形態を取らざるを得ない」

　シアにもロサにも、ロペスにも口を挿はさませず、オブライエンは滑なめらかな弁べん舌ぜつで説明を続ける。

「また四し肢しの可動性を確保する為ために、強度が劣おとる関節部を備えているという制約もある。陸や宇宙では問題にならないが、手足を動かすだけで強い抵てい抗こうが生じる水中では関節に掛かかる負ふ荷かを無視できない」

「だが液体流動制せい御ぎよを持つマスターに最適化された機体なら話は別だ。サイクロニクスで増ぞう幅ふくされた液体流動制せい御ぎよにより、水中で行動するに当たっての障しよう碍がいは全て克こく服ふくされる。それ故ゆえ、水中ではドウルとドウルマスターの能力差が陸上や宇宙より顕けん著ちよに現れることになる」

「ティアマトに所属するドウルマスターは交代要員を含ふくめた全員が液体流動制せい御ぎよのＳＩＭＡシーマ特性を持つ者で固められている。だがエクサーであるアニル＝ダ・コスタと他の四人の能力差は大きい。ヴァルナの機体性能も飛び抜ぬけている」

「ヴァルナと他の搭とう載さい機きでは水中における機動力に差がありすぎるのだ。ただでさえヴァルナが他の機体と行動を共にするのは難しい。ましてや相手がマクリールであれば、共きよう闘とうは不可能だ。そもそもアニル＝ダ・コスタが操縦するヴァルナ以外のドウルでは、マクリールの速度についていくことすらできない」

「ソフィアにマクリールを見み逃のがすという選せん択たく肢しは採れない。空くう宙ちゆう母ぼ艦かんを攻こう撃げきされてみすみす逃とう走そうを許したとなれば、最強神話に大きなひびが入ることになる。そうなれば、反はん連れん盟めい勢力に対する抑よく止し力りよくが低下してしまう」

「故ゆえにティアマトは間ま違ちがいなく、ヴァルナに単独でマクリールを追つい跡せきし撃げき沈ちんするよう命じるだろう。彼かれらにとってヴァルナがマクリールに敗北する可能性はゼロなのだから、単独交戦を躊ちゆう躇ちよする理由は無い。マクリールとヴァルナの戦せん闘とうは、百パーセント一いつ騎き打うちになる」

　シアとロサ、そしてロペスを相手に一方的な説明を続けていたオブライエンが、龍りゆう一いちへ顔を向けた。

「龍りゆう一いち君。君がヴァルナを倒たおすんだ」

「はい」

「これが、第一歩だ。ヴァルナには、君の望みを叶かなえる為ための踏ふみ台になってもらう」

「──はい！」

　メフィストフェレスを思わせるオブライエンの声に、龍りゆう一いちは力強く答えた。
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　現在ナグルは戦せん闘とう態勢一歩手前の警けい戒かい態勢にあり、ブリッジには交代で常時クルーが詰つめている。

　自分の当番時間が終わってキャビンに戻もどったシアの許もとへ、まるで見張っていたようなタイミングでロサが訪ねてきた。ロサは情報工作員だ。秘密にもなっていないブリッジのローテーションを盗ぬすみ見るのは、彼かの女じよにとって容易たやすいことだろう。

「それで、何の用？」

　ベッドに腰こしを下ろしたシアが、勝手に椅い子すへ腰こしを下ろしたロサにそう訊たずねた。愛あい想その無い口調になっているのは、彼かの女じよがすぐに一ひと眠ねむりするつもりだったことを考えればやむを得ないだろう。

「龍りゆう一いちのことよ」

　シアの頰ほおがピクリと動いたが、すぐに「何でもない」という表情で問い返す。

「龍りゆう一いちがどうしたの？」

「シアが龍りゆう一いちのことを話したいんじゃないかと思って」

　ロサが意味ありげに笑った、ようにシアには見えた。

「と言うより、隊長やドクターや上層部の扱あつかいに言いたいことがあるんじゃないかと思って」

「龍りゆう一いちに対する、ということ？」

「そう」

　シアがロサの真意を窺うかがうように、その顔を見み詰つめる。

　だがすぐに諦あきらめた。ネットワーク工作だけでなく対人諜報ヒユーミントの技能も実績も豊富なロサに腹の探さぐり合いで勝てる気はしなかった。

「そんな言い方をするってことは、ロサも龍りゆう一いちの待たい遇ぐうに不満があるという理解で良いいのかしら」

　その代わり、単刀直入に訊たずねた。

「まあね」

　まさか正面切って訊きかれるとは思っていなかったロサが、苦笑いしながら頷うなずいた。最初から隠かくす気は無かったのだろう。

　ロサが本音を明かしたことで──本音だという保証はなかったが──シアも正直になることにした。本心ではロサの言うとおり、誰だれかに不満をぶちまけたかったのである。

「この前もそうだったけど、私たちは龍りゆう一いちに負担を掛かけすぎていると思うわ。いくらマクリールが高性能の機体だからといって、難しい任務を全て龍りゆう一いちに投げてしまって良いいはずはない。違ちがう、ロサ？」

　この前、というのはジャワ島とう南方海域からティモール海にかけて行われた戦せん闘とうのことだ。あの時、連れん盟めい軍ぐんを退しりぞけたのは事実上マクリール単機の働きだった。

「ソフィアのエクサーも似たような使われ方をしているわよ」

「ソフィアと私たちでは前提となる条件が違ちがうわ。ソフィアのエクサーは単独で出しゆつ撃げきしても、何時いつでも大っぴらに支し援えんを受けられる。でも龍りゆう一いちの場合は単機で敵の中に突つっ込こむと、本物の孤こ立りつ無む援えんになってしまう」

「ソフィアのエクサーでも、何時いつでも何処どこでもすぐに支し援えんを受けられるってわけじゃないと思うけど……確かにうちとじゃ条件が違ちがうわね」

　ロサも本気でシアに反論したのではない。熱くなりすぎないように少し水を掛かけただけだ。龍りゆう一いちに無む謀ぼうとも思える単独出しゆつ撃げきが多すぎるというのは同感だった。

「直接作戦に関わる部分だけじゃない」

　シアの口調が攻こう撃げき的てきなものから一転して、自分を責めるようなものに変わる。

「私たちは龍りゆう一いちに、彼かれが知らされていて当然の情報を与あたえなかった。その所為せいで龍りゆう一いちは、苦しむ必要が無かったことに苦しんでいる」

「……でもそれは、任務に支障を来きたさないように配はい慮りよした結果じゃない？」

　今度は無条件に同調することもできず──それはシアを責めることにもなるからだ──ロサが反論を口にする。

「敵部隊に友人がいる。その程度のことで龍りゆう一いちが任務を放り出すと思う？」

「……そうね、思わないわ」

　しかし、そんな建たて前まえは一言で粉ふん砕さいされた。本当はロサも、シアと同じことを最初から考えていたから、こう反問されれば頷うなずく他ない。

「──敵のアレクトー母ぼ艦かんを操縦していたのがカーティス少しよう尉いだと分かっていたら」

　シアが俯うつむき、両手を握にぎり締しめる。

「龍りゆう一いちはきっと、オペレーターを死なせない方法で敵機を沈しずめていたわ。そうすれば、余計な痛みを抱かかえ込こむこともなかった」

　今度はロサも、安易な気休めは口にしなかった。

「龍りゆう一いちの心に重くのし掛かかっているのは知り合いを殺してしまったことではないと思う」

　その代わり、別の角度からの見方を提示する。

　シアがロサに、「どういうこと？」という目を向ける。

　ロサはすぐ、その視線に答えた。

「原因がカーティス少しよう尉いの戦死にあるのは確かだと思うけど。自分の手で知人を死なせてしまった後こう悔かいに苛さいなまれているというより、敵の死に動どう揺ようした自分が許せなかったという面が強いんじゃないかしら」

「……でも、動どう揺ようするのが当たり前ではないの？」

「あたしもそう思うけど、多分、龍りゆう一いちはそう考えなかったのよ」

　瞳ひとみに憂ゆう慮りよを浮うかべ、ロサがため息を吐つく。

「龍りゆう一いちは、そんなことで心を痛めてしまう自分を『甘あまい』と思い込こんでいるのよ。自分の甘あまさが許せない……いいえ、違ちがうわね。自分は甘あまい人間じゃないって証明する為ために、自分を追い込こんでいる。そんな気がする」

「じゃあ……」

　ロサの推測にシアも思い当たる節があったのか、数秒考え込こんだ後、躊躇ためらいを強く窺うかがわせる表情で再び口を開いた。

「慰なぐさめるのは、逆効果ということ……？」

　ロサが答えを返すまで、やはり数秒の間があった。

「おそらく、逆効果でしょうね。放っておいた方が良いい……と思うんだけど、貴女あなたの性格じゃ、そうもいかないか」

　シアの顔色を読んで、ロサが言を翻ひるがえした。

「当たり前のことを当たり前に考えられなくなっている人間に、『それは当たり前のことだ』って言い聞かせても耳に入れないと思うわ」

　シアが無言で頷うなずく。

「それより、龍りゆう一いちのことを心配しているってストレートに言うのが良いいと思う。こっちが本音でぶつかれば、思い込こみの殻からに閉じこもっている龍りゆう一いちにも少しは響ひびくんじゃないかしら」

「……難しいわね」

「そうね」

　嘆たん息そくするシアに、ロサが弱々しく笑いながら同意する。

「でも偶たまには余計なことを頭から追い出してシンプルに行動するのも良いいんじゃないかな。龍りゆう一いちだけじゃなく、シア、貴女あなたにとってもね」

「……本当に、難しそう」

「龍りゆう一いちのことはあたしもフォローしておくから」

　ロサは龍りゆう一いちと別口で、一時的にナグルを降りて地上で工作任務に当たることになっている。おそらく途と中ちゆうまでは龍りゆう一いちと同じ艦かんで移動することになるはずだ。

「ロサが付き合ってくれるなら……私も頑がん張ばってみるわ」

　龍りゆう一いちの力になってあげたいというシアの気持ちに偽いつわりはない。珍めずらしくお節せつ介かいを焼こうとしている友人の言葉に、シアは気き恥はずかしさを捨てることにした。
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　ナグルがノルウェー海に潜ひそんでいたのは、連れん盟めい軍ぐんの捜そう索さくから身を隠かくす為ためだけではなかった。

　ゲノムスが保有する巨きよ大だい潜せん水すい艦かん「モビィ・ディック」が今まさに、海底の空くう宙ちゆう母ぼ艦かんにドッキングしようとしている。ナグルはモビィ・ディックとのランデブーを待っていたのだった。

　巨きよ大だい潜せん水すい艦かんから大小様々の補給物資が空くう宙ちゆう母ぼ艦かんへ運び込こまれる。最大の荷物は大たい気き圏けん離り脱だつ用ようの補助ブースターだ。有線遠えん隔かく操作人型機械マリオネット・ドウル（通つう称しよう「マリオン」）がモビィ・ディックから大量に放出され、全長五十メートルを超こえるブースター二基とその固定具を潜せん水すい艦かんから搬はん出しゆつし、ナグルに取り付けていく。

　作業の間に、龍りゆう一いちとオブライエンはモビィ・ディックに移乗することになっている。無論、マクリールもナグルから巨きよ大だい潜せん水すい艦かんに積み替かえられる段取りだ。

　オブライエンがナグルに乗ったのは、この後の作戦で龍りゆう一いちと行動を共にするからだ。ゲノムスの幹部は、同じく組織の幹部であり首領プルトンに次ぐ重要人物であるオブライエンが宇宙に上がるのを好まない。オブライエン自身も自分の立場は弁わきまえていて、地中や海中の生活に甘あまんじている。

　今回、宇宙での作戦を控ひかえたナグルとここから別行動を取るのは、最初から決まっていたことだった。マクリールに地ち中ちゆう海かい方面の作戦に加わるよう命令が下されたのに応じて、リアルタイムの稼か働どうデータを欲ほつしたオブライエンが先に合流を望んだという事情だった。

　オブライエンはドッキングしたハッチから先にモビィ・ディックへ乗り移っている。龍りゆう一いちはマクリールごと移乗する関係でナグルの格納庫に来ていた。

　ロペスにはブリッジで艦かんを去る挨あい拶さつを済ませている。労ねぎらいと激げき励れいの言葉を掛かけられた後に「何時いつでも歓かん迎げいする」と言われたのは、ナグルに戻もどってくる予定があることをほのめかされたのだろうか。ありそうなことだ、と龍りゆう一いちは思った。水中だけでなく宇宙空間でも高い戦せん闘とう力りよくを発揮するマクリールの性質を考えれば、この機体はナグルで運用するのが最も適している。

　そう結論づけた後は、何も考えないようにして龍りゆう一いちは格納庫へ足を進めた。すぐ後ろについてくるシアには、気づいていて声を掛かけなかった。

　彼かの女じよに対して含ふくむところは無い。少なくとも龍りゆう一いち本人はそのつもりだ。

　先日の作戦でマユリ＝カーティスの乗るアレクトーを沈しずめてしまったこと、即すなわち、マユリを殺してしまったことは、彼かれに自分でも思い掛がけないショックを与あたえた。ティモール海の戦場で戦っていた敵が磐いわ都と訓練校で交流のあった者たちだと、自分には敢あえて知らされていなかったと悟さとった瞬しゆん間かんは誰だれとも定まらぬ相手に対して怒いかりを覚えた。しかし、その怒いかりをシアやロサにぶつけるのは筋すじ違ちがいでみっともないことだと自分に言い聞かせる程度の自制心は、龍りゆう一いちの中に残っていた。

　──連れん盟めいの敵になると決めたのは俺おれ自じ身しんだ。

　──戦場で殺し、殺される。敵になるとは、そういうことだ。

　彼かれは自分にそう言い聞かせることで、誰だれかに八つ当たりしたいと駄だ々だをこねるもう一人の自分を抑おさえ込こんでいた。

　格納庫では、マクリールの前に整備員が集まっていた。

「出られるか？」

　ヘルメットを左ひだり腕うでに抱かかえた龍りゆう一いちが、出入り口の一番近くにいた整備員に訊たずねる。

「何時いつでもどうぞ」

　そう答えて、整備員の一団はぞろぞろと格納庫から出て行った。発進の邪じや魔まにならないよう、隣となりの部屋へ移ったのである。

　マクリールが俯うつぶせに横たえられている駐機台ベツドは顔から胸の中央部分が抉えぐれていて、龍りゆう一いちの身長でも身を屈かがめることなく入っていける。胸の真下には、既すでに操縦シートが乗機可能な状態で下りていた。整備員の言葉どおり、何時いつでも発進できる状態だ。

　龍りゆう一いちはそのままマクリールに乗り込こむのではなく、シアへと振ふり向いた。

　喧けん嘩か別わかれのような雰ふん囲い気きのままナグルを発たつのは大人げないと思い、当たり障さわりのない挨あい拶さつを済ませておこうと考えたからだが、

「龍りゆう一いち、その、怒おこってない？」

　振ふり返ると同時にシアの方から話し掛かけてきた。

「……何のことだ？」

　本当は、シアが何を言おうとしているのか、龍りゆう一いちには分かっていた。彼かれが白々しくとぼけたのは機先を制せられて戸と惑まどったからという面もあったが、それ以上に、今はそのことに触ふれて欲ほしくないからだった。しらばくれたのは「言わないでくれ」というサインでもあった。

「その……陽動任務のこと。今回も龍りゆう一いちにばかり負担を掛かけることになってしまって……」

　だがシアの舌は止まらなかった。

　サインが通じなかったのか、通じていて敢あえて口にしたのか。

　そのどちらであれ、分からないふりを続けることができなくなった龍りゆう一いちは、顔を顰しかめないよう努力を強しいられることになった。

「そのことなら、怒おこってなどいない」

　シアの不安げな顔を見て、これだけでは愛あい想そが無かったか、と感じた龍りゆう一いちは言い訳のように理由を付け加える。

「ナグルを宇宙へ上げる為ためにマクリールが陽動を担になうのは、作戦として合理的だ。俺おれは納なつ得とくしている」

　龍りゆう一いちが付け加えた説明は、シアが感じている負い目を軽減するものではなかった。作戦自体は合理的なものであっても、龍りゆう一いちに負ふ荷かが集中している事実は変わらない。

　と言っても、龍りゆう一いちに悪意は無い。そこまで気が回らなかっただけだ。彼かれが口にした理由付けは、自分に言い聞かせるものでもあった。

　命令に納なつ得とくしている一方で、自分がこき使われている、という自覚は龍りゆう一いちにもある。ただ、マユリを殺してしまった後ろめたさへの反動で「己おのれの甘あまさ」に対して過か敏びんになっている龍りゆう一いちは、自分に負ふ荷かが集中しているという合理的な不満でさえも「甘あまさ」として許せない心理状態だった。だから今の龍りゆう一いちにとって、不平を漏もらす「甘あまい」自分を優やさしく肯こう定ていしてくれるシアの思い遣やりは、心地ここちが良いいからこそ敬遠したいものだ。

　陽動任務の話題になれば、シアは間ま違ちがいなく、龍りゆう一いちに逃にげ道を与あたえてくれる。彼かれはそれを避さけたかった。自身を正当化する優やさしい理り屈くつを耳にする前に、シアとの会話を切り上げようと龍りゆう一いちは意識の外側で考えた。

「シア、そろそろ」

「龍りゆう一いち」

　別れを告げようとする龍りゆう一いちのセリフを、シアが遮さえぎった。

「貴方あなたが納なつ得とくしているのであれば、これ以上あれこれ言うつもりは無いわ。でも一つだけ約束して」

「……何をだ？」

「私は貴方あなたの無事を祈いのっている。だから絶対に、死なないで」

　シアが龍りゆう一いちの、ヘルメットを抱かかえていない方の手を取った。

　龍りゆう一いちの右手を押おし戴いただくように両手で握にぎって、シアが彼かれの目を見み詰つめる。

「当然だ」

　思い掛がけないシアの行動に、龍りゆう一いちはしどろもどろになりながら短く答えを返す。

　シアはそれに満足してくれなかった。

「約束して、龍りゆう一いち。絶対に死なないって。そして必ず、私に無事な姿を見せてくれるって」

　何故なぜか条件が増えていたが、龍りゆう一いちにそれを指し摘てきする余よ裕ゆうは無かった。

　彼かれが戸と惑まどっているうちに、シアの顔は睫まつ毛げの一本一本が見分けられる距きよ離りまで接近していた。

「わ……分かった。約束する」
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「忘れないでね。貴方あなたを心配している人間がいることを。貴方あなたは、生きているんだから」

　顔を遠ざけ、手を離はなしたシアが真しん剣けんな表情で訴うつたえる。

　龍りゆう一いちは、彼かの女じよの言葉が何を意味しているのかすぐには理解できなかった。ただ、疎おろそかにできない忠告であることは何となく分かる。

　ヘルメットを被かぶった龍りゆう一いちは、シアの後ろ姿に敬礼して、マクリールに乗り込こんだ。
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　ナグル捜そう索さく四日目。

　動員された艦かん艇てい、航空機のクルーの間には、焦あせりと共に諦あきらめが生まれ始めていた。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつの空くう宙ちゆう母ぼ艦かん、ナグル。

　経験豊富な士卒ほど、ナグルの隠おん密みつ性せいを良く知っている。

　隠かくれる場所が無い宇宙空間でさえナグルの存在が観測されるのは常に事態が発生した後だ。そして連れん盟めい軍ぐんに損害を与あたえた後、あるいは何が目的なのか分からない作戦の後、監かん視し衛星の探知を振ふり切って忽こつ然ぜんと姿を消す。

　ナグルの捜そう索さくが試みられたのは今回が初めてではない。

　そして、過去に一度も成功していない。

　今回もやはり、無む駄だ足あしだったか……。そんな諦てい念ねんが広がりつつあったところに、突とつ然ぜん手て掛がかりがもたらされた。

「ノルウェー沖おきで所属不明の艦かん影えいが探知されただと？」

　ソフィアの空くう宙ちゆう母ぼ艦かん七番艦かん・ティアマトの艦かん長ちよう、ドナルド＝シュミット大たい佐さが通信担当の艦かん橋きようクルーをジロリと睨にらみつけた。

　成果の挙あがらない探たん索さくに上官が焦じれていると悟さとったクルーが、慌あわてて通信文を読み上げる。

「ノルウェー沖おきに設置されたソノブイが、海底付近に全長二百メートル前後の艦かん影えいを捉とらえたとのことです」

　慣習的に「ソノブイ」と呼んでいるが、組み込こまれているのはソナーだけではない。磁気センサーや水中電界ＵＥＰセンサーを組み合わせた複合的な観測が行われている。

「残念ながら艦かん影えいは七秒でロストしましたが、司令部はこれをナグルの反応と判断。本ほん艦かんに当とう該がい海域を捜そう索さくせよとの命令です」

「…………」

　シュミット大たい佐さは艦かん長ちよう席せきの背もたれに身体からだを預けて目を閉じた。

　ようやく得られた手て掛がかりらしきものに司令部は食い付いたようだが、探知された艦かん影えいがナグルのものであるという保証は無い。もしかしたら自然に発生したノイズが偶ぐう然ぜん、大型艦かんの虚きよ像ぞうを作り上げただけかもしれない。

　しかし、手て掛がかりゼロの現状では、無視することもできない。

　現在ティアマトは、バレンツ海上空でナグル捜そう索さくに当たっている。空くう宙ちゆう母ぼ艦かんの飛行速度ならば、ノルウェー沖おきは目と鼻の先だ。捜そう索さく活動に展開している有人艦かん艇ていの配置を見ても、ティアマトが捜そう索さくに赴おもむくのが妥だ当とうだろう。それに……、

「何はともあれ、命令だからな」

　シュミットが瞼まぶたを開け、白けた声で呟つぶやいた。彼かれはこの「手て掛がかり」に胡う散さん臭くささを覚えていたのだが、だからといって彼かれの指揮するティアマトが何の成果も挙げていない状じよう況きようでは、司令部の判断にケチをつけられなかった。

「針路変へん更こう。ノルウェー沖おき、司令部指定の空域に向かえ」

「アイ、サー」

　シュミットの命令に応じて、ティアマトは南西へ機首を向けた。
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　ティアマトがノルウェー沖おき上空に到とう着ちやくしたのは、命令を受けて二十分後のことだった。平均マッハ三。空くう宙ちゆう母ぼ艦かんにとってはこれでも随ずい分ぶん抑おさえた速度だ。

「目標空域に到とう着ちやくしました」

　円を描えがく旋せん回かい飛行に切り替かえながら、操そう舵だ手しゆが艦かん長ちようのシュミットに報告する。

　シュミット大たい佐さは探査用の無人潜せん航こう艇てい投下を命じた。

　小型魚ぎよ雷らいサイズの無人潜せん航こう艇ていがバラバラと海へ落ちていく。

『艦かん長ちよう。何時いつでも出られます』

　格納庫のヴァルナに搭とう乗じようしたアニル＝ダ・コスタ中ちゆう尉いから通信が入る。ダ・コスタ中ちゆう尉いは特に好戦的な性格ではないが、艦かん内ないでずっと待機状態が続いていた所為せいか、気が逸はやっている様子だった。

「分かった。だが余り期待するなよ」

　シュミット大たい佐さの返答は、ダ・コスタが勇み足を踏ふまないようにクールダウンさせる為ためのもの、という意味合いばかりではない。

「今回探知された反応は少々わざとらしかった。偽ぎ装そうである可能性が高い」

　シュミットは、海面にばらまかれた探知機が捉とらえた反応はナグルの逃とう走そうを支し援えんする偽ぎ装そう信号と推測していた。ナグルがこの海域に潜ひそんでいたとしても、既すでに去った後だと。

　この推理は基本線で的中していたが、ここに敵はいないという点では外れていた。

「海中より急速に浮ふ上じようする物体あり！」

　シュミットのセリフに応じるようなタイミングで各種センサーを担当するオペレーターが声を上げる。

「全長、二十メートルから三十メートル。ドウルです！」
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　連れん盟めい軍ぐんのソノブイに紛まぎれ込こませた対空探知機からマクリールに警けい戒かい信号が送られた。

「ティアマトの接近を確かく認にん。作戦を次のステップへ移行する」

　マクリールの操縦席に座すわる龍りゆう一いちの耳に、彼かれ自じ身しんの声が届く。

　外部への通信ではない。一種の声出し確かく認にんだ。話し掛かけた相手は自分自身。

　それともう一人、ではなくもう一つ。

　バイザーの視界にグリーンのランプが点ともる。マクリールの電子頭脳から送られた、水中ステルスモード解除のサインだ。

　龍りゆう一いちはマクリールの手を操あやつり、足元の設置式武器ラックから単発式のミサイルランチャーを取り出した。空くう宙ちゆう母ぼ艦かんの音波パターンを作り出すデコイも、この武器庫から発射されたものだ。

　作戦自体はそれ程ほど複雑なものではない。自動魚ぎよ雷らい発射装置としても使える武器ラックをマクリールがナグル、モビィ・ディックの潜せん伏ぷく場所から遠く離はなれた沿岸部の海底まで運び、そこに魚ぎよ雷らいタイプのデコイをセットする。

　龍りゆう一いちがマクリールを通じてデコイを発射、ティアマトを誘おびき出すというものだ。

　本当にティアマトが単独でやって来るかどうか、疑問を呈ていしたのは龍りゆう一いちだけではない。捜そう索さくに出動している連れん盟めい軍ぐんの艦かん艇ていをこの海域に集めてしまう可能性もあった。

　そのようなことになれば、ナグルとモビィ・ディックが発見されるリスクを徒いたずらに高める結果となってしまう。

　だがオブライエンが自信満々な態度で太たい鼓こ判ばんを押おすので、作戦は実行に移されたのだった。

　事実こうして、現段階まで計画どおりに進んでいる。上空に見える機き影えいはティアマトのみで、海上に艦かん影えいは全く無い。

　龍りゆう一いちは心の中で、オブライエンへ向けて素す直なおに賛辞を送った。

　そして意識を戦せん闘とうへ切り換かえる。

　ミサイルランチャーが使用可能になっているのを確かく認にんして海底の泥どろを蹴ける。

　龍りゆう一いちはマクリールを海面まで一気に浮ふ上じようさせた。
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「全長、二十メートルから三十メートル。ドウルです！」

　この報告だけで、シュミットは急きゆう浮ふ上じようする相手がゲノムスの新型タイタニック・ドウル、マクリールだと判断した。

「陸へ退たい避ひ！」

　空くう宙ちゆう母ぼ艦かん本体に、攻こう撃げき能力も対空迎げい撃げき能力も無い。

　シュミットの反応は申し分なく素す早ばやかった。

　だがマクリールの浮ふ上じよう速度は、それ以上に速かった。

　低速で旋せん回かいしていたティアマトが、陸へ向けて反転する。

　胸から上を波の上に突つき出したマクリールが、左手のミサイルランチャーをティアマトの艦かん底ていへ向ける。

　対たい艦かん用ようの超ちよう音おん速そくミサイルが爆ばく発はつ的てきな加速でティアマトに迫せまり、胴どう体たいの左右に分けて設置された主しゆ推すい進しん機関の片方のノズルを直ちよく撃げきした。

「右う舷げん推すい進しん機関中破！　推すい進しん剤ざいをカットします！」

　ダメージコントロールの手順に従い、機関士が右エンジンへの推すい進しん剤ざい供給を停止する。

「着陸は可能か」

「問題ありません」

「ボードー基地に緊きん急きゆう着陸」

「アイ・サー！」

　シュミット大たい佐さがスカンジナビア半島沿岸部の、最も寄よりの航空基地へ向かうよう指示する。

　慌あわただしく管制員と連れん絡らくを取るブリッジへ、格納庫から通信が入る。

『艦かん長ちよう、発進の許可を！』

　ダ・コスタがシュミット艦かん長ちようへ、出しゆつ撃げき許可を求める。

　シュミットが迷ったのは一いつ瞬しゆんだった。

　ミサイルが命中したのは艦かん尾びのロケットエンジンノズル。艦かんのほぼ中央に位置する搭とう載さい機き発着ハッチはダメージを受けていない。

　ナグルではないが、マクリールもこのまま逃にがすことはできない。

　そしてティアマト本体で追つい跡せきできない以上、水中において高機動力を誇ほこるヴァルナに任せるしかない。

「ヴァルナ、発進せよ」

　シュミット大たい佐さはヴァルナに単機出しゆつ撃げきを命じた。──オブライエンが予測したとおりに。

『了りよう解かい！』

　シュミットの出しゆつ撃げき命令に、ダ・コスタが勇ましく応えた。仮にこれが敵の思おも惑わくどおりと知っていても、ダ・コスタの戦意は変わらなかっただろう。一対一は彼かれに不利な条件ではない。己おのれの勝利を確信しているダ・コスタにとって、怯ひるむ要素は何も無かった。

　片肺を潰つぶされたティアマトが陸へ向かって滑かつ空くうする。その艦かん底てい発着ハッチが開き、濃のう青せい色しよくのタイタニック・ドウルが飛び出した。

　空中でスラスターを噴ふかし、海に飛び込こむ体高二十五メートルの機体。

　水中戦を得意とするソフィアのエクサー専用機、ヴァルナだ。

　それを見たマクリールは使い捨ての単発式ミサイルランチャーを放り出し、海中へと沈しずんだ。
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　ヴァルナのダイブを視し認にんするのと同時に、龍りゆう一いちはマクリールを水面下に潜もぐらせた。深度を下げながら更さらに沖おきへと向かう。

　彼かれは後方から急流に乗って追いかけてくる人ひと影かげを感じた。

　マクリールと一体化している自分と同じ大きさだ。

　水を押おし退のけ、かき分けるのではなく水の流れを作り出し、それに乗って進む自分と同じ力。

　液体流動制せい御ぎよのＳＩＭＡシーマ特性を持つドウルマスターに最適化された機体。

　追いかけてきているのは間ま違ちがいなくヴァルナだ。水中戦を得意とするエクサー専用機。状じよう況きようから見ても、他の可能性はあり得ない。

　その推すい進しん方法の性質上、高速で移動しているにも拘かかわらずほとんど音を発していないところもマクリールと同じだ。

　──航行に伴ともなう音は。

　推すい進しん機関のノイズでも水をかき乱す雑音でもなく、意図的な音を後方の機体は発していた。
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　ヴァルナが放つ探信音をマクリールの聴ちよう覚かくシステムがキャッチする。しつこいくらいアクティブソナーを向けてくるのは距きよ離りを測っているのだろうか。

　龍りゆう一いちの方にも隠かくれるつもりは無いので、ヴァルナに向けて探信音を打ち返す。彼かれの目的も測そつ距きよだが、その意図はヴァルナを引き離はなしてしまわないようにする為ためだ。

　相手を友軍から引き離はなす為ための逃とう走そうを開始してすぐに、マクリールの水中速度がヴァルナのそれを上回っていることが龍りゆう一いちには分かった。加速度も、最高速度もだ。マクリールは現在、時速百二十ノットで西へ向かっている。ヴァルナは少しずつ距きよ離りを詰つめているが、そのペースは遅ち々ちとしたものだ。戦せん闘とうが長引いた場合に備えて余力を残しているとしても、巡じゆん航こう速度毎時二百ノットを誇ほこるマクリールより確実に遅おそい。

　それでもおよそ一時間の追つい跡せき劇げきの末、徐じよ々じよに近づいてくるヴァルナ。

　龍りゆう一いちはバイザーに表示された敵との距きよ離りを基もとに、仕し掛かけるタイミングを計っていた。
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　ナグルの潜せん伏ぷくしている地点からティアマトに攻こう撃げきが加えられた様子を直接観測することはできなかった。だが海上の中ちゆう継けいブイから送られてきた非指向性の音波信号で、ナグルのクルーはティアマトの撤てつ退たいとヴァルナの単独出しゆつ撃げきを知った。

「推すい進しん機関始動。針路は計画のとおりだ」

　艦かん長ちよう席せきからロペスが発進を命じる。ナグルの巨きよ体たいが海底から浮うき上がり、北へ向けて静かにスタートを切った。

「モビィ・ディックも移動を開始しました」

「そちらも予定どおりだな」

　シアの報告にロペスが頷うなずく。

　作戦の第一段階が成功したことを知らせる音波信号はアクティブソナーの探信音に偽ぎ装そうされていた。それでもあらかじめ知っていれば聞き逃のがすはずはないのだが、実際に動き出したのを確かく認にんすると他人が指揮する艦かんとはいえホッとするものだ。

「探知されぬよう、静かに行けよ」

「心得ています、隊長」

　ロペスが掛かけた声に操そう舵だ手しゆが答え、機関士が無言で頷うなずく。今回ナグルに与あたえられた活動の舞ぶ台たいは宇宙。今は戦力を失うことなく衛星軌き道どうまで上がることが最優先だ。

　マクリールによる陽動もその為ためのもの。途と中ちゆうで連れん盟めい軍ぐんに発見されて交戦に追い込こまれるようなことになっては、龍りゆう一いちの孤こ軍ぐん奮ふん闘とうが無む駄だになる。

　それを理解しているのは、ロペスだけではなかった。

「龍りゆう一いちに呆あきれられたくはないですからね」

　このセリフを口にしたのは、シアではない。彼かの女じよは意外感を隠かくし切れずに、声の主である機関士へ振ふり向いた。

「お前、龍りゆう一いちのこと嫌きらってなかったっけ？」

　操そう舵だ手しゆが計器に視線を固定したまま茶々を飛ばす。

「正直に言えば気に入らないですよ。あいつはイケメンですから」

　機関士が全くの冗じよう談だんとは聞こえない答えを返した。それに操そう舵だ手しゆだけでなく、ロペスも苦く笑しようを漏もらしてしまう。

「ですがまあ、野や郎ろうの嫉しつ妬とは別にして、あいつは頑がん張ばっているじゃないですか。最初は実績も無いのにいきなり特とく別べつ扱あつかいされやがってと反感も覚えましたが、今は良くやってくれていると思っていますよ」

　機関士に「そう思いませんか」と反問されて、操そう舵だ手しゆが「まあな」と同意した。

　シアは自分が担当するモニターに意識を向けた。

　任務に集中しなければ、胸の奥おくからこみ上げてきたものに心が吞のみ込こまれてしまうかもしれない。そんな危機感に駆かられての行動だった。
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　ノルウェー海に臨のぞむスカンジナビア半島東岸のボードー基地に着陸した空くう宙ちゆう母ぼ艦かんティアマトは、滑かつ走そう路ろで修理を受けていた。

　巨きよ大だいな工作作業車が艦かん尾びでロケットノズルの交こう換かんを行っている。対たい艦かんミサイルによる損傷はノズルの部分だけで、推すい進しん機き本体にダメージは及およばなかった。交こう換かんが完かん了りようすれば、すぐに戦列へ復帰できる状態だ。

　とはいえ、修理が二時間や三時間で終わるはずもない。再び飛び立てるようになった頃ころには、戦せん闘とうが終わっているだろう。

　それでも基地の作業員はできる限りのスピードで修理作業に当たっている。母ぼ艦かんが動けなければ搭とう載さい機きのドウル、ラーンも身動きが取れない。ラーンにはヴァルナほどの航行速度も航続距きよ離りも無いし、修理中の母ぼ艦かんを基地内とはいえ無防備で放っておくこともできない。

　万が一であるが、ここにいるラーンをヴァルナの援えん軍ぐんに投入しなければならなくなるかもしれないのだ。そしてその為ためには、ティアマトの翼つばさが必要だ。

　ボードー基地では、三機のラーンが警けい戒かいに当たる中で、懸けん命めいの修理が続けられていた。
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　現在の水深は七百メートル。太陽光は届かず、人工の照明も水の壁かべに喰くわれて減げん衰すいし、すぐ役に立たなくなってしまう。

　宇宙よりも濃こい暗くら闇やみの世界を行くタイタニック・ドウルの操縦席で、ソフィアのエクサー、アニル＝ダ・コスタは先行する敵ドウルの機き影えいを凝ぎよう視ししていた。

　彼かれが目にしているのはドウルのセンサーが入手した各種データを電子頭脳が再構成した景色だ。光が届いていればドウルのカメラが映しているはずの映像を自分の視界として見ている。その彼の視界の中で、最初は小さな点でしかなかった機き影えいが、今は手足を認にん識しきできるまでに明めい瞭りようなものとなっていた。

　両りよう肩かたに大型の盾たてをつけた甲かつ冑ちゆう騎き士し。馬がいないので「騎き士し」というのは本来おかしいかもしれないが、ドウルの外見に最もしっくりくるイメージが「甲かつ冑ちゆう騎き士し」だ。

　敵タイタニック・ドウル、マクリール。

　データとしては知っていたが、こうして実際目の当たりにすると、その性能に驚おどろかずにはいられない。

　水中機動力は彼かれのヴァルナと同等以上。少なくとも直線のスピードでは、向こうが上回っているだろう。こうして距きよ離りを詰つめられるのは敵がこちらを誘さそい込こんでいるからだと、ダ・コスタは正しく推理していた。

　また、機体に求められる役割の違ちがい故ゆえか、静せい粛しゆく性せいは明らかに向こうが上だ。アクティブソナーを頻ひん繁ぱんに使っているのは射程内に入ったらすぐに攻こう撃げきを仕し掛かけるという意図があるからだが、それだけではない。パッシブソナーだけでは機き影えいを見失ってしまう恐おそれを感じたからだ。

　それでも、戦うことへの躊ちゆう躇ちよは覚えなかった。

　ゲノムスの技術水準は太たい陽よう系けい開かい発はつ機き構こうに決して劣おとらない。また、ヴァルナとマクリールでは、明らかに向こうの方が新しい機体だ。純じゆん粋すいに機械としてのスペックで負けていても不思議ではない。

　だが勝敗は、機体のスペックだけで決まるものではない。ダ・コスタは心の中で、そう呟つぶやいた。

　それは決して虚きよ勢せいではなかった。

　彼かれの思念に敗北の不安と恐きよう怖ふは存在しなかった。

　それは「エース」として、特に水中戦では無敵を誇ほこってきた実績に裏打ちされた自信だった。

　視界の隅すみに表示されていたマクリールとの距きよ離りを表す数字が橙だいだいから緑に変わる。射程距きよ離り内ないに入った合図だ。

　武器の射程はこちらの方が長いようだな、とダ・コスタは心の中で呟つぶやいた。

　彼かれはヴァルナの操縦にＭＩＴＵミツツを使っている。手足を動かす以外の操作も、音声コマンドを唱える必要は無い。

　だがダ・コスタは、敢あえてそれを口にした。

「スタブアンカー、射出」
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　龍りゆう一いちは視界の隅すみに映る数字へチラリと目を向けた。

　ヴァルナとの距きよ離りは二百メートルを割り込こんでいる。

　体高二十五メートルのマクリールにとっては、背中に足音が聞こえるまで接近されていると感じる距きよ離りだ。機体と一体化している龍りゆう一いちにとって、それはリアルで有意義な錯さつ覚かくだった。

　龍りゆう一いちはここでヴァルナを迎げい撃げきすることに決めた。機体の体勢を変化させ、追いかけてくるヴァルナに真正面から向かい合う。

　それは、偶ぐう然ぜんのタイミングだった。

　彼かれにとっては、幸運だったと言って良いい。

　マクリールの電子頭脳が再構成した視界に警告が閃ひらめく。

　龍りゆう一いちは反射的に盾たてを翳かざした。

　紡ぼう錘すい形けいの盾たてを激しい衝しよう撃げきが襲おそう。

　慣性制せい御ぎよが効いているにも拘かかわらず、その衝しよう撃げきは操縦席まで揺ゆさぶった。

　龍りゆう一いちの目の前にアラートが表示される。視界の左下隅すみにマクリールのシルエットが浮うかび上がり、ダメージを受けた箇か所しよに赤い線が引かれた。

　右のシールドが切り裂さかれている。

　マクリールの肩かたに取り付けられている紡ぼう錘すい形けいの盾たては、中が流りゆう体たい装そう甲こう用ようコロイド溶よう液えきのタンクになっている。ヴァルナの攻こう撃げきによる傷は、そのタンクに届くギリギリ手前まで深く刻まれていた。

　敵の攻こう撃げきの正体が、龍りゆう一いちには分からなかった。マクリールとヴァルナの間には、まだ百メートル以上の距きよ離りがある。海水の抵てい抗こうに加えてこちらの慣性制せい御ぎよも有効に作用している。水すい中ちゆう銃じゆうの類たぐいは役に立たないはずだ。衝角ラムをつけた体当たり用の魚ぎよ雷らいでも撃うたれたのだろうか。それにしては、水中推すい進しん機きの航こう跡せきをキャッチできなかった。

　それに魚ぎよ雷らいであったとすれば、操縦席まで響ひびいた衝しよう撃げきの説明がつかない。いや、大だい威い力りよくの魚ぎよ雷らいが爆ばく発はつしたのであれば、その衝しよう撃げき波はを受けたということで一応の納なつ得とくはできる。

　だが爆ばく発はつによって飛散した破は片へんでは、慣性制せい御ぎよに威い力りよくを削けずられてシールドを切り裂さくことはできないはずだ。

　体当たりを目的とする物であるなら、シールドの表面に刻まれた刃やいばの痕あとから見て魚ぎよ雷らいはシールドの表面を滑すべるように通り抜ぬけている。衝しよう突とつの勢いは受け流され、操縦席にまで伝わるとは考えられない。先さき程ほどマクリールを揺ゆさぶった衝しよう撃げきは、巨きよ大だいな水のハンマーを叩たたきつけられたような感じだった。

　とにかく、どのような攻こう撃げきを受けたのか分からないというのは非常にまずい状態だ。敵の攻こう撃げき手段が分からなければ、防ぼう御ぎよのしようが無いとまでは行かないまでも、打てる手が限られてしまう。海水に圧力を掛かけて障しよう壁へきを形成する防ぼう御ぎよ法ほうは攻こう撃げきの方向とタイミングが分からなければあまり有効ではない。水流を作り出して攻こう撃げきを逸そらす方法も同じだ。

　龍りゆう一いちは急速潜せん航こうにより距きよ離りを取りながら、左右のシールドからコロイド溶よう液えきを放出するよう機体に命じた。ひとまず流りゆう体たい装そう甲こうで全身をくまなく覆おおって防ぼう御ぎよを固め、敵の攻こう撃げきがどのようなものであるのか見み極きわめることにしたのだ。

　サイクロニクス機関により増ぞう幅ふくされたＳＩＭＡシーマでコントロールされているコロイド溶よう液えきは、海中に広がることもなくマクリールの表面に均等な液体の層を作る。

　次の攻こう撃げきがマクリールを襲おそったのは、流りゆう体たい装そう甲こうが完成した直後だった。武器であるドリル・ランスを構え上を向いたマクリールの右みぎ肩かたを、背後から強い衝しよう撃げきが叩たたいた。

　アラートが再びダメージを告げる。右みぎ肩かたとシールドをつなぐジョイントに何かが突つき刺ささっている。ジョイントが受けた損害は軽けい微び。流りゆう体たい装そう甲こうが攻こう撃げきを受け止め、敵の武器を抜ぬけないようくわえ込こんでいた。

「錨いかり……？」

　龍りゆう一いちが呟つぶやいたとおり、超ちよう音おん波ぱセンサーが捉とらえ画像化された敵の武器は、小さな錨いかり型がたの刃やいばだった。錨いかり型がたの鏃やじり、と表現した方が良いいかもしれない。

　長さ、幅はば各二メートルほどの刃やいばが細いワイヤーにつながれている。状じよう況きようから見て、その端はしは敵ドウル、ヴァルナへとつながっているに違ちがいない。断言できないのは、そのワイヤーがヴァルナの方へ伸のびていなかったからだ。

　ヴァルナは海中を急降下してマクリールへ迫せまっている。彼ひ我がの距きよ離りは百六十メートル。だが錨いかり型がたの刃やいばにつながれたワイヤーは、マクリールの後方に流れている。ヴァルナが距きよ離りを詰つめた所為せいで真まっ直すぐに張っていた物がたわんだのだろうか。

　すぐに、そうでないことを龍りゆう一いちは悟さとった。敵が何をしているのか明確に理解したわけではなかったが、先せん端たんに刃やいば状じようの錨いかりを取り付けたワイヤーがただ水に流される物ではないということだけは、はっきり分かった。

　接近するヴァルナへと意識を向けていた龍りゆう一いちは、右シールドの付け根に再び強い衝しよう撃げきを喰くらって大きく体勢を崩くずした。

　シールドのジョイントは、その衝しよう撃げきに何とか持ちこたえた。その代わり流りゆう体たい装そう甲こうの制せい御ぎよが緩ゆるみ、敵の刃やいばを放してしまう。

　ワイヤーが蛇へびのようにくねりながら離はなれていく。まるで中に無数の動力関節が仕し込こまれているような動きだ。

　その動きに気を取られていた龍りゆう一いちの耳に激しい警報が飛び込こんだ。

　彼かれは慌あわててマクリールを上向きに反転させた。

　ヴァルナは既すでに、ドリル・ランスの間合いの内側に侵しん入にゆうしていた。

　盾たてを持たず、関節部をドーム型の装そう甲こうで、腕うでと脚きやく部ぶを円えん筒とう形けいの装そう甲こうで覆おおった、全体的に「丸い」という印象をもたらすシルエット。こんな時でなければ愛あい嬌きようを感じたであろうフォルムが、今は重戦士の圧あつ迫ぱく感かんと共に迫せまってくる。

　ヴァルナは右手に剣けんを握にぎっている。

　その得物が振ふり上げられた。

　剣けんの間合いとしては、まだ遠い。だが龍りゆう一いちは騙だまされなかった。

　ヴァルナの剣けんの先から針のように細いロッドが伸のびている。それを芯しんにして、大量の水が押おし固められている。それが彼かれには直感的に分かった。

　水のブレードで間合いが倍に伸のびた剣けんが振ふり下ろされる。

　水で作られた刃やいばはＳＩＭＡシーマで維い持じされＳＩＭＡシーマで動いている。慣性制せい御ぎよは役に立たない。

　マクリールの機動性を以もつてしても、普ふ通つうの回かい避ひでは間に合わない──。

「流りゆう体たい装そう甲こう弾だん！」

　声に出すことで思念の形を強固なものとして、龍りゆう一いちはサイクロニクス機関にコマンドを発した。

　上半身前部を覆おおう流りゆう体たい装そう甲こうがマクリールから剝はがれる。

　装そう甲こうを形成していたコロイド溶よう液えきが集まり、巨きよ大だいな砲ほう弾だんと化してヴァルナに叩たたきつけられた。

　流りゆう体たい装そう甲こうと同種の原理に基もとづく防ぼう御ぎよ膜まくをヴァルナも纏まとっていたのだろう。

　マクリールのサイクロニクス機関と強く感応するコロイド溶よう液えきの砲ほう弾だんを受けながら、ヴァルナに損傷は見られない。

　ただその圧力には抗あらがえず、ヴァルナは体勢を崩くずしながら大きく後方へ弾はじき飛ばされた。

　敵機に生じた決定的な隙すき。

　それを前にして、龍りゆう一いちは前進ではなく後退、逃とう走そうを選せん択たくした。
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　海底へ沈しずんでいくマクリールに左ひだり腕うでを向けて、ダ・コスタは攻こう撃げきを中断した。武器の間合いを冷静に判断した結果だ。

　ヴァルナの左ひだり腕うでに取り付けられた固有兵装「突き刺す錨スタブアンカー」の射程距きよ離りは機体を中心にして半径二百メートル。ワイヤーの長さはそれより長く三百メートルあるが、射程外にはダ・コスタの力が届かない。

　力とはＥｘＡエクサ。指数百を超こえるＳＩＭＡシーマ。サイクロニクス機関の助けを借りることなく、物理法則をねじ曲げる力。サイクロニクス機関を介かいした時、指数百以下のＳＩＭＡシーマしか保有しないドウルマスターのものとは隔かく絶ぜつしたパワーを発揮するエクサーの能力。

　スタブアンカーの形状は単純なものだ。巻き取り式の細いワイヤーの先に、錨いかり型がたの刃やいばを一つ、付けただけの物。ワイヤーそのものに機械的な可動性は無いし、錨いかり型がたの刃やいばに遠えん隔かく操作用の推すい進しん機きは備わっていない。

　ヴァルナの固有兵装スタブアンカーは、ワイヤーの中に浸しん透とうした海水を液体流動制せい御ぎよで動かすことにより、ワイヤーを自在に曲げ、伸のばし、操あやつっている。ダ・コスタのＥｘＡエクサで支配することができる水の流れはサイクロニクス機関で増ぞう幅ふくしても半径五メートル圏けん内ないが限度だ。だがスタブアンカーを機体の一部と認にん識しきすることにより、ワイヤーの周囲五メートルに限り二百メートル先までＥｘＡエクサを伝えることができる。

　ワイヤーを操あやつり、先せん端たんの刃やいばで敵の機体を切り裂さき、貫つらぬく。

　ワイヤーを中心に高圧の水流を起こし、それをハンマーと化して叩たたきつける。

　これがマクリールを追い詰つめた謎なぞの攻こう撃げきの正体だ。

　ヴァルナは水中機動力や右手の剣けんよりも、この左ひだり腕うでの固有兵装の威い力りよくによって水中戦最強と呼ばれてきた。

　しかしどんな武器、どんな装備にもできることとできないことがある。

　スタブアンカーを介かいしてＥｘＡエクサを行使できる範はん囲いはワイヤーを中心として半径五メートルの円えん筒とう形けいの領域だ。それもワイヤーの根元から先せん端たんまで常時半径五メートルの制せい御ぎよ領域を展開しているというわけではない。ヴァルナは水中を移動するだけでＥｘＡエクサを使っている。その上固有兵装をフル稼か働どうさせ続ければ、如何いかにエクサーといえど精神力が枯こ渇かつしてしまう。敵の位置が特定できない状じよう況きようでスタブアンカーは使えない。

　それ以前に、マクリールはスタブアンカーの射程の外に逃のがれている。まずは敵を射程圏けん内ないに収めなければならない。

　ダ・コスタは敵の反はん撃げきを警けい戒かいしてこの場に留とどまっていたのだが、どうやらその気配は無さそうだ。彼かれはマクリールの追つい跡せきを決断した。

　頭を上にしたまま、ヴァルナが海底へ向かう。この地点の海底水深は約二千メートル。底まで行ってもヴァルナにとっては全く問題のない深さだ。

　待ち伏ぶせされても、ダ・コスタとしては望むところ。先さき程ほどの交戦で探知機器の性能は互ご角かくあるいはこちらが上だと分かっている。

　唯ゆい一いつ懸け念ねんされるのは、マクリールがあのまま逃にげてしまった可能性だ。敵が高速で移動すれば航こう跡せきがキャッチできるはずだが、こちらから接近することにより相手が逃とう走そうを選せん択たくした場合、最高速度に劣おとるヴァルナではマクリールに追い付けない。

　もしそうなればティアマトがダメージを負っている分、収支はこちらがマイナスだ。

　そちらから挑いどんできたのだから逃にげずに戦えよ、と念じながら、ダ・コスタはマクリールの反応を見落とさないよう視界の隅すみ々ずみに意識を配った。




　　　◇　◇　◇




　流りゆう体たい装そう甲こうを射出するという非常手段によりヴァルナの攻こう撃げきを回かい避ひした龍りゆう一いちは、その衝しよう撃げきにより生じた激しい乱流に紛まぎれて海底方向へと降下した。

　水深千メートルで降下の為ための液体流動制せい御ぎよを切り、自然な沈ちん降こうに任せる。敵に探知されるリスクを減らす為ためだ。

　後退を選せん択たくした直接の原因である、水を固めてブレードを伸のばす剣けんについて、龍りゆう一いちはそれ程ほど脅きよう威いと思っていない。彼かれには水で構成されたブレードを感じ取ることができる。あれが見えないドウルマスターにとっては間合いが摑つかめない恐おそるべき武器だろうが、龍りゆう一いちにとっては単に刀身が伸のびる長ちよう剣けんだ。さっきのように余よ程ほど大きく体勢を崩くずされない限り対応できる。

　問題はヴァルナが使ったもう一つの得物であるワイヤー兵器だ。

　蛇へびのようにうねるワイヤーの動きを見て、正確に言えばそこに作用していた液体流動制せい御ぎよの波動を感じ取って、どういう原理で作動している武器なのかは大体分かった。

　しかし仕組みが分かったからといって、すぐに対策を編み出せるというものでもない。

　あの武器が一体どの程度の距きよ離りまで届くのか、確実なことは分からない。だが少なくとも、二百メートル近いリーチは持っているはずだ。

　一方、こちらの攻こう撃げきは少なくとも二十メートルまで近づかなければ届かない。武器の間合いで、こちらは圧あつ倒とう的てきな不利を抱かかえている。

（どうやら探知能力には明確な優ゆう劣れつが無さそうだが……）

　敵のワイヤー兵器も標的の正確な位置が分からなければ当てられないだろう。もしヴァルナの探知機器の性能がマクリールを大きく上回っていたならば、とうに追つい撃げきを受けているはずだ。あの兵器に敵を自動追つい尾びする機能が備わっている場合も同じ。ヴァルナはこちらを見失っている……。

　そう考えた直後にマクリールの聴覚が、海水をかき分けて降下してくる物体を捉とらえた。普ふ通つうの潜せん水すい艦かんではあり得ない静せい粛しゆく性せいは液体流動制せい御ぎよによる潜せん航こうの特とく徴ちよう。

　ヴァルナだ。

　降下のコースは、マクリールの現在位置から大きくずれている。まだ発見されていないということだろう。

　緊きん急きゆう回かい避ひに使った流りゆう体たい装そう甲こう弾だんの所為せいで機体を覆おおっていたコロイド溶よう液えきは、シールド内のタンクにストックしていた分を含ふくめた総量の三分の一が失われている。龍りゆう一いちの液体流動制せい御ぎよは海水を攻こう守しゆの媒ばい体たいとすることもできるが、専用のコロイド溶よう液えきを使った場合に比べてどうしても攻こう撃げき力りよく・防ぼう御ぎよ力りよくが一段落ちる。

　幸い、移動速度はこちらが上だ。今ならまだ、逃にげ切れる……。

（──何を考えている！）

　龍りゆう一いちは自分が負け犬になりかけていたことに気づいて、自分自身を[image: 叱]しつ咤たした。

（逃にげてどうする！　バカか、俺おれは！）

　自分自身を罵ば倒とうした。

（ここで中ちゆう途と半はん端ぱに逃にげたら、陽動の役目を果たせないだろう！）

　ナグルは、当初の計画では連れん盟めいの目を避さけて宇宙に上がることになっていた。だが無人機に発見された為ために予定変へん更こうを余よ儀ぎなくされている。

　修正された計画では、マクリールがヴァルナを沈しずめることで連れん盟めい内ないに生じる混乱に乗じて、ナグルは宇宙に旅立つ段取りになっている。龍りゆう一いちがヴァルナから逃にげたら、作戦の根本が崩くずれてしまう。

　それに何より──。

（ここで逃にげ出すようなら、俺おれは何の為ためにポリスを、連れん盟めいを、あいつらを裏切ったんだ！）

　龍りゆう一いちがゲノムスに加入したのは、ルドラに雪せつ辱じよくする為ためだ。連れん盟めい最強のエクサー、ボルジギン＝バートリーン＝ドルジを倒たおして、惨みじめな敗北の悪夢を克こく服ふくする為ためだ。その為ために彼かれは故郷を捨て、仲間を裏切り敵に回した。

　知り合いを、マユリ＝カーティスをこの手に掛かけた。

（ここでヴァルナから尻尾しつぽを巻いて逃にげ出すようなら、ルドラには到とう底てい勝てない。俺おれの裏切りは、自己満足にもならない全く無意味なものとなってしまう──）

　結局のところ自己満足にしかならないとしても、ここで退ひくことはできない。ここで逃にげを打つようなら、自分に生き続ける価値は無い。龍りゆう一いちの心は自分自身に向かってそう叫さけんだ。

（逃にげるくらいなら戦って──）

　戦って敗北することを選ぶ。その思念が言語化する前に、龍りゆう一いちは己おのれの弱気を打ち消した。

（──いや、俺おれは負けない。俺おれはヴァルナに、戦って勝つ！）
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　海底に向かって降下していくヴァルナの中で、アニル＝ダ・コスタはセンサーの反応に意識を集中していた。バイザースクリーンにヴァーチャルの計器を常じよう駐ちゆうさせ、その反応を目で追いかけていた。

　だから電子頭脳によって再構成された視界の中に、敵の接近を示す赤いフレームが浮うかび上がるより早く、ソナーが捉とらえたマクリールの反応に気づいていた。

　逃にげなかったか、とダ・コスタは思った。

　同時に彼かれは、自分の身体からだが震ふるえたのを自覚した。

　怖おじ気けづいたのではない。言う迄までもなく、武む者しや震ぶるいだ。

　久々に出会った、敵の名に値あたいする者。

　水中戦最強の名を確かなものとした後、彼かれとヴァルナに水の中で戦いを挑いどもうとする者は久しくいなかった。ドルジが抱かかえている不満と渇かつ望ぼうを、ダ・コスタも懐いだいていた。

　敵がいないという不満。

　敵を求める渇かつ望ぼう。

　大気の中でルドラに刃は向むかおうとする者が稀まれになってしまったように、水の中でヴァルナと知って立ち向かってくる者はほとんど、いや、ほぼいなくなっていた。

（戦うのか。このヴァルナと）

　よくぞ逃にげなかったと、ダ・コスタは歓かん喜きした。

　ダ・コスタは、勝つことに慣れたファイターにありがちな、強敵を求める悪あく癖へきとは無む縁えんだ。少なくとも自分ではそう思っている。だが同時に、弱敵をいたぶる嗜し虐ぎやく性せいとも縁えんが無い。

　任務とはいえ逃にげる敵を背後から仕留めるのは、ダ・コスタにとって余り気分の良いいものではなかった。それも一度や二度ではなく、出動するたびなのだ。

　敵を逃にがすのは論外。敵かなわないなら降こう伏ふくすれば良いいのだが、海中の敵は奇き襲しゆうや破は壊かい工作を任務とする為ためか、降こう伏ふくせずに逃とう走そうしようとする者ばかりだ。こちらの方が足が速いと分かっていて逃にげようとする。

　もしかしたら水中の隠おん密みつ性せいを過大評価しているのかもしれないが、何の痕こん跡せきも残さず航行することなどこのヴァルナにも不可能だ。ヴァルナを上回る水中ステルス性がない限り、追つい跡せきから逃のがれることはできない。

　しかし今回の敵、マクリールには逃にげられてしまうかもしれないとダ・コスタは考えていた。

　ヴァルナを凌りよう駕がするステルス性と航行速度。

　逃にげられたとしても、それはそれで称しよう賛さんすべき敵だとダ・コスタは思っていた。

　だが、マクリールは自分からヴァルナに向かってきている。

　ダ・コスタは、久しく忘れていた高こう揚よう感かんを覚えていた。
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　接近する敵機に気づいたのか。ヴァルナが自らも進行方向を変へん更こうする。真下への潜せん航こうから、マクリールの方へ。

　お互たがいに探知されることは気にしていない。ヴァルナは今までどおりの速度で、マクリールは水中と思えぬほどの猛もうスピードで互たがいに迫せまる。

　マクリールとヴァルナの距きよ離りが、二百メートルを切った。

　ヴァルナからスタブアンカーが放たれる。

　錨いかり型がたの鏃やじりがマクリールへ真まっ直すぐに迫せまる。

　マクリールは左ひだり肩かたのシールドを翳かざすことで急ブレーキを掛かけ、海水の抵てい抗こうを利用して左へ急転回した。

　そのまま不規則な弧こを描えがいてヴァルナに接近する。

　しかし側面を通過した後、一いつ旦たん海底方向へ潜もぐり込こみ、再び急きゆう上じよう昇しようして真下から迫せまってくるスタブアンカーに接近の中断を余よ儀ぎなくされた。

　槍やりの穂ほで錨いかり型がたの鏃やじりを弾はじき返す。

　槍やりを振ふる動作にあわせて作り出した水流で鏃やじりとワイヤーを押おし戻もどす。

　いける、と龍りゆう一いちは思った。二百メートルにも及およぶ射程と大だい蛇じやのようにくねる不規則な挙動は脅きよう威いだが、自分自身のＳＩＭＡシーマによって敵の固有兵装を無力化できる。自分にそう言い聞かせるように、龍りゆう一いちは心の中でそう唱えた。それは自信が欠けつ如じよしていることの裏返しだったが、強がりであっても闘とう争そう心しんの燃料にはなる。

　マクリールはスタブアンカーのワイヤーをくぐり抜ぬける格好で、再びヴァルナ目め掛がけて突つっ込こんで行く。

　伸のびたワイヤーの内側に入ってしまえば大だい丈じよう夫ぶ。龍りゆう一いちはそう考えたわけではない。ワイヤーが自在に動かせることは彼かれも認にん識しきしていた。

　だがこの距きよ離りでは、龍りゆう一いちに攻こう撃げき手段は無い。接近しなければ勝負にならないのだ。

　彼かれはスタブアンカーの攻こう撃げきを十分に警けい戒かいしていた。マクリールは単純に直進するのではなく、不規則に蛇だ行こうしながらヴァルナへ近づいていった。

　その、マクリールの背後から、スタブアンカーの鏃やじりが迫せまる。

　マクリールはギリギリのところで穂ほ先さきを回かい避ひした。更さらにシールドごと腕うでを搦からめ捕とろうとするワイヤーを躱かわす。マクリールが横移動するのに使った水流が鏃やじりとワイヤーを押おし流した。

　三み度たび、マクリールがヴァルナに向かっていく。

　ヴァルナの方でも前進するスピードを上げていた。

　ワイヤー兵器による遠えん隔かく攻こう撃げきではなく、接近戦でけりをつけるつもりか。龍りゆう一いちはダ・コスタの意図をそう解かい釈しやくした。

　それが希望的観測ではなかったと、否定する根こん拠きよは無い。過程からも、結果からも。

　押おし流されたかに見えたスタブアンカーが、あたかもとぐろを巻いた蛇へびが飛び掛かかってくるような勢いで、錨いかり型がたの鏃やじりをマクリールに向かって突つき出した。

　これ程ほど戻もどりが早いとは思っていなかった龍りゆう一いちは、咄とつ嗟さにシールドを翳かざした。

　錨いかり型がたの鏃やじりが右のシールドに深く食くい込こむ。

　外側の表面を貫つらぬいて、空となったコロイド溶よう液えきのタンクにまで達しているようだ。

　シールドにつながっているマクリールの右みぎ肩かたがグイッと引っ張られた。

　ヴァルナがワイヤーを巻き戻もどしているのだろう。鏃やじりが貫かん通つうしてしまっている為ために、錨いかりの爪つめの部分がシールドの内部に引っ掛かかって抜ぬけなくなっているのだ。

　龍りゆう一いちは咄とつ嗟さに海水を操あやつって踏ふん張ろうとしたが、マクリールは止まらずヴァルナに引き寄せられていく。

　液体流動制せい御ぎよのパワーと慣性制せい御ぎよの出力は、ヴァルナがマクリールを上回っている。龍りゆう一いちはそれを思い知らされた。

　どうする。

　どうすればいい。

　龍りゆう一いちは頭をフル回転させて考えた。

　元々龍りゆう一いちはヴァルナの懐ふところに飛び込こもうとしていた。相手がマクリールを手て許もとに引っ張り込こもうとしているなら、それは龍りゆう一いちにとっても都合が良いい。

　だが、右みぎ肩かたを引きずられて体勢を崩くずされた状態では、満足に戦えない。相手はこちらを引きずり回すだけでなく、高水圧のハンマーを打ち込こむこともできるのだ。

　考えろ。

　こちらが勝まさっているのは何だ？

　液体流動制せい御ぎよのパワーはヴァルナが上。

　慣性制せい御ぎよの出力もヴァルナが上。

　水中機動性は──マクリールが上だ。

　逃にげるのではなく勝つ為ために、水中機動性に活路を求めるべきだ！

　電光のような思考が龍りゆう一いちの中で閃ひらめいた。

「右シールド、パージ！」

　龍りゆう一いちは音声コマンドで自分が駆かる機体にそう命じた。
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　マクリールのシールドにスタブアンカーが引っ掛かかってしまった現状は、ダ・コスタにとっても望ましくなかった。もちろん、先せん端たんが錨いかり型がたという引っ掛かかりやすい形状をとっているのは相手を捕つかまえて引き寄せるという使用方法を想定してのものだ。

　だが、この固有兵装の真価は変へん幻げん自在な攻こう撃げきにある。

　鋭えい利りな錨いかり型がたの鏃やじりを用いてあらゆる方向から貫つらぬき、切り裂さく。

　ワイヤーを中心に高圧の水流を作り出して叩たたきつける。

　ワイヤーその物も敵の行動を制限する役割を果たす。

　先せん端たんが敵機に固定されてしまっては、使い方が著いちじるしく限定される。しかも食くい込こんだ箇か所しよが盾たてでは、決定的なダメージにつながらない。

　ダ・コスタはすぐに、鏃やじりを抜ぬこうと試みた。だが結果は、敵の機体を引き寄せるだけだ。相当しっかり引っ掛かかっているらしい。

　彼かれはすぐに意識を切り換かえた。

　こうしている間にも敵との距きよ離りは縮まっている。上手うまく行かないことに拘こう泥でいしていては不本意な不覚をとってしまうおそれがある。

　敵のＳＩＭＡシーマ到とう達たつ距きよ離りは推測で二十メートル。安全マージンを取っても、三十メートルを見ておけば良いいだろう。

　このままマクリールを引き寄せ、三十メートルまで接近した時点でスタブアンカーから水のハンマーを打ち込こむ。敵の体勢を崩くずしたら、一気に剣けんで止とどめを刺さす──。

　ダ・コスタのプランは、実行に移した直後、軌き道どうの再修正を余よ儀ぎなくされた。

　敵の機体を引き寄せるワイヤーの手応えが、いきなり軽くなった。

　理由はすぐに分かった。マクリールがスタブアンカーに貫つらぬかれたシールドをパージしたのだ。

　長さ十メートルを超こえる盾たてを端はしにくっつけた状態では、海水の抵てい抗こうが大きすぎて動きが阻そ害がいされてしまう。

　ダ・コスタはここまでの交戦で、マクリールの戦せん闘とう力りよくを高く評価している。彼かれとしては、主兵装が満足に使えない状態でぶつかり合うのは避さけたいところだ。

　だからといって、これだけ接近した状じよう況きようで衝しよう突とつを回かい避ひすることはできない。後退しても直線速度は向こうが上だし、何よりダ・コスタの側にマクリールを逃にがすという選せん択たく肢しが無かった。

　本体から切り離はなされたシールドに、サイクロニクス機関の干かん渉しようは及およばない。液体流動制せい御ぎよも慣性制せい御ぎよも働いていない。鏃やじりが突つき刺ささっている場所に強い衝しよう撃げきを与あたえれば装そう甲こうが破断しアンカーがシールドから抜ぬけるはずだ。

　ダ・コスタはワイヤーに沿って高圧の水流を発生させた。

　先せん端たんへ向かって、一発。二発。

　三発目でシールドが裂さけ、アンカーが抜ぬける。

　ダ・コスタはワイヤーを巻き戻もどしながら、液体流動制せい御ぎよを機体の機動へ向けた。

　マクリールは距きよ離り三十メートル、ダ・コスタが設定した警けい戒かいラインに迫せまっている。

　敵のサイクロニクスの射程距きよ離りは推定二十メートル。ティモール海で見せたマクリールが作り出す水すい刃じんは、アレクトー母ぼ艦かんを十字に切り裂さく鋭するどさとパワーを備えている。ヴァルナの液体流動制せい御ぎよで防ぎきれる保証は無い。

　安全距きよ離り三十メートル圏けん外がいならば、ヴァルナの勝ちは揺ゆるがない。だがマクリールに間合いを詰つめられれば、ヴァルナが敗れる可能性が出てくる。

　マクリールが生み出す水すい刃じんの脅きよう威いから逃のがれる為ために、ダ・コスタは距きよ離りを取ろうと試みた。

　サイクロニクス機関を介かいして引き起こされた水流が、ヴァルナを上へと押おし上げる。

　前進しながら上じよう昇しようするマクリールと、同じ角度で後退しながら上じよう昇しようするヴァルナ。

　スピードは、マクリールが優まさっている。

　二機の距きよ離りが、二十メートルまで縮まった。

　ヴァルナが後退を止やめた。

　マクリールが槍やりを構える。

　ダ・コスタは、機体の機動に使っていたＥｘＡエクサを再び固有兵装に回した。

　スタブアンカーが、右後方からマクリールに襲おそい掛かかる。狙ねらいは首の付け根。

　マクリールは、一直線にヴァルナへ突つっ込こんでくる。

（取った！）

　ダ・コスタが心の中で雄お叫たけびを上げた。

　回かい避ひ不能。

　確実に命中する。

　彼かれはそう思った。だが次の瞬しゆん間かん、

「何ぃ!?」

　ダ・コスタは思わず、操縦席で声に出して叫さけんだ。

　マクリールの巨きよ体たいが非現実的なスピードで沈しずみ込こんだのだ。

　敵機の周囲で海水が激しく巻き上がる。それはまるで、水中に発生した竜たつ巻まきだった。

　スタブアンカーが逆巻く大おお渦うずにはねとばされる。

「くっ！」

　ダ・コスタはサイクロニクス機関にＥｘＡエクサを注ぎ込こんで暴れ回る海水を静めた。

「マクリールは何処どこだ!?」

　ダ・コスタはマクリールの動きから目を離はなさなかったつもりだ。にも拘かかわらず、彼かれの視界に敵機の姿は無い。

　彼かれの独語を問とい合あわせと解かい釈しやくしたのか、ヴァルナの電子頭脳はダ・コスタのバイザーにマクリールの位置情報を投とう影えいした。

　正確には、既すでに映っている警報を強調表示した。

　マクリールは、ヴァルナの背後に迫せまっていた。
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　右のシールドをパージすることでヴァルナのワイヤー兵器、スタブアンカーから逃のがれた龍りゆう一いちは、ＳＩＭＡシーマの全てを推すい進しん力りよくに変えて敵機目め掛がけ突とつ進しんした。

　盾たてを犠ぎ牲せいにすることで敵の武器を封ふうじることに成功した。だがそれは一時的なことに過ぎないと龍りゆう一いちは理解していた。

　敵の武器が自由を取り戻もどす前に自分の間合いへ飛び込こむ。それが唯ゆい一いつの勝機だ。

　そう考えた龍りゆう一いちは、マクリールのスピードを信じて、スタブアンカーに対する防ぼう御ぎよを捨てた。

　ヴァルナとの距きよ離り、三十メートル。敵の反はん撃げきは無い。

　ヴァルナとの距きよ離り、二十メートル。強力なＳＩＭＡシーマの反応をマクリールのセンサーが捉とらえた。敵の固有兵装が機能を回復したのだと龍りゆう一いちは直感した。

　スタブアンカーがあらゆる方向からの攻こう撃げきを可能とする誘ゆう導どう兵器であることを龍りゆう一いちは既すでに理解している。その誘ゆう導どうに、ＳＩＭＡシーマを使用していることも。

　サイクロニクス機関が増ぞう幅ふくするイメージ具象化の波動に心の目を凝こらしていれば、攻こう撃げきが来る方向を読み取ることが、多分、できる。龍りゆう一いちはその手応えを得ている。

　だが、絶対ではない。それに、敵の攻こう撃げきへ意識を割さくことでマクリールが水流に押おし流されるイメージが薄うすれてしまう。即すなわち、敵へ向かう勢いが衰おとろえてしまう。

　それより、意志力の全てを使って、一マイクロ秒でも早く、ヴァルナ本体に接せつ触しよくする。

　一いちか八ばちか、敵の攻こう撃げきがマクリールに届く前に、ドリル・ランスをヴァルナに叩たたき込こむ。

　それが龍りゆう一いちの決断だった。

　しかし、視界の右みぎ端はしに激しく点てん滅めつするアラートで、彼かれはギャンブルに負けたことを悟さとった。

　右後方から、ヴァルナの固有兵装が迫せまっている。

　錨いかり型がたの刃やいばがマクリールに襲おそい掛かかる速度と、マクリールがヴァルナに突とつ撃げきする速度。

　明らかに、ヴァルナの武器がマクリールを捉とらえる方が早い。

　やられる、と龍りゆう一いちは思った。

　彼かれはマクリールの手を使って槍やりをクルリと半回転させた。

　マクリールはヴァルナに向かって前進を続けながら、右半身を前に出した刺し突とつの構えから、右みぎ肩かたを引いた投とう擲てきの構えに体勢を変えた。機体の機動に使っていたＳＩＭＡシーマをドリル・ランスの誘ゆう導どうに注つぎ込こむ。

　相あい討うち狙ねらい。それを果たせなくても、せめて一いつ矢し報むくいる。

　龍りゆう一いちはそう念じた。

　脱だつ出しゆつは全く考えなかった。

　心残りはある。ルドラとの再戦が叶かなわないのは残念だった。

　しかし、ここで斃たおれるのが自分の運命だったと龍りゆう一いちは受け容いれていた。

　──これが兵士の定め。

　──敗北がもたらすものは死。

　自分に敗れたマユリ＝カーティスは死んだ。今度は自分の番だ。龍りゆう一いちはそう思った。

　ヴァルナは強敵だった。

　自分の方が弱かった。自分の力が及およばなかった。

　それでも、自分は全力を尽つくした。敗北はその結果だ。後こう悔かいは無い。

　──本当に？

　定まったはずの龍りゆう一いちの心に、そんな声が投げ掛かけられた。

　──これが如月きさらぎ龍りゆう一いちの全力か？

　──本当に、お前は全力を尽つくしたのか？

　自身に問い掛かける自分の声。

　──約束して、龍りゆう一いち。

　それが突とつ如じよ、自分以外の声に切り替かわる。

　──絶対に死なないって。

　──そして必ず、私に無事な姿を見せてくれるって。

　真しん剣けんな、悲ひ壮そう感かんすら漂ただよう眼まな差ざしで龍りゆう一いちを見み詰つめていたシアの言葉が蘇よみがえる。

　──忘れないでね。貴方あなたを心配している人間がいることを。

　彼かの女じよの声が、彼かれの意識を貫つらぬく。

　──貴方あなたは、生きているんだから。

「全速降下！」

　龍りゆう一いちは全ての操作を中断してマクリールに、自分自身の「力」に命じた。

　サイクロニクス機関によって増ぞう幅ふくされた龍りゆう一いちの意志が、マクリールを取り巻く「世界」に浸しん透とうする。

　イメージが力となり、限られた空間、限られた時間、世界を改変する。

　システムが定めたルールに従って、力が形となる。

　そして、

　マクリールを包み込こみ、

　流線形の水のカプセルが形成された。

　海底側の海水がカプセルの境界面に沿って上じよう昇しようし、海面側に勢いよく押おし出される。

　降下したマクリールの頭上をスタブアンカーが通り過ぎる。

　渦うず巻まく水流に、敵の固有兵装がコントロールを失う。

「前進！」

　マクリールがヴァルナの足あし下もとを潜くぐり抜ぬける。

「上じよう昇しよう！」

　そして、その背後に達した。

　マクリールは既すでに槍やりを通常の構えに持ち直している。

　龍りゆう一いちは流りゆう体たい装そう甲こうに用いていたコロイド溶よう液えきをドリル・ランスの穂ほ先さきに集めた。
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　マクリールがヴァルナの背後で槍やりを構えた。

　サイクロニクス機関が唸うなり、ＳＩＭＡシーマが槍やりの穂ほ先さきに集まる。

　マクリールが水すい刃じんを纏まとったドリル・ランスの一いつ閃せんを繰くり出そうとしたその直前、ヴァルナが前向きに倒たおれ込こんだ。

　いや、倒たおれるのではなく前方に一回転し頭を海底に向けた状態で、下からマクリールに斬きりつける。

　マクリールは攻こう撃げきに固こ執しつせず、ヴァルナの横へ回り込こんだ。

　マクリールの移動に伴ともなう急流とヴァルナの前転によって生まれた急流がぶつかり合い、複雑な流れを作り出す。

　しかしヴァルナもマクリールも、それによって体勢を崩くずされることはなかった。

　更さらに半回転して頭を海面に向けたヴァルナが、左から右に剣けんを振ふる。

　剣けんは、マクリールの足の下を通り抜ぬけた。

　マクリールがヴァルナの頭上を取る。

「何っ!?」

　ダ・コスタの口から驚きよう愕がくが漏もれる。

　機体の運動性では、マクリールがヴァルナを明らかに凌りよう駕がしていた。

　だがヴァルナもマクリールのスピードに翻ほん弄ろうされてばかりではない。

　この時、ヴァルナのスタブアンカーが、マクリールの足元に迫せまっていた。

　しかし今度は、マクリールの槍やりが早かった。

　円えん盤ばん形がたの刃やいばを展開するのではなく、槍やりを伸のばすように円えん錐すい形けいの穂ほ先さきを形成する。その尖せん端たんが、遂ついにヴァルナへ届いた。

「喰くらえっ！」

　龍りゆう一いちがマクリールの操縦席で吼ほえる。

　液体流動制せい御ぎよによる水すい刃じんの威い力りよくを最大に高めるコロイド溶よう液えきが、単に海水を高速回転させた場合では持ち得ない切せつ削さく力りよくによってヴァルナの顔を大きく抉えぐった。

　スタブアンカーの動きが止まる。頭部の損傷によるサイクロニクス機関の出力低下で、固有兵装をコントロールできなくなったのだ。

　並のタイタニック・ドウルなら、頭部を破は壊かいされた段階で戦せん闘とう不能になる。だがヴァルナは「並」ではなかった。

「まだだ！」

　ダ・コスタが雄お叫たけびと共に力を振ふり絞しぼった。

　ヴァルナの剣けんが、右から左に振ふられる。ブレードの長さは、刃やいばの形に押おし固められた海水により、二倍に伸のびていた。

　ヴァルナの斬ざん撃げきは、マクリールの左ひだり肩かたに残ったシールドによって食い止められた。

「沈しずめ、ヴァルナ！」

　右手一本で突つき出されたマクリールの槍やりが、ヴァルナの腹を貫つらぬいた。

　人体であれば鳩尾みぞおちに当たる箇か所しよ。

　マクリールのドリル・ランスはヴァルナのコクピット・ユニットを掠かすめ、サイクロニクス機関を破は壊かいした。

　ヴァルナの胸からコクピット・ユニットが排はい出しゆつされる。

　主あるじを失ったヴァルナが、海底に沈しずんでいく。

　墜おちていく。

　排はい出しゆつされたコクピットにはソフィアのエクサー、アニル＝ダ・コスタがいる。ゲノムスにとってはタイタニック・ドウルのヴァルナよりも、そのドウルマスターであるダ・コスタこそが障しよう碍がいだ。今ここで逃にがせば、近い将来再びゲノムスの前に立ち塞ふさがるに違ちがいない。

　海面へ浮ふ上じようしていくコクピット・ユニットへ、龍りゆう一いちは槍やりの穂ほ先さきを向ける。

　その槍やりを下げ、マクリールの片手をユニットへ向ける。

　今度も、手を向けただけだ。

　結局、龍りゆう一いちは、何もしなかった。

　彼かれはダ・コスタを殺そうとはせず、捕ほ虜りよに取ることもせず、ただ見み逃のがした。

　龍りゆう一いちは海底に沈しずんだ右みぎ肩かた用ようのシールドを回収して、静かにモビィ・ディックとのランデブーポイントへ向かった。
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　スカンジナビア半島東沿岸部、ボードー航空基地の通信士は、その信号が何を意味しているのか、すぐには理解できなかった。

　複雑な暗号だったというわけではない。むしろ解読は容易で、内容は簡単明めい瞭りようなものだ。太たい陽よう系けい連れん盟めい軍ぐんの通信士なら誰だれでも理解できる信号だった。

　ボードー基地の通信士も、暗号自体はすぐに解読できた。ただ平文化された簡潔な通信内容が、まるででたらめな文字列を眺ながめているかのように頭に入ってこなかった。

「オルセン少しよう尉い、どうしたのだ」

　彼かれのゲシュタルト崩ほう壊かい状態は、部下の挙動に不ふ審しんを覚えた基地司令から声を掛かけられるまで続いた。

「ハッ、その、救難信号を受信しました！」

「内容は!?」

　一刻を争う時に何を呆ほうけているのだ、と怒ど鳴なりつける時間も惜おしんで、司令官が通信士に詳しよう細さいを報告するよう命じる。

　通信士は発信源の座標を告げた後、なおも半信半疑の口調でこう続けた。

「発信元は、タイタニック・ドウル『ヴァルナ』のコクピット・ユニットです」

　指揮所内の空気が凍こおりついた。

　そこにいた全員が、基地司令までもが、目を見開いていた。

　司令官は若い通信士のように、その報告の意味が理解できなかったのではない。

　自分が耳にしたことが、信じられずにいるのだ。

「……発信元のＩＤに間ま違ちがいはないか」

「……ヴァルナに間ま違ちがいありません」

「ヴァルナ本体ではないのだな」

「コクピット・ユニットのアンテナから発信されております」

　愕がく然ぜんとした声で問う基地司令に、オルセン通信士は戸と惑まどいを隠かくせぬ声で答える。

　経験の違ちがいか、指揮官としての責任感が働いたのか、基地司令は誰だれよりも早く驚きよう愕がくから立ち直った。

「直ちに救難機を発進させろ。ヘリではなく飛ひ行こう艇ていだ」

「ハッ」

　命令を受けたことで、部下も自失状態から回復する。

「コクピット・ユニットを引き揚あげる装備を忘れるな」

「確かく認にんさせます」

「ティアマトのシュミット艦かん長ちように通信をつなげ」

「直ちにつなぎます」

　修理中の空くう宙ちゆう母ぼ艦かんティアマトを呼び出す声を聞きながら、司令官は改めて「大変なことが起こった」という思いを嚙かみ締しめていた。
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　ヴァルナ撃げき沈ちんの報は太たい陽よう系けい連れん盟めい軍ぐんを震しん撼かんさせた。

　特にケープ・カナベラルのソフィア本部が受けた衝しよう撃げきは大きかった。

　この知らせを受けたソフィア総司令、ウラジミール＝シャーマン大たい将しようは手に持っていたコーヒーカップを落としたことにも気づかず、しばらく呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいたという。

　それも決して大おお袈げ裟さなことではない。その意味するところは、ただ一戦場の敗北に止とどまらないのだ。

　十機の空くう宙ちゆう母ぼ艦かんに配備された十機のエクサー専用機。それは連れん盟めい軍ぐんにとってだけでなくその敵にとっても無敵という言葉を体現する物であり、単に敗退することすらあり得ないはずだった。

　それが、ドウル同士の一いつ騎き打うちで破は壊かいされた。

　その事実は連れん盟めい軍ぐん兵士の自信を揺ゆるがせた。

　連れん盟めい軍ぐん上層部は、過か剰じような警けい戒かい態勢を全軍に命じた。有人機は僚りよう機きと隊列を組んで行動することとし、原則として単独行動を禁じた。

　その命令はナグルを捜そう索さく中ちゆうの艦かん艇ていにも適用された。バレンツ海からグリーンランド海に掛かけて広く展開した有ゆう人じん艦かんは海域ごとにポイントを指定され、捜そう索さく活動を中断して合流するように指示された。




「半径五十キロ以内に連れん盟めいの艦かん影えい、ありません」

　ゲノムスの空くう宙ちゆう母ぼ艦かん・ナグルのブリッジで海上の探知結果を読み上げたシアが、シートを回して艦かん長ちよう席せきへ身体からだを向けた。なお海中深くに潜ひそみながら直径百キロに及およぶ範はん囲いの状じよう況きようを知り得たのは、連れん盟めい軍ぐんの情報衛星をハッキングした結果である。

「発進しても問題無いと思われます」

　この場合の発進は単なる移動でも離り水すいでもなく、宇宙に出るということだ。

　ロペスの決断は迅じん速そくだった。

「よろしい。ナグル、発進準備」

「推すい進しん機関、補助ブースター、異常無し。大たい気き圏けん外がい航行システム、全て正常」

　ロペスの命令に機体コンディションを報告する声が答えた。

「浮ふ上じよう開始」

　ナグルが海底を離はなれる。

「総員に通達。本ほん艦かんは海面まで浮ふ上じようした後、垂直上じよう昇しようシークエンスを開始します。総員は海上へ到とう達たつするまでに着席し上じよう昇しように備えてください」

　艦かんが浮ふ上じようしていく途と中ちゆうで、全クルーに対しシートに身体からだを固定するよう警告が発せられた。

「海上まで推定百二十秒」

　シアが海上までの猶ゆう予よ時間を全ぜん艦かんに告げる。

「三十秒……十秒……五、四、三、二、一、浮ふ上じようしました」

　船体が軽く揺ゆれ、ナグルが流氷の海に躍おどり出た。

「離り水すいします」

　機体下部のスラスターが一いつ斉せいに点火し、ナグルが氷に囲まれた水面から垂直に浮うかび上がる。

「メインスラスター、点火」

　操そう舵だ手しゆがそう告げると同時に、シートに身体からだを押おし付けるＧが発生した。

　ナグルが夜空に舞まい上がる。そのまま機首を上げ急きゆう上じよう昇しようしていく。

「予定進路クリア。自動航行システムに操縦を移行します」

「許可する」

　操そう舵だ手しゆの申しん請せいを、ロペスが認にん可かした。

『大たい気き圏けん垂直離り脱だつシークエンス、スタート。補助ブースター点火まで十秒』

　操そう舵だ手しゆの操作により、ナグルの電子頭脳がカウントダウンを始める。

　今やナグルの機首は、ほぼ真上を向いていた。

『三、二、一、点火』

　垂直に上じよう昇しようするナグルの艦かん尾びで、二基の補助ブースターに火が入った。

　クルーの身体からだが、シートの背もたれに押おし付けられる。

　大たい気き圏けん離り脱だつにあたり、低てい緯い度どになるほど地球の自転エネルギーを有効に利用できる。その為ため、太たい陽よう系けい連れん盟めいのマスドライバーは緯い度ど南北四十度以内の地域にしか設置されていない。連れん盟めいの航こう宙ちゆう機きが極地方から宇宙に上がることは皆かい無むに等しい。

　だからこそ今回、いつも以上に連れん盟めい軍ぐんの追つい跡せきを警けい戒かいしていたナグルは北ほつ極きよく海かいから宇宙へ向かうことを選んだ。補助ブースターを使って垂直上じよう昇しようするという方法を採っているのは、自転エネルギーを利用できないからだった。

『補助ブースター分ぶん離り』

　推すい進しん剤ざいを使い切った補助ブースターが切り離はなされる。高度は百キロメートル超ちよう。二十世紀に提唱されたカーマン・ラインの定義に従えば、既すでに宇宙空間だ。

『予定軌き道どうへ進入開始』

　電子頭脳によるアナウンスと共に補助スラスターが作動し、クルーにとって後ろ向きのＧに下向きのＧが加わった。

　ナグルは背面飛行の体勢で、作戦宙ちゆう域いきに向かう離り心しん率りつの高い極きよく軌き道どうに乗った。
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　ソフィア極きよく東とう基地、空くう宙ちゆう母ぼ艦かん用よう滑かつ走そう路ろ横の発着管制ビルの一室。

　グリンブル艦かん長ちようジェラール＝アカイ大たい佐さは、扉とびらを蹴け破やぶらんばかりの勢いで彼かれの執しつ務む室しつに飛び込こんで来た部下の姿にため息を漏もらした。

「ドルジ大たい尉い。君の言いたいことは分かる。だから少し落ち着け」

「俺おれの言いたいことがお分かりなら、落ち着けるはずがないということもご存じでしょう！」

　アカイの制止は、むしろ逆効果だった。

　ドルジはアカイのデスクに大おお股またで歩み寄ると、そこへ勢いよく両手をついた。

「念の為ためにお聞かせ願えますか」

　軍の規律を無視しているとしか思えない態度でドルジが質問をぶつけようとする。

　だがアカイは、ドルジに最後まで喋しやべらせなかった。

「ヴァルナは大破。ダ・コスタ中ちゆう尉いは無事だ」

　[image: 叱]しつ責せきして黙だまらせるのではなく、先回りして彼かれが知りたいことに答えたのだ。

　ドルジは拳こぶしを握にぎりデスクに叩たたきつけた。

　アカイもさすがに眉まゆを顰ひそめる。

　だが、ドルジは上官が向ける非難の視線に気づいていなかった。

「……ヴァルナはどの程度で復帰できるんです」

「不明だ。海底から何時いつ引き揚あげるかも決まっていない」

「だから言わんこっちゃない！」

　ドルジは下を向いて大声で吐はき捨てた。アカイに罵ば声せいを浴びせなかっただけ、分別を残していたと言えるかもしれない。

　デスクを両手で突つき放すようにして身体からだを起こしたドルジはアカイに背を向けた。だが足を踏ふみ出したところで立ち止まり、のろのろと振ふり返った。

「少しは気が済んだか？」

「……申し訳ありませんでした」

　アカイから冷たい声と眼まな差ざしを向けられて、ドルジは小声で謝罪を述べる。

「大たい尉い」

「申し訳ございませんでした、大たい佐さ殿どの！」

　更さらに冷たい声を浴びせられ、ドルジは姿勢を正して叫さけんだ。

　それで納なつ得とくしたのか、アカイは視線を緩ゆるめた。

「大たい尉い、勘かん違ちがいするなよ。我々が現場に駆かけつけたとしても、結果が逆転したとは限らない」

　少し頭が冷えたドルジは、アカイのセリフを誤解しなかった。

「……マクリールの戦せん闘とう力りよくは、それ程ほどのものだったんですか？」

「詳くわしい報告を入手したわけではないから、具体的にどの程度のものなのかは分からん。しかし、一対一の水中戦でヴァルナを下した。それだけは確かだ」

　改めて突つきつけられた事実に、ドルジが絶句する。

　それが何を意味しているのか、ドルジも理解したのだろうと分かる沈ちん黙もくだ。

　だが、アカイは手を（口を？）緩ゆるめなかった。

「水深七百メートルの海中戦でヴァルナを相手にして、ルドラで勝てるか？」

「勝てないとは思いません」

　即そく答とうするドルジだが、勝てるとは言い切らない。彼かれにも分かっているのだ。

「……ですが、負ける確率の方が高いと思います」

「ならばマクリールと水中で戦うのも分が悪いということだ。敢あえて言っておくが、二対一ならば勝率が上がるというものでもないぞ」

「──理解しております」

　地上では他を寄せ付けない機動性を誇ほこるルドラも、水中機動性ではヴァルナに遠く及およばない。

　そのヴァルナを撃げき破はしたマクリールと海中で戦っても、各個撃げき破はされる未来しか見えない。

「マクリールに対しては何とか海上に引きずり出す方策を考えねばなるまい」

　水中の戦いで分が悪い以上、これは当然のアイデアだ。具体的にどうするかは別にして、ドルジもこの方針自体に異論はなかった。

　ただ、戦わずして勝負から逃にげるようで、それがドルジには口惜くやしかった。
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　大型潜せん水すい艦かんモビィ・ディックと合流し、マクリールはその艦かん内ないに収容された。

　操縦席から降りた龍りゆう一いちを待っていたのは、クルーたちの歓かん声せいだった。

「これは……？」

　潜せん水すい艦かんの命は隠おん密みつ性せいであり、隠おん密みつ性せいを保つ為ために最も重要なものは静せい粛しゆく性せいである。海中を航行中の艦かん内ないで大おお騒さわぎするなど、潜せん水すい艦かん乗りとして決してやってはならないタブーのはずだ。

　そんな彼かれの常識を真っ向から粉ふん砕さいする光景に、龍りゆう一いちは思わず立ち尽つくしてしまう。

「龍りゆう一いち君、ご苦労だったな」

「…………」

　固まってしまった龍りゆう一いちの許もとへ歩み寄り話し掛かけたのは、今回の作戦の実質的な立案者であるオブライエンだった。労ねぎらいの言葉を掛かけても反応しない龍りゆう一いちに、オブライエンは訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめた後すぐに「ああ、なるほど」という表情で失しつ笑しようを漏もらした。

「格納庫は防音が万ばん全ぜんだから、人間の声くらいは問題無い。航行中にドウルの整備をしても大だい丈じよう夫ぶなよう設計されているからね」

　常識が辛かろうじて守られたことに一安心したのか、龍りゆう一いちの頭脳がようやく当たり前の疑問をアウトプットした。

「これは一体……」

　それでも、質問としてまともな形になっていなかったが。

　格納庫に集まったクルーたちは、熱ねつ狂きようしていた。単に勝利の喜びを発散しているという風には見えない。彼かれらの熱は、指向性を持った、もっと別のもののように龍りゆう一いちには感じられた。

　不完全すぎる問い掛かけだったにも拘かかわらず、オブライエンには龍りゆう一いちが何を訊ききたいのか理解できたようだ。

「彼かれらは英雄ヒーローの凱がい旋せんを祝っているのだよ」

「ひ、ヒーロー？」

　思い掛がけない称しよう号ごうに、龍りゆう一いちの声が裏返る。

　オブライエンは、それを笑いはしなかった。

「不可能を可能にする。他人にはできない事を成し遂とげる。勝てないはずの戦いに勝利する。単なる勝者ウイナーではない、それが英雄ヒーローだ」

　オブライエンが龍りゆう一いちの双そう眸ぼうをのぞき込こむ。理解しろ、と目で語り掛かける。

「英雄ヒーローは絶望を打ち砕くだく者だ。勝つことを諦あきらめていた仲間たちに、それは決して幻げん想そうではないと示す者だ。一つの戦場で勝利するだけではなく、次の戦場、次の次の戦場、前ぜん途とに待ち受ける数多あまたの戦場の勝利を味方に信じさせる者のことだ」

　龍りゆう一いちの瞳ひとみが落ち着かなげに揺ゆれ動いた。オブライエンの眼まな差ざしの強さと、彼かれが言おうとしていることの重さに、龍りゆう一いちは動どう揺ようしていた。

「彼かれらは──ゲノムスの兵士は、ソフィアのエクサーに勝てるはずがないと思い込こんでいた。『ルドラ』『ミスティムーン』『ゲオルギウス』『ムルガン』『ホルス』『アテーナー』『ヴァルナ』『スヴァローグ』『アーラン』『ツァドキエル』。エクサーが操あやつるこれらのドウルに出会ったなら逃にげるしかないと、彼かれらは諦あきらめていた」

　オブライエンの視線は、龍りゆう一いちが目を逸そらすことを許さなかった。

「龍りゆう一いち君。それを君が、今日、覆くつがえした。ヴァルナを倒たおすことによって」

　龍りゆう一いちの喉のどが小さく動いた。だが吞のみ込こめる物は何も無かった。口の中が、カラカラに乾かわいていた。

「君は彼かれらの英雄ヒーローになったんだ」

　龍りゆう一いちはオブライエンの視線に促うながされて、この場に集まったモビィ・ディックのクルーたちに向かい手を突つき上げた。

　一ひと際きわ熱い、歓かん声せいが上がる。

　ただ一度の勝利で、余所よそ者ものがヒーローに成り上がる。

　ならばその逆もあり得るのではないか。

　ただ一度の敗北で、ヒーローが戦犯──戦争犯罪者の意味ではなく、敗戦の元げん凶きよう──に転落することもあるのではないか。

　龍りゆう一いちは心にのし掛かかる重圧を隠かくして、「仲間たち」の歓かん声せいに応えた。
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　ヴァルナ撃げき沈ちんの報は地上に止とどまらず、その日の内に宇宙にまで届いていた。

　無論、太たい陽よう系けい連れん盟めい軍ぐんはその情報を隠かくそうとした。だが、箝かん口こう令れいはほとんど役に立たなかった。連れん盟めいは自分たちの内部を締しめ付けるだけで手て一いつ杯ぱいだった。各ポリスに対しては、何もできなかったに等しい。

　彼かれらは慣れていなかった。敗北を知らなかった連れん盟めい軍ぐんに、都合の悪い情報を隠かくし通すノウハウは無かった。ソフィアのエクサーが敗れるなど夢にも思わなかった所為せいで、負けた時の対応をシミュレーションすらしていなかった。

　結局、連れん盟めい軍ぐんの士卒たちも内部経由ではなくアイランドの情報サイト経由でこのバッドニュースを手に入れた。




「これ、本当なんでしょうか？」

　弟の蒼あお生いが難しい顔で情報端たん末まつを睨にらみつけている隣となりで、朱あか理りが「俄にわかには信じられない」という気持ちを質問の形で声に出した。問い掛かけた相手はパテルだ。

「事実だろうね」

　パテルは考える素そ振ぶりも無く即そく答とうした。彼かの女じよは何のショックも受けていないように見える。

　それが朱あか理りには、少し不思議に思えた。

「随ずい分ぶんあっさり信じるんですね？」

「エイプリルフールでもあるまいし、ニュースサイトでこんな冗じよう談だんは流さないさ。それにオブライエンのやつが作った新型なら、性能でヴァルナを上回っていても不思議では無い」

　なおも腑ふに落ちないという朱あか理りの顔を見て、パテルはこの少女が何を訝いぶかしんでいるのか悟さとった。

「言っておくけど、ヴァルナは私の設計ではないよ」

「えっ、そうなんですか!?」

　パテルの推測は的中していた。

　朱あか理りは何故なぜパテルが口惜くやしがらないのか、そこに疑問を覚えていたのだった。

　パテルはオブライエンに対たい抗こう心しんを懐いだいている。オブライエンの名前が出るたびにパテルが見せる微び妙みような態度の変化で、朱あか理りはそう推察していた。パテルとオブライエンの間に何があるのか、そこまではまだ分からない。だが個人的に浅からぬ因いん縁ねんがあることだけは確かだと朱あか理りは考えていた。

　だから、ヴァルナがオブライエンの設計したマクリールに撃げき破はされて不快にならないのかと疑問を覚えたのだが、種明かしは意外なものだった。ソフィアのエクサー専用機は全てパテルが設計した物だと朱あか理りは考えていたのだが、それは彼かの女じよの勝手な思い込こみだったようだ。

「開かい発はつ機き構こう所属のドウル設計士は私だけではないからね。ソフィアで私が設計したドウルは『ルドラ』『ミスティムーン』『ゲオルギウス』『アテーナー』の四機だ。蒼あお生い君がソフィアに入隊すれば、『インドラ』が五機目になる」

「そうなんですか。残りの六機は誰だれの設計なんです？」

「色々だよ。ヴァルナを設計したのはニコラス＝バッテンベルクだったな。やつは四番艦かんのムルガンも設計している。五番艦かんのホルスを設計したのはフセイン＝アブドゥラー、八番艦かんのスヴァローグはヨゼフ＝ヴィクトル……と名前を言われても、朱あか理りは知らないだろう？」

「そういえばそうですね」

　パテルが言うように、『バッテンベルク』の名前も『アブドゥラー』の名前も『ヴィクトル』の名前も朱あか理りは知らなかった。ドウル設計者の身元はドウルマスター以上に厳しく秘ひ匿とくされているから、当然と言えば当然である。

「まあ、研究もあるし……。私一人で全部の面めん倒どうを見ることもできないからね。分業になるのはやむを得ない」

「研究？　タイタニック・ドウルの研究じゃないんですか？」

「ドウルの研究には違ちがいないけど……仕事と研究は別だ。私が研究しているのは、部隊に配備できるような物じゃないんだよ」

「インドラやアイアンメイデンは仕事ということですね」

「ハハッ。インドラは半分仕事、半分研究かな」

　パテルが何となく「これ以上詳くわしいことは言いたくない」という態度だったので、朱あか理りはそれ以上突つっ込こんで訊たずねなかった。

　朱あか理りとパテルが話をしている間、蒼あお生いは情報端たん末まつの画面を睨にらんだままだった。記事はそんなに長いものではなく、とっくに読み終わっているはずだ。よく見れば眼球も動いていない。

「蒼あお生い君、何を考えているんだい？」

　話題を変える意図もあったのだろう。パテルがそう訊たずねる。

　名前を呼ばれて、蒼あお生いがハッと顔を上げた。

　どうやら蒼あお生いには、朱あか理りとパテルの話が聞こえていなかったようだ。

「どうせマクリールのことを考えていたんでしょ」

　何を訊きかれたのかすぐには理解できず蒼あお生いが戸と惑まどっている間に、朱あか理りが彼かれの心情を代弁する。茶々を入れる口調だったが、中身は図星をついていた。

「うっ……そうだよ。悪いか」

「あんたねぇ……。拘こだわるなとは言わないけど、行きすぎてると墓ぼ穴けつを掘ほるわよ」

　開き直った弟に、姉は呆あきれ顔でため息を吐ついた。

「今のあんたってまるで、悪女にたぶらかされた純情君みたいよ」

「何だよ、それっ！」

　蒼あお生いが顔を赤くして声を荒あらげたのは、朱あか理りの言い分が不服だったのか、自分でも心当たりがあったのか。

「悪女とか純情君とか、見たことあるのかよ!?」

　蒼あお生いとしては、精せい一いつ杯ぱいの反はん撃げきだったのかもしれない。彼かれと朱あか理りは一歳さい差さ。人生経験に、大した差は無いと考えてのものだったが……、

「あるわよ？」

　あっさり頷うなずかれて、蒼あお生いは二の句を継つげなくなった。

　意外そうな目を向ける弟に、朱あか理りは「あのねぇ」と言いながら頭かぶりを振ふった。

「傭よう兵へいなんかやってれば、割と頻ひん繁ぱんに目にするわ。あのオッサンども、あたしの歳としも性別もお構い無しに酒場とか連れて行くんだから」

　ローティーンの少女が大人の男に囲まれて酒場に連れ込こまれる。まともなモラルを持ち合わせていればとんでもないと顔を顰しかめたくなる話だ。事実、パテルは顔を顰しかめた。

「……酒場なんてあったの？」

　だが蒼あお生いはまずここが気になったらしい。物が潤じゆん沢たくなポリスとは違ちがい、蒼あお生いたちが転々としていたオートンは食料すらも不足することがざらだった。小お田だ原わらは比ひ較かく的てき物資が豊富なオートンだったが、それでも嗜し好こう品ひん専門の店を開ける状態ではなかった。少なくとも蒼あお生いが見た限りでは、酒場などというものは無かったはずだ。

「あったのよ。何故なぜか。不思議と、何処どこにでも」

　疑問を覚えていたのは朱あか理りも同じだったようで、彼かの女じよは「納なつ得とくできない」という何となく怒いかりが感じられる口調で弟の質問に答えた。

「そうなんだ……」

　蒼あお生いは「純情君」扱あつかいされたことに対する不満を忘れて、姉を労いたわるように相あい槌づちを打った。

　ちょうど良いいタイミングだと思ったのだろう。パテルが二人の会話に割り込こむ。

「蒼あお生い君がマクリールのことを意識するのは仕方がないと思うよ。でも今は忘れてくれ。目の前のテストに集中できなくなるかもしれない」

「そうですね……。分かりました」

　パテルに注意されて、もっともだと思ったのだろう。蒼あお生いはその言葉を素す直なおに受け容いれた。




　試験航海の準備といっても、蒼あお生いと朱あか理りには特にやることがない。二人は試験の対象になっているドウルの操縦者だが、出航までに必要な諸もろ々もろのことは他のクルーの仕事だ。姉弟きようだいはパテルの研究所になっている小しよう惑わく星せい基地「Ｌ１─ＮＥＯ７Ｂ」（Ｌ１宙ちゆう域いき第七地球近きん傍ぼう天体ベース）周囲の宙ちゆう域いきで出航まで訓練に励はげんでいた。

　準備が完かん了りようしたのは出航の当日、二月十二日のことだった。

　後は航海に出るばかり、という時になって、Ｌ１─ＮＥＯ７Ｂの宇宙ポートに来客があった。

「玲れい音ねも色々と大変なんでしょう？　わざわざお見送りなんてよかったのに」

「姉さん、せっかく来てくれたのに失礼じゃないか。……玲れい音ねさん、その、お忙いそがしい中ありがとうございます」

「いえ。今日が出航だとうかがっていましたし、どうせ近くにいましたから。大した手間ではありませんよ」

　近くにいたというのは方便ではない。玲れい音ねが乗るガルトマンは現在、Ｌ１宙ちゆう域いきでゲノムスを含ふくめた反はん連れん盟めい勢力、及および海かい賊ぞくの摘てき発はつに当たっている。彼かの女じよはその合間を縫ぬって、小型艇ていでこの小しよう惑わく星せい基地に駆かけつけたのだ。

　パイロットをコクピットに残し、朱あか理りたちと軽く挨あい拶さつを交かわした後、玲れい音ねはパテルの許もとに歩み寄る。

「やあ、レニー。見送りに来てくれたのかい？　朱あか理りも言っていたけど、わざわざ直接来てくれなくてもよかったのに」

　パテルは笑え顔がおで玲れい音ねを迎むかえた後、

「それとも、通信じゃ済まない話でもあったのかな？」

　目から笑えみを消してそう訊たずねた。

「いえ、そういうわけではありません。またしばらく会えなくなりますし、私が朱あか理りと蒼あお生い君を直接お見送りしたかっただけです。ただ……」

　玲れい音ねは控ひかえめな笑え顔がおでそう答えながら、ヘルメットを抱かかえている方とは反対側の手で宇宙服のポケットから薄うすいカード型ストレージを取り出した。

「こちらにお邪じや魔ましたいと艦かん長ちように申しましたところ、先生へのご伝言をお預かりしました」

「ふーん」

　パテルは玲れい音ねから受け取ったカードの角すみを親指と人差し指で挟はさんで、息を吹ふきかけクルクルと回した。

「ナグルはこちらに来ているようです」

　玲れい音ねが言う「こちらに」というのは「衛星軌き道どうに」という意味だ。

「ナグル以外にもゲノムスの航こう宙ちゆう機きがＬ３ベースの近くで探知されています。現在あちらの宙ちゆう域いきではセレスティファルコンが警けい戒かいに当たっていますが、先生もお気をつけください、とのことでした」

「察するところ、このカードに入っているのはＬ３で発見された航こう宙ちゆう機きのデータか」

「はい。……残念ながら、ナグルは探知できておりません」

　申し訳なさそうに俯うつむく玲れい音ねの肩かたに手を置いてパテルが慰なぐさめる。

「仕方が無いさ。あの船はこれまでもずっと我々の目をかいくぐってきたんだ。全く、どんないかさまを使っているのやら」

「いかさま、ですか？」

　パテルはマユリほどではないにしても女性にしては背が高く、玲れい音ねは平均的な身長だ。瞬まばたきをしながら自分の顔を見上げる玲れい音ねに、パテルは彼かの女じよの肩かたから手を離はなして肩かたを竦すくめてみせた。

「ナグルのステルス性は現行の技術水準では説明がつかない。オブライエンのやつも、我々より十年も二十年も進んだ技術を持っているわけじゃないし、あいつは魔ま法ほう使つかいでもない」

　パテルは「出来の悪い冗じよう談だんだ」という顔で苦笑いをこぼした。

「だったら何か、からくりがあるはずだ。ナグルはいかさまを使って偵てい察さつ衛星の監かん視し網もうから逃のがれている。一体どんな手を使っているのか、それさえ分かればな……」

　パテルを見上げていた玲れい音ねの瞳ひとみが躊躇ためらいに揺ゆれる。だが躊ちゆう躇ちよしていたのは、ほんの短い時間だった。

「あの、先生」

「何かな？」

「私、この前から気になっていることがあるのですが」

「気になっていること？」

　同じフレーズを繰くり返すことで、パテルが玲れい音ねに質問を促うながす。

「ヴァルナが撃げき沈ちんされる数日前、無人機が飛行中のナグルを発見したと聞きました」

「ああ、そのとおりだよ。その時の記録を基もとに、ティアマトはナグル捜そう索さくに当たっていた」

　玲れい音ねはわずかに考える素そ振ぶりを見せて、言葉を続けた。

「ティモール海でも、太平洋へ飛び去るナグルを海上母ぼ艦かんのレーダーは捉とらえていたそうです」

「んっ？　ああ」

　パテルは一いつ拍ぱく遅おくれで玲れい音ねが何を疑問に思っているのか理解した。

「ナグルのステルス機能は、至近距きよ離りでは役に立たないらしい。まああのサイズとあの形状だ。レーダー波の反射角をコントロールする類たぐいの古典的なステルス性は望めるはずもないし、電磁波の攪かく乱らんも距きよ離りと出力次し第だいで幾いくらでも無効化できるからね」

「つまり」

　玲れい音ねは続きを口にする前に、一呼吸置いた。

「ナグルがステルス性能を発揮するのは、偵てい察さつ衛星に対してだけなのですか？」

「言いたいことは分かる」

　玲れい音ねが口にしたことは、パテルの予想範はん囲い内ないだった。

「だけどね、レニー。偵てい察さつ衛星に対してだけ有効な対探知システムというのは、あり得ないんだよ。偵てい察さつ衛星が使っている探知機器も無人哨しよう戒かい機きが使っている探知機器も、同じ原理の物なんだから」

　横で二人の話を聞いていた朱あか理りが、ここで口を挿はさんだ。

「じゃあ、偵てい察さつ衛星に対して電子攻こう撃げきを仕し掛かけているとか？」

　朱あか理りの思い付きも、パテルの想定内だ。

「同じことを考えたレーダー技術者がいたけどね。結論は否ノーだった。攻こう撃げきを受けていることを悟さとらせない電子攻こう撃げき装置なんて、それこそオーバーテクノロジーだよ」

　朱あか理りが腕うでを組んで「むむむ」と唸うなる。

「偵てい察さつ衛星のデータが改かい竄ざんされているということはありませんか？」

　玲れい音ねの新たなアイデアにも、パテルは首を横に振ふった。

「それも検討されたことがある。でも、レニーも知っているだろう？　偵てい察さつ衛星のシステムはロボット船の巡じゆん回かいにより有線で定期的に点検を受けている」

　パテルの反論に、玲れい音ねはそれ以上異論を唱えなかった。

　無線なら点検データ自体が改かい竄ざんされるおそれもあるが、点検結果を持ち帰るロボット船ではその可能性も低い。

　パテルも玲れい音ねも、常識的にそう考えた。




　玲れい音ねに見送られて、蒼あお生い、朱あか理り、パテルとそのスタッフを乗せた航こう宙ちゆう機き「アブハラム」は出航した。目的地は地球のメキシコ湾わんだ。

『ではお気をつけて。何かあれば私たちもすぐに駆かけつけますから』

　その言葉を最後に、小型連れん絡らく艇ていに乗った玲れい音ねとの通信が切れた。アブハラム出航後、小しよう惑わく星せい基地Ｌ１─ＮＥＯ７Ｂはロックされる段取りだったので、見送りは航こう宙ちゆう機きからだ。

　小さくなっていく連れん絡らく艇ていを映していた船外モニターを消して、朱あか理りは蒼あお生いへと振ふり返った。今この部屋にいるのは姉弟きようだい二人だけだ。

「蒼あお生い、あんたまだマクリールのこと考えてるの？」

「いや、俺おれは」

　見み透すかされているとは思っていなかった為ためか、蒼あお生いは適当な言い訳すら捻ひねり出せなかった。

「別に誤ご魔ま化かさなくてもいいけどね」

　蒼あお生いは観念したように「うん……」と頷うなずいた。

　だがすぐに、朱あか理りの決め付けに対して思い直したように首を横に振ふる。

「マクリールも確かに気になるけど、ナグルのことを考えていたんだ」

「ナグルのこと？　さっきの話？」

　朱あか理りの方にも弟をやり込こめていじめる意図は無かったようで、蒼あお生いが何を言おうとしているのか聞く姿勢になった。

「そう、さっきの話。思ったんだけど、ロボット船が巡じゆん回かいしているからといって、偵てい察さつ衛星がハッキングされていない根こん拠きよにはならないと思うんだ」

「何で？」

「だって、所しよ詮せん機械同士じゃないか」

「機械同士だから何なのよ」

　朱あか理りは素人しろうと考えと馬ば鹿かにするのではなく、純じゆん粋すいな疑問の表情を浮うかべている。

　一方の蒼あお生いは、上手うまく説明できないことをもどかしく感じている様子だった。

「偵てい察さつ衛星も遠えん隔かく操作のロボットみたいな物だろう？　衛星にだって自己診しん断だん機能はあるだろうし……。自分が狂くるわされていることに衛星が気づかないとしたら、メンテのロボットが衛星の異常を見み逃のがしても不思議じゃないと思うんだ」

「そこを見み逃のがさないように作られているからメンテ用なんだと思うけど。人間だって医学に詳くわしい人と詳くわしくない人がいるでしょ。自分じゃ病気だって気がつかなくても、医者が検査したら酷ひどい病気だったって分かったりするじゃない」

「医者が病気を見み逃のがすことだってある。本人に自覚症しよう状じようがない場合は医者だって余分な検査はしないじゃないか」

「どうかなぁ。この前、三ヶ月検けん診しんってやったでしょ？　あの時は自覚症しよう状じように関係無く、随ずい分ぶん細かく検査されたと思うけど。訓練校に入る前はああいう検査ってやったこと無かったけど、連れん盟めいの軍人になったら定期検けん診しんは義務付けだって言われたじゃない」

「でも、あの検査じゃ玲れい音ねさんの発ほつ作さを予測できなかったじゃないか」

　蒼あお生いが言っているのは、龍一を失った訓練航海の途と中ちゆうで玲れい音ねが体調を崩くずした一件だ。

「予期できなかったわけじゃなかったみたいだけど……」

　朱あか理りは玲れい音ねが抱かかえるトラウマについて、マユリから聞いている。

　だがそれは、蒼あお生いも同様だった。

「玲れい音ねさんの過去を知っている人たちには予想できたかもしれないよ。でも、訓練校の医者には分からなかった。メンテロボットが同じようなミスをしでかさない保証はないと思うんだ」

「それは……そうでしょうね」

　ここに至り、朱あか理りは蒼あお生いの主張に一理あることを認めた。

　しかし、釘くぎを刺さすことも忘れなかった。

「だからといって、偵てい察さつ衛星がハッキングされている根こん拠きよにはならないけどね。あたしたちは素人しろうとなんだから」

「それは……そうなんだけどさ」

　姉と全く同じ言い回しで、蒼あお生いが自分の弱みを認める。

　口惜くやしげな表情で口を閉ざした弟の方へ、朱あか理りは心持ち顔を寄せた。

「それで？」

「えっ？」

「そこまで言うんだから、何か考えがあるんでしょ？」

　朱あか理りには、蒼あお生いをやり込こめて終わりにするつもりは無かった。彼かの女じよは弟がどんなアイデアを思いついたのか、興きよう味み津しん々しんだった。

「あ、ああ……。航こう宙ちゆう機きで航こう宙ちゆう機きを探知するのは意外に難しいってこの前習ったじゃないか」

　朱あか理りもその講義の内容は覚えていた。

「航こう宙ちゆう機きの各種探知システムは衝しよう突とつ回かい避ひを最優先に設定されているから、相対的に接近してくる物を優先的に捕ほ捉そくするようになっている……だったよね。ソフト的な設定だけじゃなくてハード的にもそういう仕様になっているから、幾いくらオペレーターがシステムを弄いじっても、軌き道どうが交差するのでない限り探知するのは難しい。そのあたりの事情は空くう宙ちゆう母ぼ艦かんも変わらないらしいわね」

「だから連れん盟めい軍ぐんやポリス軍の航こう宙ちゆう機きの索さく敵てきは偵てい察さつ衛星とのデータリンクに依い存そんしている。でもドウルとドウルキャリアーは違ちがう」

「そりゃそうでしょ。戦せん闘とう用よう航こう宙ちゆう機きの役目は基本的にドウルを戦せん闘とう宙ちゆう域いき近くまで運ぶこと。戦せん闘とう宙ちゆう域いきに突とつ入にゆうするのはドウルとドウルキャリアーの役目。ドウルは敵と戦う為ためのマシンなんだから、接近してくる物体だけしか見つけられないんじゃ話にならない」

「航こう宙ちゆう機きも接近してくる物体だけってことはないだろうけど……」

　朱あか理りの極きよく端たんな言い方に、蒼あお生いが苦く笑しようを漏もらす。だがそのまま会話を脱だつ線せんさせるようなことはしなかった。

「つまり、偵てい察さつ衛星に細工されていても、ドウルには捉つかまえられるんじゃないかな」

「あんた、そんなことを考えていたの……」

　朱あか理りがなるほど、というニュアンスを伴ともなった驚おどろきの表情を浮うかべた。

「……でもドウルの探知システムは出力の関係でそんなに遠くまで届かないわよ。ドウルはあくまで近接戦せん闘とう兵器で、衛星軌き道どうミサイルみたいな長射程の武器は扱あつかわないんだから」

「普ふ通つうのドウルならね。でもインドラは違ちがう。インドラの探知機器群には、大型航こう宙ちゆう機き並みの出力がある。しかも航こう宙ちゆう機きと違ちがって、全方位を等しく監かん視しする設定になっている」

「……蒼あお生い。あんたは、ナグルが探知されないのはあくまでも偵てい察さつ衛星に異常があると思っているのね？」

「だってそれ以外に考えられないじゃないか」

　朱あか理りの探さぐるような視線から目を逸そらしながらも、蒼あお生いは即そく答とうした。

「玲れい音ねがそう言っていたから？」

　しかし姉のこの指し摘てきに、蒼あお生いはいきなり言葉に詰つまってしまう。

　朱あか理りは微笑ほほえましげに、呆あきれ顔を浮うかべた。

「そういう一いち途ずなとこ、本人に見せれば良いいのに」

「う、うるさいな」

　完全に顔を背そむけた弟を見て、朱あか理りはニンマリと笑った。

「いててっ！　何すんだよ！」

　朱あか理りが弟の耳を摑つかんで、逸そらしていた顔を自分の方へ向けさせる。

　蒼あお生いは姉の手をすぐに振ふり払はらおうとしたが、朱あか理りは彼かれの耳を摑つかんでいた手を離はなして素す早ばやく避よけた。

「良いいんじゃない？」

　口惜くやしげな表情を浮うかべた蒼あお生いに、朱あか理りは人の悪い笑え顔がおを消してそう告げた。

　思い掛がけない姉の真面目な態度に、蒼あお生いが再び絶句する。しかし今度は口を固く閉とざすのではなく、ポカンと半開きにしているところがさっきとは違ちがっていた。

「あんたの言ってること、理り屈くつは通っていると思う。試ためしてみたいって先生に話してみれば？　不都合があるようなら先生が却きやつ下かするだろうし、上手うまく行けば大だい殊しゆ勲くんよ」

「えっ？　俺おれが……言うの？」

「当たり前でしょ。あんたのアイデアで、あんたが実行するんだから」

　急な展開についていけず蒼あお生いはその場に立ちすくんでしまう。

　朱あか理りは動こうとしない弟の手を取り、「さあ、行くわよ」というセリフと共に蒼あお生いを引っ張って──引きずって、でないのは無重力状態だからだ──歩き出した。
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「ターゲットは予定どおりＬ１宙ちゆう域いきの小しよう惑わく星せい基地を出航しました」

　楕だ円えんの極きよく軌き道どうを通ってＬ３直下の宙ちゆう域いきを目指すナグルのブリッジで、通信士を兼かねる総合オペレーター（航行支し援えん機器管制、探知機器管制、対探知機器管制、攻こう撃げき的てき通信機器管制、防ぼう御ぎよ的てき通信機器管制の五役兼けん務むオペレーター）のシアがＬ１宙ちゆう域いきのアイランドに潜ひそむ工作員から受け取ったばかりの通信内容をロペスに伝えた。

「ターゲットが作戦予定宙ちゆう域いきを通過する時間に変へん更こうは無いか」

「ありません」

　ロペスの質問に、シアが簡潔な答えを返す。

「本ほん艦かんの航行状じよう況きようは？」

「わずかに遅おくれていますが、作戦遂すい行こうに支障ありません」

　この回答は、作戦情報アナリストのものだ。

　ナグルの艦かん橋きよう要員は艦かん長ちよう、操そう舵だ手しゆ、機関士、総合オペレーター、作戦情報アナリストの五人。

　作戦情報アナリストのセリフに、操そう舵だ手しゆは異議を唱えなかった。

「よろしい」

　ロペスは部下の答えと反応に、小さく頷うなずいた。

「では予定どおり、交代で休きゆう憩けいに入るように」

　ロペスが艦かん長ちよう席せきから立ち上がる。部下が休み易やすいよう、率そつ先せんして席を離はなれるということだ。

「全ぜん艦かん、警けい戒かい態勢解除。総員は作戦スケジュールに従い待機してください。繰くり返します……」

　シアのアナウンスを背に、ロペスがブリッジを後にした。
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　朱あか理りたちを乗せた輸送工作艦かん「アブハラム」の見送りからガルトマンに戻もどった玲れい音ねは、すぐにドウルマスターの控ひかえ室しつへ移動するよう命じられた。

　慌あわただしくはあったが、ガルトマンは任務を授さずけられて出動している最中で、玲れい音ねはその一員だ。戸と惑まどってグズグズするようなことはなく、小型艇ていの外がい殻かくを蹴けって格納庫の隣となりに設けられた小部屋に飛んでいく。

　途と中ちゆう、ぶつかりそうになったクルーや資材を何の足場も無い空中で躱かわしながら進み、玲れい音ねは最短時間で控ひかえ室しつに到とう着ちやくした。そこでは既すでに、同どう僚りようのドウルマスター三人がシートに身体からだを固定していた。

　玲れい音ねはすぐに状じよう況きようを察した。ガルトマンは大きな、かつ継けい続ぞく的てきな加速に入ろうとしている。空くう宙ちゆう母ぼ艦かんにはドウルの操縦ユニット内のように（ほぼ）完全な慣性制せい御ぎよの機能は無い。その為ためクルーは大加速時、壁かべや機材に叩たたきつけられないよう身体からだを固定しておく必要がある。

　声を掛かけてくる年上のドウルマスターに頷うなずきながら、玲れい音ねは空いているシートに腰こしを下ろして安全グリッドで身体からだを固定した。そしてシートと宇宙服の接せつ触しよく通信で自分の準備が整ったことをガルトマンの電子頭脳に知らせる。

　シートに着いたのは彼かの女じよが一番最後、ではなかったようだ。移動の命令がガルトマンに届いたのは、彼かの女じよが戻もどる直前だったのだろう。シート上で数十秒待って、玲れい音ねは機体の振しん動どうでメインスラスターの点火を察知した。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、シートのアームレストに注意サインが点ともる。

　背中がグッと背もたれに押おし付けられた。だが、息が詰つまるほどではない。

　それ程ほど緊きん急きゆうの任務変へん更こうというわけでもないようだ。玲れい音ねはそう思った。




　加速が終しゆう了りようし着席サインが消えたところで、玲れい音ねは艦かん長ちようのユースフ＝アモンに呼び出された。

　手を振ふる同どう僚りようのドウルマスターに小さく会え釈しやくして、玲れい音ねはブリッジへ向かう。途と中ちゆう、同じように手を振ふったり敬礼したり声を掛かけたりしてくるクルーへ、その都度律りち儀ぎに敬礼を返して彼かの女じよはようやくブリッジへたどり着いた。

「ウォード少しよう尉い、参りました」

「ご苦労、少しよう尉い」

　アモンは他人から冷れい酷こくと誤解される鋭するどい眼まな差ざしで玲れい音ねに答礼する。その声も彼かれの容姿に相応ふさわしい鋼はがねのように硬かたく冷たいものだったが、玲れい音ねに対する時に限り、それが威い厳げんを保とうと取り繕つくろっているが故ゆえのものだとガルトマンのブリッジ要員は知っていた。

　だからといって失しつ笑しようを漏もらすような命知らずは、アモンの部下にはいないのだが。

　玲れい音ねも慣れているのか、表面上堅かた苦くるしい雰ふん囲い気きにも萎い縮しゆくした様子は無い。

「我々は現在、Ｌ５宙ちゆう域いきへ向かっている」

　アモンは「ご苦労」以外の前置きを口にせず、いきなり本題に入った。

「主な目的は月とＬ５宙ちゆう域いきの間に出しゆつ没ぼつしている海かい賊ぞくの討とう伐ばつだが、Ｌ５からすぐに折り返すことはせず、しばらくそこに留とどまる」

　玲れい音ねはその理由を訊たずねなかった。

　自分から質問しなくても、すぐに説明してもらえると分かっていたからだ。

　その予測は外れなかった。

「ナグルがパテル技術少しよう佐さを狙ねらうかもしれないということは既すでに話したとおりだが、その可能性が高まった」

　玲れい音ねの背中が、緊きん張ちようで今まで以上にピンと伸のびる。

「技術少しよう佐さの『アブハラム』はＬ３ベースの直下で大たい気き圏けんに突とつ入にゆうする予定になっているが、昨日よりＬ３宙ちゆう域いきにおいてキャッチされるドウルキャリアーらしき反応が頻ひん度どを増している」

「当然、開かい発はつ機き構こう軍ぐんの物でもオービタル・ガードの物でもないのですね？」

　オービタル・ガードは衛星軌き道どうの治安維い持じ活動を連れん盟めい軍ぐんと共同で行うポリス連合軍の宇宙部隊だ。連れん盟めい軍ぐんでもポリス軍でもなければ、海かい賊ぞくか、ゲノムスということになる。

「そうだ。味方の識別信号を発していなかった」

「ホルスは出動しなかったのですか？　あの機体の機動性ならば大たい抵ていのドウルもドウルキャリアーも逃にがさないはずですが」

　現在Ｌ３宙ちゆう域いきに出動している五番艦かん「セレスティファルコン」のエクサー専用機「ホルス」は大たい気き圏けん外がいでの活動に最適化した機体だ。サイクロニクス機関の性能を最大限引き出す為ために人型を取っているのは他のタイタニック・ドウルと同じだが、地上での作戦能力を犠ぎ牲せいにする代わりに宇宙での機動性が大おお幅はばに強化されている。

　またホルスの固有兵装は赤外線レーザー兵器だ。ＥｘＡエクサ（指数百を超こえるＳＩＭＡシーマ）で威い力りよくを高めた熱ねつ線せん砲ほうは光線散乱粒子ＤＲＰを使ったドウルの光学兵器防ぼう御ぎよを突とつ破ぱし、装そう甲こうを貫つらぬくことができる。ホルスが宇宙空間で敵のドウルを捕とり逃にがすとは考え難にくい。

「セレスティファルコンはＬ３ベースの防衛に当たっている」

　アモンの答えを聞いて、玲れい音ねは不思議そうな表情を浮うかべた。

「Ｌ３ベースに直接的な脅きよう威いが迫せまっているのでしょうか？」

　Ｌ３ベースは連れん盟めいの軍事拠きよ点てんだ。ここを狙ねらうということは、連れん盟めいに対して正面対決を挑いどむに等しい。

　玲れい音ねに皮肉の意図は一いつ切さい無かったが、アモンはその問い掛かけに苦々しく唇くちびるを歪ゆがめた。

「そのような報告は受けていない」

　ただ、答える声は冷静そのもので、如何いかなる感情の揺ゆらぎもうかがわれなかった。表情の変化は反射的なものだったのだろう。

「どのような事情があるにせよ、セレスティファルコンは自由に動けない状態にあるようだ」

　玲れい音ねはアモンが垣かい間ま見みせたＬ３ベースとセレスティファルコンに対する不満に気づいていたが、それを穿ほじくり返すことはしなかった。

「……どうしたのかね、少しよう尉い」

「いえ……いささか妙みようだと思いまして」

　玲れい音ねはアモンの表情より、彼かれから聞かされた話に気を取られていた。

「確かに妙みような話だ。Ｌ１ベースと共に宇宙航路安全確保の要かなめとなるべきＬ３ベースが我わが身可愛かわいさで任務を放ほう棄きするとは」

「そのようなことがあり得るのでしょうか？」

　思い掛がけない反問に、アモンが訝いぶかしげな表情を浮うかべる。

「何が気になっているのだ？」

　玲れい音ねはドウルマスターとしての戦せん闘とう力りよくこそ桁けた違ちがいだが、軍におけるキャリアは訓練期間も含ふくめて五年間でしかない。軍人としての経験はアモンに遥はるか及およばない。だがアモンは玲れい音ねの直感を軽視しなかった。

　往々にして、経験は先入観に変質してしまう。

　アモンはそのことを自じ戒かいとして忘れないようにしていた。

「Ｌ３ベースが過か剰じような自己防衛欲求に囚とらわれてセレスティファルコンの行動の自由を縛しばっているのだとして……一体何を警けい戒かいしているのでしょう？」

「何を、か……」

「艦かん長ちようが仰おつしやるように、Ｌ３ベースは衛星軌き道どう航路に対する深刻な脅きよう威いに対処する為ための基地です。その性質上、十分な戦力を保持しています。ドウルの保有機数は開かい発はつ機き構こう軍ぐんが運用している、空くう宙ちゆう母ぼ艦かんを含ふくむ航こう宙ちゆう機きの全ぜん搭とう載さい機き数すうに匹ひつ敵てきしているとうかがっています」

「それは言い過ぎだな。Ｌ３ベースが出動可能な状態で保有しているドウルは十八小隊・七十二機だ。開かい発はつ機き構こう軍ぐんが衛星軌き道どう上じように展開している航こう宙ちゆう機き搭とう載さいドウル総数の半分を少し上回る程度にしかならない。とはいえ、それでも宇宙空間における戦力としては破格と言える。質はともかく量は、Ｌ１ベース以外に比ひ肩けんするものがない」

　玲れい音ねに教師的な答えを返すことでアモンも玲れい音ねと同じ違い和わ感かんを懐いだいたのだろう。彼かれは「なるほど」と呟つぶやいた。

「Ｌ３ベースが警けい戒かいしすぎていることそのものがおかしい、と少しよう尉いは指し摘てきするのだな？」

「私には合理的な解かい釈しやくができません」

「もっともだ」

　アモンは両手の指を組み、瞼まぶたを閉じて、椅い子すに背中を預けた。

　彼かれが考え込こんでいたのは、五秒に満たない短い時間だった。

「Ｌ３ベースの状じよう況きようについて、少し調べてみよう」

　アモンは艦かん長ちよう席せきから立ち上がって、玲れい音ねの前に移動した。

「ウォード少しよう尉い。どうやら君に授さずける任務がより重要なものとなったようだ」

　玲れい音ねが改めて表情を硬かたくし、背筋を伸のばす。

　アモンは「そう硬かたくならなくても良いい」と前置きして、玲れい音ねに本題を伝えた。

「パテル技術少しよう佐さのアブハラムがＬ３宙ちゆう域いき付近で実際に襲しゆう撃げきを受けた場合、貴官にもＬ５宙ちゆう域いきから出しゆつ撃げきしてもらうことになる」

　玲れい音ねが一いつ瞬しゆん、目を見開く。

「分かりました」

　そして緊きん張ちようした声で答えた。

「そのような事態が生じた場合の対処は当然のこととして、Ｌ３ベースの部隊が主力になって行う。少しよう尉いはいざという時の為ための切り札だ」

「全力を尽つくします」

　アモンは「襲しゆう撃げきを受けた場合」と言っているが、玲れい音ねもアモン自身もミスティムーンによる出動をほぼ確実な予定と認にん識しきしていた。
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　パテル技術少しよう佐さ率いる輸送工作艦かんアブハラムの航海は順調に進み、静止軌き道どうの内側まで降りてきていた。現在の高度は三万キロメートル。静止衛星軌き道どうを超こえて内側に入ったところだ。これから約二時間を掛かけて高度二百キロまで降下し、そこで一いつ旦たん降下ペースを落として地球を一周しメキシコ湾わんに着水する予定になっている。

　今日は二月十四日。一部のポリスには今でも「バレンタインデー」という優雅な年中行事が生き残っている。だがオートン育ちの蒼あお生いたちには縁えんの無い風習だ。蒼あお生いと朱あか理りの二人は今日も朝から──時計は降下予定のメキシコ湾わん北岸地域に合わせてある──大たい気き圏けん突とつ入にゆうポイントへ向かって航行を続けるアブハラムの隣となりで様々なテストを行っていた。

「朱あか理り、蒼あお生い君、そろそろ機内に戻もどりたまえ」

　パテルが二人に休きゆう憩けいを呼び掛かける。

『分かりました』

　パテルの指示に、朱あか理りはすぐ了りよう解かいの返事を伝え機体上部の発はつ・着ちやつ艦かんハッチへ向かう。

　しかし蒼あお生いは違ちがった。

　蒼あお生いはインドラをアブハラムの「上」に移動させるところまでは同じだったが、速度を同調させそのまま一定の距きよ離りを保つ。

『インドラは周囲の警けい戒かいに当たります』

「君も強ごう情じようだね……」

　パテルはインドラの映像を見ながらため息を吐ついた。

　インドラの索さく敵てきシステムを使ってナグルの所在を探さぐってみたいという蒼あお生いの要望を、パテルは認めなかった。

　時間が無かったからである。

　既すでに実戦を経験しているとはいえ、インドラもアイアンメイデンもその位置づけは実験機だ。長ちよう距きよ離りを移動しながらの運用は今回が初めてとあって、テストすべき項こう目もくはいくらでもあった。そのスケジュールがびっしり詰つまっていて、機体性能に直接関係の無い項こう目もくを挿はさむ余地は無かったのである。

　しかし蒼あお生いは、自分の思い付きを諦あきらめきれずにいた。

　その理由は、朱あか理りに指し摘てきされたとおりだった。といっても、玲れい音ねが考えついたアイデアだったから、ではない。ナグルがマクリールの母ぼ艦かんだからだ。

　ナグルが宇宙に来ているのなら、当然マクリールもその中にいる。蒼あお生いはそれを欠片かけらも疑っていなかった。

　ナグルを捕ほ捉そくすることは、マクリールの居場所を突つき止めることにつながる。蒼あお生いはマクリールを捉つかまえる為ためなら、どんなに些さ細さいな可能性でも試ためさずにいられなかったのである。

　蒼あお生いがこれを言い出すのは初めてではない。休きゆう憩けい時間のたびに申し出ているのだが、パテルはこれまで、許可を出さなかった。ドウルマスターにも休きゆう憩けいが必要だし、機体への補給時間も確保しなければならなかったからだ。

　しかし今回、パテルは苦笑いと共に頷うなずいた。

「まあいいさ。大たい気き圏けん突とつ入にゆう前まえのテストはもう残っていないからね。蒼あお生い君の自由にやってみなさい。ただし二時間以内に戻もどってきたまえよ。それ以上は地球降下に差し支つかえる」

　大たい気き圏けん突とつ入にゆう準備に掛かかるこの時間は、実験の予定が入っていない。中・低高度でのドウル運用には高高度軌き道どうには無いリスクが伴ともなう為ため、今回の航海ではテストを入れていなかったが、本人がどうしてもやりたいというならパテルにとっても都合が良かった。

『ありがとうございます！』

　パテルの許可を得て、蒼あお生いは張り切った。

「遠えん距きよ離りレーダー、索さく敵てき範はん囲い最大」

　蒼あお生いは音声コマンドで探知機器の出力をマックスまで上げた。強いレーダー波を放つということは、自分がここにいると大声で叫さけんでいるようなものだ。良からぬ輩やからを招き寄せる結果にもなりかねない。だが蒼あお生いは、敵の襲しゆう撃げきを全く懸け念ねんしていなかった。

　一つにはアブハラムが航路を公開して飛んでいる、という事情もあるだろう。ほとんどの民間船と同じように、アブハラムの地球降下ルートは公共のデータベースに登録されている。これはニアミスを避さける為ための措そ置ちだ。

　航こう宙ちゆう手段は現在、太たい陽よう系けい連れん盟めいの独どく占せん下かにある。だがそれは、全ての航こう宙ちゆう機きを連れん盟めいが直営しているという意味ではない。輸送業務は選ばれたポリスの民間業者が請うけ負っている。連れん盟めいがポリスに委い託たくし、ポリス政府が民間に委い託たくする形だ。

　宇宙は何処どこを飛んでも良いいように見えて、実は意外に航路が限定されている。宇宙にある有人施し設せつの数と地球にある宇宙港の数が限られているから、それに合わせた効率的な航路の本数も有限なのだ。

　スペースデブリの問題もある。過去半世紀にわたり連れん盟めいはデブリの除去に注力してきた。そのお蔭かげで宇宙航行の安全性は随ずい分ぶん向上している。とはいえ、比ひ較かく的てき安全な宙ちゆう域いきと比ひ較かく的てき危険な宙ちゆう域いきはまだ残っている。このことも、衛星軌き道どう航路を限られたものとする原因になっている。

　複数の航こう宙ちゆう機きが限定された航路を進む以上、稀まれではあるが航こう宙ちゆう機き同士のニアミスが発生していた。航こう宙ちゆう機きの航行支し援えん頭脳は衝しよう突とつ回かい避ひを乗員の生存確保に次ぐ優先順位でプログラムされているから、実際に衝しよう突とつ事故が起こったケースは無い。

　だが衝しよう突とつを回かい避ひする為ためのコース変へん更こうは貴重な推すい進しん剤ざいの浪ろう費ひにつながる。宇宙では基本的に推すい進しん剤ざいが無ければ停止も転進もできないのだから──基本的に、というのは慣性制せい御ぎよシステムを使えば推すい進しん剤ざいを消費することなく運動状態をある程度変えることができるからだ──、ニアミスを最初から避さけられればそれに越こしたことはない。その為ための航路公開であり、連れん盟めいの許可が無い限り航こう宙ちゆう機きは届け出た航路を遵じゆん守しゆすることが義務づけられている。

　軍用機については、守られていると言えない規則だが。

　アブハラムはここまで提出した航路のとおり飛んでいるので、誰だれでもその気になれば現在位置を特定することができる。敵に発見されることを心配しても今いま更さらだ。

「指向性レーダー照射」

　遠えん距きよ離りレーダーに映った正体不明の影かげに、蒼あお生いは指向性レーダー波を向けた。

　正体不明というのは文字どおりの意味で、敵と決まったわけではない。この時点ではまだ定められた索さく敵てき手順の一いつ環かんとして、蒼あお生いは指向性レーダーを起動しているに過ぎなかった。

　大出力の遠えん距きよ離りレーダーといえども、合法的な航行を妨ぼう害がいする出力のものを放つことはできない。そして制限された出力のレーダー波では、対探知措そ置ちが施ほどこされた機体を暴あばき出すことは不可能だ。

　ただレーダーと背景観測索さく敵てき（星々が発する各種電磁波と宇宙背景放射のあるべき値あたいと、観測された値あたいを比ひ較かく対照して飛行物を見つけ出すパッシブ探知）の組み合わせから完全に身を隠かくすステルス技術も確立されていない。その場合、ステルス機は正体不明の飛行物として捕ほ捉そくされる。

　連れん盟めい軍ぐん機き、ポリス宇宙軍機の場合は識別信号で味方と分かる。その反応も無い正体不明飛行物体に対しては、敵か、そうでないかを判定する為ため、出力制限を超こえた指向性レーダー波を照射することが許されていた。

　アクティブＥＣＭに匹ひつ敵てきする出力のレーダー波がインドラの左ひだり腕うでから放たれる。遠えん距きよ離りレーダーが捕ほ捉そくし正体が判明していない飛行物体へ、前ぜん腕わん部ぶに組み込こまれた指向性アンテナが順番に向けられていく。

「──これは!?」

　十三個目の正体不明飛行物体から返ってきた反応は、蒼あお生いの期待どおりで、予想外のものだった。

「パテル先生！」

『どうした、蒼あお生い君!?』

　緊きん迫ぱくした蒼あお生いの叫さけび声ごえに、パテルが鋭するどく問い返す。

「左さ舷げん方向から接近する機き影えいを探知！　高確率で空くう宙ちゆう母ぼ艦かんと推定！」

　蒼あお生いの答えに、パテルが息を吞のんだ。

　連れん盟めい軍ぐんにもポリス宇宙軍にも所属していない空くう宙ちゆう母ぼ艦かん。

　ナグル以外にはあり得ない。

　まさか本当に探知できるとは思っていなかったパテルも、本心では成功する見み込こみはゼロに等しいと考えていた蒼あお生いも、驚おどろきに言葉を失った。
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「何事だ」

　突とつ如じよ、ナグルのブリッジに鳴り響ひびいた警報の音。ただそれに「耳をつんざく」というほどのけたたましさはなく、ブリッジの全員にただ聞こえるという程度のもの。然さして慌あわてることなく、警報が鳴ったコンソールの前に座すわるシアに理由を訊たずねたロペスの反応は、おかしなものではなかった。

「指向性レーダーと思われる強い電波の照射を受けました」

　だが、その回答を聞いて動どう揺ようを見せなかったのは、非ひ凡ぼんな胆たん力りよくと言えよう。

「見つかったか？」

「レーダー波の出力から判断して、発見されたものと思われます」

　ロペスが落ち着きを保っていたから、シアも慌あわてずに済んだのだろう。

　実はロペスも見た目程ほどには平静を保ってはいなかった。強い指向性レーダーの照射を受ければ探知されてしまう。原理の上では分かっていたことだ。だが偵てい察さつ衛星の観測結果を信用せずに、航宙機の航行を妨害する出力のレーダー波を、連れん盟めい軍ぐんが実際に使用するというのは彼かれにとっても予想外の出来事だった。

　しかし可能性としてあり得る以上、ロペスはそれが現実のものとなった場合の心構えをあらかじめ用意していた。

「予定を繰くり上げる。グリフィン隊各機、発進せよ。周辺宙ちゆう域いきに展開している機体にも作戦開始を伝達」

「了りよう解かいしました」

　外に潜ひそんでいるグリフィン・ブラックにシアが命令を伝える。ドウル格納庫には艦かん内ない無線を通じてロペスの指令が直接届いていた。
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　一方、ナグル接近を聞いたパテルはかなり慌あわてていた。

　護ご衛えい艦かんは一隻せきしか同行していない。蒼あお生いたちが月への訓練航海に使ったヴィマーナ〇四の姉妹しまい艦かんだ。

　ドウル搭とう載さい機数はナグルと同じ四機。

　ドウルキャリアーを使ったロングレンジの奇き襲しゆうを多用するゲノムスの戦術を考えれば、インドラとアイアンメイデンを数に入れても数的不利が予想される。

「降下中止！　高度を二万キロで維い持じ！　ヴィマーナ〇二にゲノムス襲しゆう来らいを伝えたまえ！　Ｌ３ベースに救きゆう援えん要よう請せい、急ぐんだ！」

『先生、あたしも出しゆつ撃げきします！』

　格納庫から通信が入る。パテルには動どう揺ようを隠かくそうとする余よ裕ゆうも無かった。

「朱あか理り、頼たのむ！　蒼あお生い君と援えん軍ぐんが来るまで持ちこたえてくれ！」

『分かりました！　アイアンメイデン、発進します！』

　着ちやつ艦かんしたばかりで機の固定も完かん了りようしていなかったアイアンメイデンがハッチから出て行く。

　赤しやく銅どう色いろの機体がメタリックゴールドの巨きよ人じん機きに合流した。
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　アブハラムがＬ３ベースに送った援えん軍ぐんの要よう請せいは、軌き道どう上じように隙すき間ま無く配置された中ちゆう継けい衛星ネットワークによりガルトマンにも届いた。

「レニー、何時いつでも行けるぞ！」

　艦かん長ちようから「ミスティムーンを何時いつでも出せるよう準備しておけ」と命じられていた整備兵は、その指令どおりに満を持した状態で、格納庫に飛んで来た玲れい音ねを出で迎むかえた。

「ありがとうございます！」

　整備兵に敬礼で答え、玲れい音ねは一度も床ゆかに足をつけず操縦席に潜もぐり込こむ。

　俯うつぶせに固定されたミスティムーンの胸に、玲れい音ねを乗せた操縦ユニットが押おし上げられ吸すい込こまれた。

　機体とのリンクが速すみやかに確立する。

「玲れい音ね＝ウォード少しよう尉い、ミスティムーン、発進準備完かん了りようしました！」

『ミスティムーン、直ちに発進せよ』

　アモン艦かん長ちようからタイムラグ無しで返ってきた簡潔な命令に反応したのは、玲れい音ねではなく発着管制員だった。

　発はつ艦かんゲートが開き、カタパルトが展開される。

　カタパルトのレールにはドウル用ブースターがセットされていた。

　ミスティムーンを拘こう束そくしていた固定具が外れる。

　玲れい音ねはミスティムーンの両手で逆Ｕ字型のブースターの前寄りに取り付けられているハンドルバーを握にぎり、機体の両足をブースター後方内側に設けられたステップに置いた。

『発進十秒前』

　カウントダウンの開始を聞いて、玲れい音ねは慣性制せい御ぎよ力場を展開する。

　自分と一体化した愛機だけでなく、ブースターも包み込こむイメージで。

『五、四、三』

　サイクロニクス機関が唸うなり、慣性中和フィールドが機体とブースターだけを覆おおう。

『二、一、発進』

　マスドライバーになっているカタパルトが目標宙ちゆう域いきに向けてミスティムーンを射出する。

　その勢いに反して、ガルトマンに伝わる反動はほとんど無かった。

　射出の直後、補助ブースターに火が入る。ミスティムーンはあっという間にガルトマンから見えなくなった。
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　Ｌ３宙ちゆう域いきに派は遣けんされているソフィア空くう宙ちゆう母ぼ艦かん五番艦かん「セレスティファルコン」は、輸送工作艦かん「アブハラム」の援えん軍ぐん要よう請せいをキャッチしながらＬ３ベースの横に留とどまっていた。

「Ｌ５宙ちゆう域いきのガルトマンからミスティムーン発進、確かく認にんしました。推定目的宙ちゆう域いき、当とう艦かん直下高度二万キロ。現在速度……秒速百七十キロメートル」

　驚きよう愕がくを隠かくし切れないオペレーターの報告を艦かん長ちよう席せきで聞いているのは何故なぜか、そのシートの本来の主あるじではなく、タイタニック・ドウル「ホルス」のドウルマスター、アフマド＝アジーズ＝ラシード中ちゆう尉いだった。

「第三宇宙速度の十倍以上……通常のドウル用ブースターが出せる速度の三倍弱か。非常識極きわまりないな」

　オペレーターが驚おどろくのも無理はない。ラシードの声も苦く笑しよう気味だ。ブースターはソフィアの共通装備であり、セレスティファルコンに備えている物と性能に違ちがいは無いはずだ。

　この速度はミスティムーン、いや、玲れい音ね＝ウォード少しよう尉いのＥｘＡエクサが実現している慣性制せい御ぎよシステムの圧あつ倒とう的てきな出力によるもの。

　宇宙戦に特化したホルスでも、これだけの速度は出せない。

「こちらに到とう着ちやくするまでおよそ一時間……間に合うかどうか、微び妙みようなところだ」

　そう呟つぶやいて、ラシードは艦かん長ちよう席せきから立ち上がった。

「ホルスでミスティムーンを出で迎むかえる。後は頼たのんだぞ」

「分かりました」

　ラシードに答えを返したクルーは、彼かれより階級が上の大たい尉いだ。しかし本人もラシードも、そのことに疑問を懐いだいている様子は無かった。
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　アブハラムに接近する小型の機き影えいは十六を数えていた。

『こっちのレーダーでも敵機を捉とらえたわ。左から八機、右から同じく八機。あってる？』

　インドラの操縦席へ、アイアンメイデンの朱あか理りから通信が入る。

「こちらの探知結果も同じだ」

　蒼あお生いが朱あか理りの言葉に同意する。

『ドウルキャリアーは混じっていない。敵は全てドウルだ。グリフォンの反応に似ているが、新型の可能性がある。二人とも、気をつけなさい』

　その蒼あお生いの回答に被かぶせるように、パテルから警告が発せられた。

「新型か。姉さん、どうする？」

『このままだと左右挟きよう撃げきから包囲されて袋ふくろのネズミよ。蒼あお生い、ここ、任せて良いい？』

「何をするつもり？」

　ドウルマスター同士の通信は、視界を余計な情報で遮さえぎらないように音声のみだ。だがこの時蒼あお生いは、姉のニヤリと笑う顔を見たような気がした。

『蹴け散ちらしてくる』

　そう言うと同時、アイアンメイデンは右う舷げんから接近する敵機の群れに突つっ込こんで行く。

「待ちなよ！　無茶だ！」

　制止の声を掛かけたはいいが、追いかけることはできない。インドラまで右う舷げんの敵に向かっていったら、左さ舷げんから来る敵に対処できなくなってしまう。

「パテル先生！」

『インドラは左さ舷げん方向に前進して敵を迎げい撃げき。朱あか理りのことはヴィマーナ〇二のドウル隊に任せなさい』

　指示を求める蒼あお生いの声に、パテルがすぐさまそう答える。

『ヤクシャ四番機はインドラをフォロー。一番機、二番機、三番機はアイアンメイデンの援えん護ごに回れ』

　そのすぐ後にヴィマーナ〇二からヤクシャ隊に出された指示を、インドラの通信機が捉とらえて蒼あお生いに伝えた。




　地球を背にして、アイアンメイデンが飛ひ翔しようする。

　朱あか理りの視界に広がるのは、漆しつ黒こくの宇宙に冷たく浮うかぶ星々。

　それでも、ふとしたはずみに、青く輝かがやく弧こを描えがく美しい球体が目に入る。

　だからだろうか。いつもより宇宙そらを翔かけるスピードが増しているように、朱あか理りには感じられた。

　磐いわ都と訓練校に入学して半年。当初はよちよち歩きだった宇宙空間機動も、今ではかなり様になっていると朱あか理りは自負している。陸上並みとは行かなくても、それに近い操縦ができているという実感がある。

　最初に乗ったドウルはギュゲス。次は訓練用のヤクシャ。そして今朱あか理りが乗っているのは、彼かの女じよの為ための機体、アイアンメイデン。

　機体の反応がいつもより力強く感じるのはその所為せいかもしれない。

　自分の為ための機体。それは朱あか理りにとって、憧あこがれでもあった。

　ドウルは高価な兵器だ。個人で簡単に所有できるようなものではない。自前の機体で戦場を転々とするベテランの傭よう兵へいも、正当な対価を支し払はらってドウルを手に入れているケースは皆かい無むと言って良いい。そういう傭よう兵へいは、作戦中に機体ごと脱だつ走そうしたケースがほとんどで、稀まれに捕ほ獲かくした機体を報ほう酬しゆうの代わりにもらい受ける事例が散見されるのみだ。

　オートンの傭よう兵へいだった朱あか理りはずっと、雇やとい主ぬしが用意した中古の機体で戦っていた。名前が売れるにつれて優先的に状態が良いい機体を回してもらえるようになったが、それでもポリスの最新型に比べれば性能面のハンディキャップは否いなめなかった。

　しかしこの機体は違ちがう。アイアンメイデンは最もバージョンが新しいという意味での最新型ではなく、掛かけ値ね無しの最さい新しん鋭えい機き。連れん盟めいの訓練校という良好な環かん境きようで整備された現行の主力機ヤクシャと比べても、

　反応がまるで違ちがう。

　パワーがまるで違ちがう。

　瞬しゆん発ぱつ力りよくがまるで違ちがう。

　そして今回、実験的に装備されている最新兵器。

　状じよう況きようは極きわめて切せつ迫ぱくしている。武装を持たない宇宙母ぼ艦かんが直接襲しゆう撃げきを受けるというのは、それだけで負け戦いくさが決まっているようなものだ。

　しかも、ドウル十六機という大兵力。機体数でいえばこちらの三倍近い。

　普ふ通つうならまず、勝ち目は無い。

　だが朱あか理りの裡うちに恐きよう怖ふはない。諦あきらめもない。自棄やけになってもいない。

　相手はグリフォンの改造型か、グリフォンをベースにした最さい新しん鋭えい機き。タロスをベースにしたアイアンメイデンに性能的には匹ひつ敵てきするかもしれない。

　アイアンメイデンが天才技術者サラスヴァティ＝パテルの作品ならば、敵機はおそらく、パテルに匹ひつ敵てきする天才ショーン＝オブライエンが開発した物。この点でも同等だ。

　それでも、負ける気はしない。

　それは敵を前にしても同じだった。

（行くわよ、相棒）

　眼前には敵が八機。

　後方には味方が三機。

　だが朱あか理りは、味方が追いつくのを待とうとはしなかった。

　編隊を組んで接近する敵機に、アイアンメイデンは速度を緩ゆるめず頭から突つっ込こんで行く。

　彼ひ我がの距きよ離りが、火器の射程を割り込こんだ。

　アイアンメイデンが頭上に円盾ラウンドシールドを翳かざす。

　その直後、朱あか理りの視界の端はしに、メッセージが表示される。

　被ひ弾だん。そして、ダメージ無し。

　敵のガンジャベリンを、アイアンメイデンの慣性制せい御ぎよが完全に無力化したという意味だ。

　敵てき影えいが上下左右に不規則な動きを始めたのは、こちらからの射しや撃げきを回かい避ひする為ためだろう。

　現に後方の味方機に発はつ砲ぽうの反応が出ていた。

　敵機と味方機は互たがいにランダムな回かい避ひ機動を行いながらガンジャベリンを撃うち合っている。

　しかし朱あか理りは、真まっ直すぐに、最さい短たん距きよ離りで敵に迫せまった。

　敵の射しや撃げきがアイアンメイデンに集中する。その全てを円盾ラウンドシールドではね返しながら、朱あか理りは敵編隊の間近に達した。

　機体を起こしシールドを下げて、頭部のメインカメラで敵機を見る。

　敵のドウルはグリフォンに似ていたが、確かに別の機種だった。
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　機体の色は闇やみに沈しずむ艶つや消けしの黒。所々、やはり闇やみに紛まぎれる灰色に塗と装そうされているのは、迷めい彩さい効果を狙ねらったものか。ドウルの光学観測補助で加工された視界だからこうして見えているが、暗い宇宙を飛ひ翔しようしているところを肉眼で捉とらえるのは難しいだろう。

　体高はグリフォンと同じ二十二メートル。アイアンメイデンの二十三メートルよりわずかに低い。

　シルエットはやはり、グリフォンによく似ている。目立った差異は、肩かたの上と腰こしの両側に配置されたバーニアスラスターが大型化している点か。

　朱あか理りはまだその名めい称しようを知らないが、彼かの女じよが相対しているのはゲノムスの新型ドウル、グリフィン・ブラックだった。

　ギミック付きの十じゆう文もん字じ槍やりシアーズ・クロス・スピアを構えて、アイアンメイデンが敵集団の中央部へ更さらに迫せまる。

　グリフィン・ブラックも得物をガンジャベリンからドリル・ランスに持ち替かえた。穂ほの根元に鉤かぎがついたスタイルはポリス連合宇宙軍の主力ドウル、ケイツァルが装備している物によく似ている。想定している使い方もおそらく同じだろう。

（機動力で敵を振ふり回すタイプの機体ね）

　朱あか理りはグリフィン・ブラックを目にした印象を、口に出さず呟つぶやいた。言葉にしないのは自機の電子頭脳に負担を掛かけない為ためだ。スペックが低い機体を扱あつかってきた彼かの女じよは、このあたりの心構えが龍りゆう一いちなどよりしっかり身についている。

　敵の集団からまず三機、少し遅おくれて一機が飛び出し、それぞれの機体で正三角形を形作るように編隊を組み直した。各機を頂点とする正四面体にアイアンメイデンを閉とじ込こめようとするフォーメーションだ。残る四機は左右に散開してスピードを上げ、アイアンメイデンの後方から近づくヤクシャを迎げい撃げきする構えだ。

　無論、朱あか理りの方に包囲されるのを待ってやる義理は無い。彼かの女じよは敢あえて先行する三機の中央を突つっ切った。

　その機動は敵の意表を突ついた。

　敵はおそらく、先行する三機のいずれかに攻こう撃げきを加えると予測していたのだろう。反応に遅おくれが見られる。

　前面のトライアングルを形成する敵機は再びガンジャベリンを構えようとしたが、トリガーに指を掛かけた時には既すでに、アイアンメイデンは最さい後こう尾びの機体に襲おそい掛かかっていた。

　グリフィン・ブラックの首目め掛がけて、アイアンメイデンのシアーズ・クロス・スピアが繰くり出される。いきなり急所を狙ねらった攻こう撃げきは、さすがにシールドでブロックされた。

　しかし朱あか理りも初しよ撃げきで決まるとは考えていない。この攻こう撃げきは防ぼう御ぎよさせる為ためのもので、次の一いち撃げきへつなげる布石だった。

　敵機は自分の盾たてで視界が遮さえぎられている。その盾たてへ、今度は膝ひざ蹴げりを叩たたき込こんだ。アイアンメイデンの膝ひざ関かん節せつは衝しよう角かく付きの可動装そう甲こうで守られている。この衝しよう角かくを武器として使った攻こう撃げきだ。

　十じゆう文もん字じ槍やりの刺し突とつを慣性中和で防いだグリフィン・ブラックも、続けざまに襲おそい掛かかった膝ひざ蹴げりまでは中和しきれなかった。機体の質量を効率よく乗せた朱あか理りの格かく闘とう技術もあって、敵機のシールドがそれを握にぎる腕うでごと弾はじかれる。アイアンメイデンが見下ろす先に、グリフィン・ブラックの顔が露ろ出しゆつする。

　朱あか理りは敵ドウルの頭部目め掛がけて円盾ラウンドシールドのエッジを振ふり下ろした。アイアンメイデンのシールドは表面にスパイクが埋うめ込こまれているだけでなく、エッジにも細かい刃はがびっしりと並んでいる。

　敵ドウルマスターの腕うでも中々のものだった。完全に体勢を崩くずされていたにも拘かかわらず、バーニアスラスターを噴ふかして頭部への直ちよく撃げきを避さける。だが慣性制せい御ぎよによる防ぼう御ぎよは間に合わなかったようで、シールドが打ち込こまれた右みぎ肩かたの装そう甲こうは深く抉えぐれていた。あれではもう、右手は使えないだろう。

　それを確かく認にんする機会は無かった。そんな余よ裕ゆうを、朱あか理りは敵に与あたえなかった。

　円盾ラウンドシールドを打ち込こんだ反動でアイアンメイデンとグリフィン・ブラックの位置が入れ替かわる。倒とう立りつした体勢で朱あか理りの機体が敵機の背後に回り込こむ。

　繰くり出されるアイアンメイデンの十じゆう文もん字じ槍やりが、今度こそ敵機の首を貫つらぬく。

　穂ほの根元に広がる三日月形の鎌かまが、グリフィン・ブラックの首を飛ばした。

　中央突とつ破ぱした三機の敵が、三角形を維い持じしたまま迫せまってくる。

　朱あか理りは機体を上下反転させ、無力化した敵機を足場に上へ飛んだ。

　三角形の頂点、敵の一機とアイアンメイデンが向かい合う。

　敵機もこの展開は予測していた。鉤かぎ付きのドリル・ランスを素す早ばやく構え、アイアンメイデン目め掛がけて繰くり出す。

　朱あか理りはそれをシールドでガードするのではなく、十じゆう文もん字じ槍やりで払はらいのけた。

　グリフィン・ブラックが急停止し、上じよう昇しようする。

　追いかけようとしたアイアンメイデンの背中に、別の敵が襲おそい掛かかる。

　振ふり返りざま、アイアンメイデンは円盾ラウンドシールドで槍やりを逸そらした。

　衝しよう撃げきが機体を揺ゆらし、朱あか理りの口から思わず言葉にならない声が漏もれる。

　彼かの女じよが反はん撃げきしようとした時には、その機体は既すでに離り脱だつしていた。

　その代わり、第三の機体が側面から迫せまっている。

　十じゆう文もん字じ槍やりを大きく振ふり回して敵機を牽けん制せいし、アイアンメイデンはフルブーストで下に逃のがれた。

　グリフィン・ブラックが再び、トライアングルのフォーメーションを組む。包囲の輪に入らぬよう朱あか理りはアイアンメイデンを上下左右に振ふり回したが、推すい進しん剤ざいを消費しただけだった。敵の三機は彼かの女じよの動きにわずかな遅おくれで追つい随ずいしてくる。

（厄やつ介かいな……）

　朱あか理りは心の中で呻うめいた。高機動型のグリフォンをベースにした敵の新型機は、機動性でアイアンメイデンを上回っている。だがそれは、小さな差でしかない。

　グリフィン・ブラックの真に厄やつ介かいな点は連れん携けい能力にある、と朱あか理りは感じた。

　データリンク機能が余よ程ほど充じゆう実じつしているのだろう。ドウルマスターの腕うでだけでは、あれほど正確に隊形を維い持じできない。

（あと一機、墜おとしさえすれば）

　データリンクを妨ぼう害がいすることは最初から選せん択たく肢しに無かった。タイタニック・ドウルは通信妨ぼう害がい手段を持っていない。ドウルの役割ではないからだ。それに連れん携けいを強化した機体ならば、ＥＣＭ対策にも力を入れているはずだ。

　それより敵の三角陣じん形けいを崩くずすことを考えるべきだった。挟きよう撃げきは包囲ほど警けい戒かいすべきものではない。急な軌き道どう変へん更こうが難しい大型機ならともかく、機動性に優すぐれたドウルに対しては大して有効な戦術とは言えない。敵機の方が機動性に優すぐれていようと、逃にげ道は幾いくらでもある。左右にしか逃にげられない地上と違ちがい、宇宙では上下左右に動けるのだから。

　朱あか理りは敢あえて、回かい避ひ行動を止やめた。

　あからさまな、カウンター狙ねらいの構えだ。

　仮にここでグリフィン・ブラックがアイアンメイデンに攻こう撃げきを仕し掛かけず、アブハラムの方へ向かっていくなら朱あか理りはそれを迎むかえ撃うつだけだ。今の位置関係は、敵三機よりアイアンメイデンの方がアブハラムに近い。

　ところでドウルのバーニアスラスターは、全身均等に配置されているのではない。肉体の動作をトレースするタイタニック・ドウルは、四し肢しの伸しん縮しゆくによらないスラスターを使った移動も肉体を使った運動にイメージを合わせている。

　後退するよりも前進する方に重点が置かれているし、長ちよう距きよ離りを飛ぶ時はダイビングの姿勢で頭を前にする。

　人間はジャンプすることはあっても（落とし穴でもない限り）地面に潜もぐることはないから、ドウルも上への移動に比べて下への移動が苦手だ。

　つまり正面上方から攻こう撃げきされると逃にげにくい、ということになる。

　敵機、グリフィン・ブラックは、セオリーどおりにアイアンメイデンから見て上に位置する機体から攻こう撃げきしてきた。

　単機で戦っている場合は敢あえて奇きを衒てらってくるドウルマスターも多い。だがフォーメーションを崩くずさずに行動している場合は定石から逸いつ脱だつすることは稀まれだ。

　個人の操縦には得意不得意があり、それによって勝ちパターン（と負けパターン）が決まってくる。だが二機、三機、四機と増えていくと、あるパイロットの得意分野は別のパイロットの苦手分野というケースが増えていく。誰だれかの勝利パターンに沿って動くことが別の誰だれかの敗走を招き、集団がそこから崩くずれていくという可能性は決して無視できない。

　だから集団戦術は、個人個人の得手不得手を超こえて、集団として合理的なものでなければならない。合理的とは即すなわち無理がない、隙すきが少ないということであり、効率的に敵を攻こう撃げきすることができるということだ。合理的な戦い方を苦手とする者がいたとしても、そこに大きな隙すきが生まれ、隊列が崩ほう壊かいするということには結びつかない。

　これは逆にいえば、単機で動いている敵よりも集団で動いている敵の方が、行動を予測しやすいということだ。現に朱あか理りは、回転する三角形の上の頂点に位置した機体が襲おそい掛かかってくるに違ちがいないと考えていた。彼かの女じよの構えは確かにカウンター狙ねらいだったが、単に突つっ込こんでくる敵に逆ぎやく撃げきを加えるのではなく、相手の動きをコントロールすることで後の先をとる作戦だったのである。

　一機目のグリフィン・ブラックが槍やりを棍こん棒ぼうのように振ふり下ろし、アイアンメイデンの円ラウンド盾シールドを叩たたく。その機体はすぐに斜ななめ下へ離はなれていった。

　二機目が槍やりを横に薙ないだ。アイアンメイデンの盾たてがその衝しよう撃げきに流され、身体からだごと左に回転する。朱あか理りの機体は三機目の敵に、盾たてを持たない右側面を曝さらすことになった。

　三機目が、その右側方からアイアンメイデンの背中へ抜ぬける軌き道どうを突とつ進しんする。ドリル・ランスの穂ほの根元についた鉤かぎでアイアンメイデンの顔をもぎ取るつもりなのだろう。

　朱あか理りはその鉤かぎに、十じゆう文もん字じ槍やりの側面から伸のびている三日月形の鎌かまを引っ掛かけた。

　敵も一度で決まるとは思っていなかったに違ちがいない。機体の挙動に戸と惑まどいや迷いはなく、アイアンメイデンの手から得物を奪うばい取ろうとスラスターの出力を上げた。

　アイアンメイデンの胸が、三機目のグリフィン・ブラックへ向いた。朱あか理りの機体の胸部には、古いにしえの競技アメリカンフットボールの選手が着けていたプロテクターのような追加装そう甲こうが取り付けられている。左右から中央部で留めるようになっている構造は、操縦ユニットを守る鎧よろいのように見える。

　だがそれは、

　防具ではなく、

　武器だった。

「クロスフィクス！」

　音声コマンドにより、朱あか理りがアイアンメイデンの新装備、秘密兵器を起動した。

　アイアンメイデンの背中──今は正面──をグリフィン・ブラックが横切る。敵機に引きずられて移動する朱あか理りの機体。十じゆう文もん字じ槍やりをもぎ取られるのではなく、機体ごと敵の動きに追つい随ずいする。

　それは奇き妙みような光景だった。アイアンメイデンとグリフィン・ブラックは互たがいの槍やりの鉤かぎと鎌かまでつながっているだけだ。グリフィン・ブラックは槍やりの柄えを持って相手を引っ張り、アイアンメイデンは槍やりの柄えを握にぎって相手に引っ張られている。

　たとえ慣性制せい御ぎよを使っても、普ふ通つうならば朱あか理りの機体は槍やり、腕うで、肩かた、胴どう体たい、足の順番で敵に引きずられるはずだ。地球の重力が見み掛かけ上作用していない衛星軌き道どうなら風になびく吹ふき流しのような──はためきはしないが──格好になるはずである。

　だが実際には、敵と向かい合った体勢のままアイアンメイデンはグリフィン・ブラックに引っ張られていた。

　アイアンメイデンがシアーズ・クロス・スピアを敵のドリル・ランスから外す。それでも、両機の距きよ離りは変わらない。

　アイアンメイデンはスラスターを使っておらず、グリフィン・ブラックはスラスターを噴ふかして加速中であるにも拘かかわらず。

　槍やり同士が離はなれたことで異常に気がついたのだろう。グリフィン・ブラックが反転しアイアンメイデンと向かい合う。

　その時には既すでに、アイアンメイデンは十じゆう文もん字じ槍やりを構えていた。

　グリフィン・ブラックのドウルマスターは、反射的に自機の慣性を中和した。

　朱あか理りがシアーズ・クロス・スピアを繰くり出す。

　敵の操縦者は機体の挙動から窺うかがい知れる程ほどに慌あわてていたが、慣性制せい御ぎよシステムの操作にしくじりはなかった。

　自機に掛かかる慣性を中和し、敵の攻こう撃げきの圧力に押おされるがまま抵てい抗こうしないことにより、機体の損傷を防ぐ。ドウルマスターにとっては基本的なテクニックだ。

　これに対して敵側は、相手の機体の慣性を増大させ自分の攻こう撃げきの威い力りよくが損そこなわれないようにするのが定石だ。しかし朱あか理りがグリフィン・ブラックの慣性に干かん渉しようした反応は無かった。

　だからこそグリフィン・ブラックのドウルマスターは、機体を襲おそった激しい衝しよう撃げきが信じられなかった。

　アイアンメイデンが繰くり出す槍やりの穂ほがグリフィン・ブラックの喉のどに突つき刺ささり、三日月形の鎌かまが首を飛ばす。

　敵機のサイクロニクス機関は出力が七十パーセント低下する。既すでに戦せん闘とう力りよくを失ったも同然だが、朱あか理りは念の為ために膝ひざの衝しよう角かくを腹に突つき刺さした。

　膝ひざ蹴げりにサイクロニクス機関の本体を狙ねらい打ちする精度は無いが、装そう甲こうを破られ設置箇か所しよのすぐ近くに穴を空けられてノーダメージということはあり得ない。

　下半身をコントロールする制せい御ぎよ系けいにも大きな損傷を受けて、そのグリフィン・ブラックは沈ちん黙もくした。

　味方がやられたのを目まの当たりにして、残る二機の動きが乱れた。

　朱あか理りは近くにいる方の敵機へダッシュする。シアーズ・クロス・スピアの間合いに入るや否いなや、再び新装備クロスフィクスを作動。

　体勢が不十分な敵は当然回かい避ひ機動を行うが、アイアンメイデンとの間合いは変わらない。グリフィン・ブラックの方が機動性に優すぐれているはずなのに、アイアンメイデンを振ふり切れない。

　朱あか理りが十じゆう文もん字じ槍やりを振ふるう。頭部を盾たてで防ぼう御ぎよした敵の裏をかいて、槍やりは右足の太ふと腿ももを捉とらえた。

　大だい腿たい部ぶの装そう甲こうを穂ほ先さきが貫つらぬき、鎌かまが破は損そん孔こうを押おし広げる。そのままグリフィン・ブラックの右足は千切れ飛んだ。

　アイアンメイデンがラウンドシールドのエッジで敵の盾たてを殴なぐりつける。続けて左ひだり肩かたの衝しよう角かくでチャージ。敵機が体勢を崩くずしながら後方へ吹ふき飛ぶ。

　ところがアイアンメイデンとグリフィン・ブラックの間合いは、一定以上離はなれなかった。具体的には、シアーズ・クロス・スピアの間合いから外れない。敵の機体にアイアンメイデンが追つい随ずいし、敵機は朱あか理りの機体に引きずられる。

　アイアンメイデンの新装備、クロスフィクスは武器であっても、敵に直接ダメージを加える物ではない。攻こう撃げきを補助する固有兵装だ。

　胸部に取り付けられたアメフト選手用プロテクター状の装そう甲こうは、重力場発生のサイクロニクス機関を内蔵した追加型兵装だった。

　その機能は敵との間合いを一定以内に保つこと。

　そして自分が攻こう撃げきした際、相手が衝しよう撃げきで後退しないよう釘くぎ付づけにしておくこと。

　間合いを一定に保つという機能は、自分だけが有利になる性質のものではない。

　逃にげられないのは自分も同じだ。

　ボクシングに喩たとえて言うなら足を止めての打ち合いを強要するものであり、プロレスに喩たとえるならばデスマッチのリングを作り上げる兵器だ。

　地上では必要性が低い装備である。足を地面につけて戦う限り、瞬しゆん間かん的てきに後退できる範はん囲いは限られている。地面との摩ま擦さつがクロスフィクスの代わりになる。

　この固有兵装は、宇宙でのみ取り付けられる物で、だからこそ追加型になっていた。

　二機目の首を取った朱あか理りが、トライアングル陣形を構成していた三機目、最初に堕おとした機体から数えて四機目のグリフィン・ブラックに襲おそい掛かかった。

　敵機はアイアンメイデンを大きく避さけて飛んでいる。アイアンメイデンがどのような兵器を使っているのか分からずに警けい戒かいしているのだろう。

　サイクロニクスの分野では、慣性制せい御ぎよが重力制せい御ぎよより大きく先行している。

　重力制せい御ぎよシステムを実用化して装備している機体は、専用機がわずかに数機。その中でも重力制せい御ぎよを主な攻こう撃げき手段として使っているのは、ソフィアのエクサー専用機であるアテーナーだけというのが実情だ。

　クロスフィクスも戦せん闘とう補助の装備であり、他の機体に装備されている物より遥はるかに進んでいるとは言えない。だが重力を操あやつる固有兵装自体が稀き少しようであり、ゲノムスのドウルマスターがその正体を理解できなくても不思議なことではなかった。

　クロスフィクスの射程は短い。敵機をしっかり固定できる距きよ離りは、機体の指先から十メートルを少し上回る程度だ。アイアンメイデンの得物であるシアーズ・クロス・スピアの全長より遥はるかに短いが、それは別に構わないのである。あくまでも力を入れて突つき刺さすことのできる間合いで使う物だからだ。

　十メートルなど、宇宙ではゼロに等しい距きよ離りだ。だが飛び道具が決め手にならないドウル同士の戦せん闘とうは、そのゼロ距きよ離りで交差する戦い方が求められる。

　クロスフィクスの射程内に入らなければ、敵機は朱あか理りを無力化できない。

　このシチュエーションで時間が無いのは、実は朱あか理りの方だ。敵は朱あか理りをこの場に押おし止とどめておけばそれだけで作戦が有利になるのであって、勝負を急がなければならない理由はない。

　だが味方を三機墜おとされたことで、ゲノムスのドウルマスターは心理的な視野狭きよう窄さくに陥おちいっているようだった。

　グリフィン・ブラックがアイアンメイデンに急接近し、接せつ触しよく直前、急激にコースを変えた。アイアンメイデンに対して優位に立っている機動力で体勢を崩くずそうとしたのだ。

　しかしこれは、悪手だった。

　朱あか理りにとってはチャンスとなった。

　グリフィン・ブラックがアイアンメイデンを迂う回かいしてアブハラムを目指すという戦術をとられていたなら、朱あか理りはただ追いかける以外どうしようもなかった。途と中ちゆうで追い付けるかどうかは一いちか八ばちかになっていた。

　もしそんな状じよう況きようになっていたら、朱あか理りは強い心理的圧あつ迫ぱくを受けていたはずだ。プレッシャーに集中力を殺そがれて勝敗に関わるミスを犯おかしていたかもしれない。

　だが現実にミスをしたのは相手の方だった。

　アイアンメイデンは地上と変わらぬスムーズな動作で振ふり返る。

　掲かかげた円盾ラウンドシールドの表面を、グリフィン・ブラックのランスが斜ななめに滑すべっていく。

　盾たてを大きく振ふることによって敵機の姿勢を崩くずし、朱あか理りは新兵器を三み度たび起動した。

　横に流れた体勢で間合いを固定され、ゲノムスのドウルマスターは有効な回かい避ひを行えない。

　敵が慌あわてて翳かざした盾たてに、朱あか理りが得意の飛び膝ひざ蹴げりを叩たたき込こむ。

　アイアンメイデンはそのままグリフィン・ブラックの盾たてを乗り越こえ、頭の上から逆手に持ち替かえた十じゆう文もん字じ槍やりを突つき下ろした。

　穂ほと鎌かまでグリフィン・ブラックの頭部が真っ二つに断たち割られる。

　朱あか理りはそこから更さらに敵機の背後へ回って目につく限りのスラスターを潰つぶし、味方機の援えん護ごに向かう。

　味方のヤクシャは三対四の数的劣れつ勢せいの中、敵の最さい新しん鋭えい機きを相手に良く踏ふん張っていた。

　朱あか理りは味方のヤクシャを挟はさみ撃うちにしようとしているグリフィン・ブラックへ、背後から襲おそい掛かかった。
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　アブハラムの傍そばに残った蒼あお生いは、苦戦を強しいられていた。

　当初の機体数、二対八。インドラの性能を当てにしてのことだとしても、圧あつ倒とう的てき劣れつ勢せいだ。蒼あお生いと共に残ったヤクシャは、数量差に吞のみ込こまれて早々にリタイアしている。衛星軌き道どうに放置されただけで軌き道どう外がいに跳とばされなかっただけ、幸運だったと言える。

　一対八の数的劣れつ勢せい、この「多勢に無勢」の中にあっては、インドラが如何いかに奮ふん闘とうしようと敵全機を同時に相手取ることはできない。火器が有効だったなら一機で八機を一度に墜おとすこともできたかもしれないが、あいにく白兵が基本のドウル戦では相手に散開されると一機ずつ潰つぶしていくしかない。

　ただ幸いなことに、機動力を重点的に強化したゲノムスの新型機と比べても、スピードはインドラの方が上だった。横をすり抜ぬけられた敵も、追いかければアブハラムをガンジャベリンの射程距きよ離り内ないに収める前に追いつけた。

　そして戦せん闘とう力りよくの差は更さらに大きい。インドラの追つい撃げきを受けて背後から襲おそい掛かかられたグリフィン・ブラックは五合と持たず敗走した。

　このパターンで連続して二機が撤てつ退たいに追い込こまれたからだろうか。ゲノムスのドウルの、行動パターンが変わった。残った六機のグリフィン・ブラックはターゲットをアブハラムからインドラに変えた。

　敵が様々な方向からインドラに襲おそい掛かかる。ただ、決して足を止めず打ち合おうともしない。防がれようが躱かわされようが、とにかく一いち撃げきを繰くり出してそのまま通り過ぎていく。

　徹てつ底ていしたヒット・アンド・アウェイ戦術。

　敵が目まぐるしく入れ替かわる為ために追いかけることもできず、蒼あお生いはただ打ち込こまれる得物を払はらいのける程度のことしかできない。

　いくら機体の性能で優まさっているといっても、このままでは時間の問題だ。それは蒼あお生いにも良く分かっていた。しかし背後にアブハラムをかばっているこの状じよう況きようでは、思い切った反はん撃げきも難しい。

　一人では、手て詰づまり状態だった。

（クッ……。姉さん、まだかよ）

　蒼あお生いにできるのは援えん軍ぐんが来るまで持ちこたえることだけであり、当てにできる援えん軍ぐんは朱あか理りだけだった。
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　蒼あお生いの援えん軍ぐんに駆かけつけようとしていたのは朱あか理りだけではない。正確に言えば蒼あお生いの助すけ太刀だちに来るのではなく、パテルの救きゆう援えんが目的だが、玲れい音ねも漆しつ黒こくの宇宙を疾しつ走そうしていた。

　ガルトマンを発進したミスティムーンは既すでに、輸送工作艦かんアブハラムまで二十万キロの距きよ離りに迫せまっていた。

　ミスティムーンとアブハラムは地球の周りを逆向きに回っている（ミスティムーンは「回っている」というよりほとんど直進している）。お互たがいに、近づいている。

　アブハラムのスピードは分速二百キロを少し超こえている程度だが、ミスティムーンの飛行速度は現在分速一万キロに達している。規格外の慣性制せい御ぎよ能力を持つこの機体ならば減速の時間をほとんど考こう慮りよしなくて良いいから、あと二十分もすれば蒼あお生いと合流できる。その頃ころには朱あか理りもアブハラムの傍そばに戻もどっているだろう。

　このままなら、ゲノムスの襲しゆう撃げきを退しりぞけられるはずだった。

　しかし、そう都合良くは行かなかった。いや、今回に限って言えば、ゲノムスにとって都合の良いい展開が待っていた。

　玲れい音ねは前方から接近する機体が停止信号を送ってきていることに気がついた。見落としではなく、今発信されたものだろう。

　玲れい音ねは念の為ために、予定進路と交差する航こう宙ちゆう機きの有う無むについて確かく認にんした。発進時にチェック済みでも、その後トラブルによって軌き道どうが交わる航こう宙ちゆう機きが出た可能性を考えたのだ。

　照合の結果、該がい当とう無し。玲れい音ねは緊きん急きゆう出動中であることを理由に、停止の指示には従えない旨むねを返信しようとして、相手の機体を確かく認にんした。

　その機体は識別コードを隠かくしていなかった。

　ソフィア空くう宙ちゆう母ぼ艦かん五番艦かんセレスティファルコン所属、エクサー専用機ホルス。搭とう乗じよう者しやはアフマド＝アジーズ＝ラシード中ちゆう尉い。

　見ず知らずの相手ならば一方的な通信だけでやり過ごすつもりだったが、エース会議で顔を合わせているソフィアのエクサーならば話は別だ。ラシード中ちゆう尉いは、六番艦かんティシュタルのクロエ＝デュラン少しよう尉いや八番艦かんスヴェントのヴィクトリア＝コヴァルスカ少しよう尉いのように親しく付き合っている相手ではないが、それでも普ふ通つうに会話する仲だ。他人との会話自体が苦手な玲れい音ねにとっては親しい相手に分類される。

　玲れい音ねは通信機をオンにして、ソフィアが使っている周波数で話し掛かけた。

「こちら空くう宙ちゆう母ぼ艦かんガルトマン所属、ミスティムーン。搭とう乗じよう者しやは玲れい音ね＝ウォード少しよう尉い。セレスティファルコン所属、ホルス。応答願います」

　ミスティムーンの進路上に割り込こむ形で接近してくるホルスから、即そく座ざに応答があった。

『こちらホルスのアフマド＝アジーズ＝ラシード中ちゆう尉い。挨あい拶さつは後回しにさせてくれ。ウォード少しよう尉い、すぐに地球周回速度まで減速してもらいたい』

　地球周回速度まで減速。それは同一高度の軌き道どうを同じ方向に回っている物体に対して相対静止せよという意味だ。

「申し訳ありません、ラシード中ちゆう尉い。緊きん急きゆう出動中なのです」

『こちらも緊きん急きゆう事態だ』

　このままではあと十秒でホルスと軌き道どうが交差する。

　さすがに接せつ触しよくはしないだろうが、危険であることは間ま違ちがいない。玲れい音ねはやむなく減速し、進路を上に修正して周回軌き道どうに乗った。

　同時にホルスが逆進して、ミスティムーンに対し相対静止する。これ程ほど速すみやかに進行方向を逆転させられるのは、ホルスが強力な慣性制せい御ぎよとスラスターを備えている証あかしだ。

「ラシード中ちゆう尉い、緊きん急きゆう事態とは何なのですか。こうしている間にも味方がゲノムスに襲おそわれているのですが」

　ミスティムーンの慣性制せい御ぎよ能力を以もつてすれば、加減速に掛かかるタイムロスは無視できる。この状態から再び最高速度に達するまで、二十秒も必要無いだろう。

　だがこうして話をしている時間そのものが、パテルや朱あか理り、蒼あお生いたちを崖がけっぷちに追いやっているのだ。

　玲れい音ねの問い掛かけに対する答えは、言葉ではなく行動だった。

　ホルスの特とく徴ちようは両りよう肩かたの付け根にはめ込こまれた楕だ円えん形けいの板状ブロックと、そこから生えた左右三対ついの可動武器アームだ。その武器アームが玲れい音ねの見ている前で起動する。

　一対ついは肩かたの上に、二対ついは脇わきの下したからアームが伸のびる。玲れい音ねから見るホルスは、まるで蜘蛛くものようなシルエットになった。だがその一いつ瞬しゆん後ご、武器アームに取り付けられたレーザー砲ほうの銃じゆう口こうがミスティムーンへ向けられた。

　光速で進むレーザーを回かい避ひすることは何者にもできない。無論、玲れい音ねにも不可能だ。

　だが武器アームの展開を、玲れい音ねも黙だまって見ていたわけではない。

　ホルスの武器アームが広がるのと同時にミスティムーンを球形に囲んだ濃こい霞かすみが、赤外線レーザーを受けて熱く輝かがやいた。

　肉眼では見えない光だが、ドウルの補正された視覚には暗い赤しやつ光こうが球面に沿って広がる様が映った。

　ＭＩＤＦジェネレーター（気体分子運動制せい御ぎよ装置）によってコントロールされた濃のう密みつな光線散乱粒子ＤＲＰがレーザー光を散乱させ無力化したのだ。

　ラシード中ちゆう尉いのＥｘＡエクサは光の操作。Ｘ線から遠赤外線までの波長の電磁波を特定の赤外線に揃そろえることができる。先行して発生させている赤外線レーザーの波長と位相と方向をコピーして、他の光源から生み出される光に属性として貼はり付けることができる。

　ホルスはラシードのＥｘＡエクサを使って、別の強力な光源から得られた光で赤外線レーザー光を増ぞう幅ふくしているのである。

　タイタニック・ドウルは標準で光線散乱粒子ＤＲＰという対光学兵器防ぼう御ぎよ手段を備えているが、ホルスのレーザー砲ほうはそれを貫つらぬく威い力りよくを持つ。

　しかしそれはラシードのＥｘＡエクサで威い力りよくを増しているからだ。

　ミスティムーンの対光学兵器防ぼう御ぎよは玲れい音ねのＥｘＡエクサで効果を高められている。

　ミスティムーンがホルスのレーザー砲ほうを受けて無事だったのは、単純に玲れい音ねのＥｘＡエクサがラシードのそれを上回っていたからだった。

「ラシード中ちゆう尉い、どういうことです!?」

　警告無しの先制攻こう撃げき。それも牽けん制せいとかではなく、明らかに撃げき破はを狙ねらったものだ。ラシードの意図は聞くまでもなく明らかだった。しかしそれでも玲れい音ねがそう訊たずねたのは、彼かの女じよにラシードから攻こう撃げきを受ける理由の心当たりが全く無いからだ。

『作戦の邪じや魔まをさせるわけにはいかない』

「作戦？　作戦とは、アブハラムを襲しゆう撃げきしていることですか？」

『ウォード少しよう尉い。君に恨うらみはないし、できれば傷つけることもしたくない。だが私がお願いしても、君はここで止まってはくれないだろう？　君がゲノムスに対して人一倍強い憎ぞう悪おを懐いだいていることを、私は知っている』

「ラシード中ちゆう尉い……。貴方あなたは、ゲノムスに寝ね返がえるのですか？」

　宇宙で見る月光のように静かで、冷え冷えとした声で、玲れい音ねがラシードに問い掛かける。

　答えは無い。

　いや、もしかしたらラシードに答える意思はあったのかもしれないが、玲れい音ねはそれまで待たなかった。

「ならば、アフマド＝アジーズ＝ラシード。貴方あなたを反逆者として撃げき墜ついします」

　玲れい音ねが宣言するまで、わずかに十秒。

　それだけしか待つことなく、玲れい音ねはミスティムーンを動かした。

　スラスターの炎ほのおを一いつ切さい閃ひらめかせることなく、ミスティムーンは朧おぼろに霞かすむ球体を纏まとってホルス目め掛がけ突とつ撃げきを開始した。
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　ミスティムーンが動き出したのを見て、ラシードは説得を諦あきらめた。

　いや、彼かれは最初から、玲れい音ねを説得できるとは考えていない。ラシードの目的はアブハラム襲しゆう撃げき作戦の為ための時じ間かん稼かせぎであり、玲れい音ねとの通信もその一いつ環かんだった。

　ただ玲れい音ねがこれ程ほど短気とは、彼かれも考えていなかった。この点はラシードの計算違ちがいだったと言えよう。

　ラシードはホルスに全速上じよう昇しようを命じた。

　ホルスの形状は左右三対ついの可動武器アームの他に、腰こしから足首の上までスカート状の装そう甲こうに覆おおわれているという特とく徴ちようがある。この装そう甲こうは女性用のスカートではなく古代エジプトの男性用衣い装しよう「シェンティ」を模したものだと言われているが、それは別段重要ではない。

　実を言えば、ホルスの足には膝ひざが無い。一応それらしい膨ふくらみはあるが、本来膝ひざがあるべき部分は曲がらない。動かない。

　スカート状の装そう甲こうは、この構造を隠かくす為ための物だ。サイクロニクス機関はそれを搭とう載さいしている機体の形状が人間のフォルムに近い程ほど、高い効率で作動する。しかし、搭とう載さい機きが人体と同じ可動性を有している必要は無く、他者から見た外見が人間に近ければ良い。足が曲がらなくても、それが隠かくれていれば問題は無いのである。

　膝ひざを無くしたホルスの脚きやく部ぶは、推すい進しん剤ざいタンクと大型スラスターになっている。脚きやく部ぶにスラスターと推すい進しん剤ざいタンクを内蔵する構造はポリス宇宙軍のケイツァルと同じだが、膝ひざの可動性を無視するという割り切りでホルスはより大容量のタンクと、大型のスラスターを備えている。

　ホルスはこれによって、地上での機動性を犠ぎ牲せいにする代わりに宇宙空間で他のドウルを圧あつ倒とうする運動性能を手に入れていた。連れん盟めい軍ぐん内ないでは、同じく宇宙空間における高機動性で知られるミスティムーンをも上回っているという評価が多数を占しめている。

　もっともラシードは自分の機体をそこまで過信していなかった。ホルスの運動性能は単にスラスターの出力を上げただけの、分かり易やすい理由によるものだ。それに対してミスティムーンの機動性の秘密は分かっていない。少なくとも彼かれが所属するセレスティファルコンのクルーは、ミスティムーンが一体どうやって宇宙を泳いでいるのか誰だれも知らなかった。

　推すい進しんシステムの正体が分からなければ、どの程度の機動性を持っているのかも推定できない。ホルスの方が優まさっているとは言い切れない。だからミスティムーンがジリジリとホルスに近づいてきていることに、驚おどろきは覚えてもショックには囚とらわれなかった。

　ただ、全く計算外というわけでもなかった。ミスティムーンは補助ブースターを手放してホルスを追いかけている。補助ブースターのように質量の大きな物を抱かかえていては機動性が低下してしまう、という点についてはミスティムーンも常識に従うようだ。

　ラシードは下側のレーザー砲ほう四門をミスティムーンに向けた。

　乳白色の小こ柄がらな機体が横にずれる。一いつ瞬しゆん、ラシードが見失いそうになる急激な回かい避ひ運動だった。それでいながら、追つい撃げき速度はまるで低下していない。

　ホルスからレーザーが放たれる。ただし、上の二門から。下四門の動きはフェイントだった。

　二条のレーザー光が補助ブースターに命中し、貫つらぬく。

　爆ばく発はつの閃せん光こう。音も無くミスティムーンの補助ブースターが火を噴ふいた。爆ばく発はつ四散しないのは万が一暴発してもデブリをまき散らさないよう造られているからだが、最も早はやブースターとして使い物にならないのは遠目にも明らかだ。

　ミスティムーンの玲れい音ねにも、それは見えたはずだ。だが乳白色の機体に、挙動の乱れは生じなかった。

　玲れい音ねの意識はホルスに集中している。

　今の彼かの女じよの心は、ラシードに対する敵意で塗ぬりつぶされている。

　それがラシードには理り屈くつでなく分かった。

　玲れい音ねが居住用人工天体アイランド爆ばく破はテロ事件、「ファーマンの悲劇」の生存者であることはラシードも知っている。

　奇き跡せきの生せい還かんを遂とげた彼かの女じよがその衝しよう撃げきから心を病やんでいたことも、今でもゲノムスの構成員に対して過か剰じような敵てき愾がい心しんを懐いだいているということも。

　前さきの十二月に発生した月上空の戦せん闘とうで、彼かの女じよがゲノムスのドウル部隊に対して必要の無い殲せん滅めつ戦せんを演じたことは記き憶おくに新しい。

　ミスティムーンの固有兵装「ドゥルガー・システム」。

　ラシードはそれがどんな物なのかを知らない。

　彼かれが知っているのは「ドゥルガー・システム」という名前と、それを実際に見たクロエ＝デュラン、ヴィクトリア＝コヴァルスカという二人のエクサーが声を揃そろえて「自分たちが束になっても絶対に敵かなわない」と言い切った事実。そしてその兵器システムが複数の敵を同時に相手取る性質の物だという断だん片ぺん的てきな情報のみだ。

　その正体を想像するしかないラシードは月上空で行われた戦せん闘とうのことを知らされた時、「ドゥルガー・システム」とは搭とう乗じよう者しやの狂きよう気きを引き出しＥｘＡエクサを底上げするシステムではないか、と考えた。それ程ほど、月上空の戦せん闘とうは容よう赦しやが無いものだった。

　玲れい音ねがゲノムスを敵視する理由は、ラシードにも理解できる。

「ファーマンの悲劇」のような体験をすれば、犯行が極ごく一部の組織内過激分子の仕し業わざと分かっていても組織全体を憎にくまずにはいられないだろう。それがゲノムスの仕し業わざであるという事実に間ま違ちがいはないのだから、玲れい音ねの復ふく讐しゆう心しんが正しくないものだと分かっていても、それを本人に納なつ得とくさせる言葉をラシードは持たない。

　しかし理由というなら、ラシードにもゲノムスに味方をする訳がある。

　アルジェの外交官から聞かされた、太たい陽よう系けい開かい発はつ機き構こう理事会の真実。

　ポリスの新規建設が遅おくれている、本当の理由。

　それを疑う余地の無い証しよう拠こと共に突つきつけられて、彼かれは開かい発はつ機き構こうを裏切ることを決意した。

　アルジェポリスの外交官を装よそおったゲノムスの工作員がラシードに接せつ触しよくしてきたのは、この前のエース会議直後が最初ではない。いや、「装よそおった」という表現は不正確だろう。あの男は確かにアルジェポリス行政府の一員でもあったのだから。

　ポリスの人間でもありゲノムスの人間でもあるあの男とラシードが初めて会ったのは半年前のことだ。今からおよそ一ヶ月前、エース会議の二週間前には、連れん盟めいに対する反逆をラシードは決意していた。アルジェの男がもたらした「真実」は、彼かれにとってそれ程ほどの重みがあった。

　ラシードはペルシア湾わん岸がんの旧油田地帯にある小規模ポリスの出身だ。旧油田地帯と呼ばれているのは、現在原油の生産が行われていない為ためだ。

　全ての鉱物資源は太たい陽よう系けい連れん盟めいの管理下にある。石油は連れん盟めいにより化学原料としてのみ採取されている。燃料目的には、供給されていない。

　つまり原油の需じゆ要よう自体はピーク時より大おお幅はばに減少しているものの、無くなってはいない。現在も稼か働どうしている油ゆ井せいは世界各地に存在する。ただ、ペルシア湾わん岸がんでは油ゆ井せいが全て閉へい鎖さされているというだけだ。

　掘ほり尽つくしてしまったからではない。埋まい蔵ぞう量りようを回復させる為ためという名目で、太たい陽よう系けい連れん盟めいにより生産設備が凍とう結けつされているのである。

　中東の油ゆ井せいは世界的な内戦の時代、目まぐるしく入れ替かわった支配勢力が軍事費を賄まかなう為ために濫らん掘くつされ生産量が減少していた。それは紛まぎれもない事実だ。また、対たい抗こう勢力による油ゆ井せいそのものに対する攻こう撃げきで、大量の原油が無む為いに失われたことも埋まい蔵ぞう量りよう減少に拍はく車しやを掛かけた。

　しかし、ラシードには青年時代から疑問だったことがある。

　何故なぜペルシア湾わん岸がんの石油生産施し設せつが全て封ふう鎖さされているのだろうか。

　原油枯こ渇かつのおそれはペルシア湾わん岸がんの油田だけの問題ではなかった。

　世界の他地域に比べて減少率は大きかったが、それでも絶対量としての埋まい蔵ぞう量りようにはむしろ余よ裕ゆうがあった。

　ソフィアに入隊して、連れん盟めいの事情もある程度知り得るようになって、彼かれはようやく答えらしきものを得た。

　彼かれらの故郷は見せしめだったのだ。

　中東の石油は、内乱勢力が地下資源を資金源として利用する方式の先さき駆がけとなった。

　だから内戦の時代の再来を避さける為ため、反政府軍──非国家軍と呼ぶ方が適切かもしれない──によって最初に利用されたペルシア湾わん岸がん地域から東地中海沿岸地域に掛かけての油ゆ井せいを凍とう結けつ対象にしたのである。

　ラシードが暮らしていたポリスは小規模だったが為ためにエネルギーが不足がちで、市民間の競争が激しかった。ポリスに居住する権利を守る為ため、足の引っ張り合いが日常化していた。

　もし、限られたエネルギー源を徹てつ底てい的てきである反面、コスト高のリサイクルに回さず、食料生産に多く分配し、従来無理なリサイクルで供給していた生活用品を石油製品で補えたなら、もっと多くの市民がポリスで暮らしていけたはずだ。

　彼かれが暮らしていたポリスだけに限ったことではない。ポリスの外では土木機械や作業機械がエネルギー不足で十分に動かせず、それが原因で災害と貧ひん困こんに苦しんでいる例も多い。

　太陽光発電を独立電源として稼か働どうする機械は高価で、ポリス外の住民には中々、いや、ほとんど手が出ない。今でも圧あつ倒とう的てきに安いのは内燃機関で動く機械だ。それら内燃機関動力機械も植物由来燃料の流通量によって稼か働どう率りつが左右されている現実がある。

　石油を燃料用よう途とに解禁することはポリス市民にとってもポリスに入れない人間にとっても大きな益がある。現在凍とう結けつしている石油生産設備を動かせば、現在世界が必要とするだけの原油は供給できるはずだ。核かく融ゆう合ごう発電が実現し太陽光発電が進歩した分、エネルギー源として必要とされる石油の量は減っているのだから。

　そして石油の需じゆ要ようが拡大すればラシードの故郷の油田も採さい掘くつを再開し、彼かれの同どう胞ほうは足を引っ張り合わなくても今より豊かに暮らせるはずなのだ。

　何故なぜ太たい陽よう系けい連れん盟めいは、資源の利用を必要以上に制限しているのか。

　その理由を「アルジェの男」から聞いて、それが事実だと確信させられた直後。ラシードはこれ以上連れん盟めいに忠誠心を持ち続けられないと思ってしまったのだった。

　だからこれは、仕方が無いことだった。

　ラシードが玲れい音ねに狙ねらわれるのも、玲れい音ねにラシードが反はん撃げきすることも。

　ホルスが頻ひん繁ぱんに軌き道どうを変えながらミスティムーンにレーザー砲ほうを撃うち込こむ。

　その全てがミスティムーンの展開するＭＩＤＦ──マクスウェルズ・インテリジェント・デーモン・フィールド、気体分子運動制せい御ぎよ力場の中を漂ただよう光線散乱粒子ＤＲＰによって遮さえぎられる。

　ホルスのレーザー砲ほうは六門の光条を一点に集めることによって最大の威い力りよくを発揮する。最初の一いち撃げきがまさにそれだった。その必殺の一いち撃げきを正面から防がれているのだから、追われながら放つ、焦しよう点てんを合わせる余よ裕ゆうが無い砲ほう撃げきを無力化されるのも、ある意味で当然だった。

　ホルスとミスティムーンの距きよ離りは、なおもジリジリと詰つまっている。幾いくら軌き道どうを変えても振ふり切れない。むしろこちらが軌き道どうを変えるたびに距きよ離りが縮まっている。

　元々ミスティムーンの足止めがラシードの目的なので最初から追つい跡せきを振ふり切ってしまうつもりは無かったが、手加減無しで逃にげても追いつかれてしまうというのは誤算だった。その所為せいで想定外に推すい進しん剤ざいの消費が激しい。

　ラシードは攻せめ手を変えることにした。
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　ホルスからの圧縮通信が母ぼ艦かんのセレスティファルコンに届く。

　それを受けて、セレスティファルコンの格納庫から小型無人機が発進した。

　その数、十二機。

　無人機はホルスの許もとへ駆かけつけるのではなく、セレスティファルコンから一定の距きよ離りを取って相対静止し、折り畳たたまれていた正方形格こう子し状じようのフレームを展開する。

　フレームには薄うすい鏡が取り付けられていた。鏡の面積は一平方メートル。反射率約九十パーセント。そしてその数、一機当たり一千枚。

　合計一万二千枚の鏡が一枚一枚別々に細かく動き太陽光を一点に集める。そのエネルギー量は十四メガワット。（一・三五ｋＷ／㎡×九十％×一万二千）

　十四メガワットがどの程度のものなのか具体例を挙げれば、摂せつ氏し零れい度どの氷四十二キログラムを解とかすエネルギーが一秒間に得られるということになる。

　それだけを聞けば大したことがないように思われるだろう。だが二十世紀に研究された一メガワットレーザー砲ほうは厚さ約六メートルの鋼板を一秒で貫つらぬけるという物だった。

　その十四倍のエネルギーを持つ光が一平方メートルの焦しよう点てんに集められる。

　焦しよう点てんの位置はミスティムーンの上ではなく、ホルスのすぐ傍そばだった。
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　ホルスのグレイブは柄えの両方に刃やいばが付いている。片方は三日月形、もう片方は左右に幅はば広ひろの直刀を取り付けた独特の形をしている。

　ラシードはその二ふた股またに分かれている方をミスティムーンへ向けた。

　ホルスの発する誘ゆう導どう電波に導かれ、一万二千枚の鏡に反射された太陽光がグレイブの刀身を照らす。

　鋭するどく光った刃やいばは、その直後、輝かがやきを失った。

　反射光が逸それたのではない。

　十四メガワットの太陽光が、柄えの先せん端たんから放たれている赤外線レーザーを増ぞう幅ふくし一体となってミスティムーンに照射されているのだ。

　ミスティムーンが回かい避ひ行動をとる。

　ホルスは慣性飛行のまま機体の姿勢だけを変えて、ミスティムーンを照準し続ける。

　太陽光をＥｘＡエクサにより変へん換かんしたレーザー光は、武器アームのレーザー砲ほうより威い力りよくが高いというわけではない。むしろ瞬しゆん間かん的てきな出力は劣おとっている。

　何故なぜ、ホルスはこんな大おお掛がかりな仕し掛かけを使った攻こう撃げきを行っているのか。

　武器アームのレーザー砲ほうはラシードのＥｘＡエクサと、ホルスの内部電源を使っている。レーザーを増ぞう幅ふくする為ための光源は、機体を動かす為ための大型キャパシタからエネルギーを得ている。

　それに対してグレイブの先から放たれているレーザーは、太陽反射光の波長、位相、方向をＥｘＡエクサで変化させているだけのものだ。サイクロニクス機関を動かす電力とラシードのＥｘＡエクサは使っているが、光源にエネルギーは費ついやしておらず増ぞう幅ふく元もとのレーザーの出力は無視できる程度でしかない。

　太陽反射光変へん換かんレーザー「ホルスの右目ホルス・ライト」は長時間の連続照射が可能な兵器なのである。

　止やむ気配のないレーザー光に、ミスティムーンの接近が止まった。相対距きよ離りを一定に保ったまま複雑な回かい避ひを行う。

　時折射線から外れるものの、ラシードはすぐに照準を修正しレーザーを浴びせ続ける。

　光線散乱粒子ＤＲＰは気体分子運動制せい御ぎよ装置によりコントロールされている。気体分子運動制せい御ぎよ装置は気体をドウルの周りに固定し、その狭せまい領域で気流を操あやつる装置だ（この領域をＭＩＤＦと呼ぶ）。より具体的には、窒ちつ素そを主成分とする不燃性の気体を二百八十Ｋ（摂せつ氏し七度）前後に保ち機体の周りを循じゆん環かんさせる装置だ。

　レーザー光を乱反射したＤＲＰは周囲の気体分子を加熱すると共に自分自身も熱運動する。元々周りの宇宙空間より三百度近く高い温度を保っていた気体分子運動制せい御ぎよ装置は、その熱を放射により周囲へ逃にがすことでＭＩＤＦを維い持じしようとする。

　しかしレーザー光の照射が長時間に及およべば、いずれ冷れい却きやくが間に合わなくなる。ドウルの光学防ぼう御ぎよを崩くずす為ためには、出力が多少劣おとっても長時間指向性ビームを浴びせ続ける方が正解なのだ。

　ミスティムーンの防ぼう御ぎよシステムも、強度はともかく基本的な仕組みは同じであるはずだ。現に乳白色の機体は接近を中断している。このまま照準から逃にがさなければ、ミスティムーンの対光学兵器防ぼう御ぎよは崩ほう壊かいしレーザー砲ほうでダメージを与あたえることができる。

　機体を大破させる必要は無い。ただ動けなくするだけで良いい。

　ラシードはそう考えた。
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　玲れい音ねがホルスへの接近を中断したのは、加速にＥｘＡを使っているとＭＩＤＦの冷れい却きやくが間に合わなくなっていたからだった。

　ミスティムーンの対光学兵器防ぼう御ぎよが揺ゆらいでいるというラシードの見方は誤っている。玲れい音ねのＥｘＡエクサは「念動」。彼かの女じよは気体分子の熱運動を、サイクロニクスで増ぞう幅ふくしたＰＫにより直接抑おさえ込こむことで温度上じよう昇しようを防いでいた。

　このままならラシードのＥｘＡエクサが途と切ぎれるか玲れい音ねのＥｘＡエクサが途と切ぎれるか、我が慢まん比べだ。スタミナ勝負でも、玲れい音ねには勝つ自信がある。

　しかし今、持久戦を演じている時間は無かった。

　航こう宙ちゆう機きアブハラムが、その主あるじであるパテルが、朱あか理りと蒼あお生いが援えん軍ぐんを待っているのだ。

（もう誰だれも、私から奪うばわせはしない）

　玲れい音ねの胸に蘇よみがえったのは痛み。

　マユリの喪そう失しつにより刻まれた新たな傷が、古い痛みまでも呼び起こす。

（私は、喪そう失しつを、拒きよ絶ぜつする！）

　玲れい音ねは、回かい避ひを止やめた。

　レーザー光が色も無く弾はじける中で、ミスティムーンの左ひだり腕うでを上に伸のばす。

　彼かの女じよの愛機の盾たては二層構造になっている。外側が四メートル×四メートルのプレートを二枚縦に並べた配置。内側が二メートル×八メートルのプレートを横に並べた配置だ。

　この内、外側の一枚を玲れい音ねは切り離はなした。ガイドレールに沿って排はい出しゆつされた正方形のプレートがミスティムーンの前に浮うかぶ。

　その裏に、玲れい音ねはミスティムーンの左手を当てた。

　プレートに持ち手はない。だがミスティムーンの掌てのひらは、プレートの中心に貼はり付いた。

　念動による固定。

　そして玲れい音ねは彼かの女じよが持つもう一つのＥｘＡエクサ、「遮しや断だん」を行使する。

　心有るものも心無きものも、一いつ切さいの害意を拒きよ絶ぜつする力場が正方形のプレートとミスティムーンの左ひだり腕うでを覆おおう。

　ＭＩＤＦを縮小し、プレートをその外へ突つき出した。

　太陽反射光変換レーザーホルス・ライトを、「遮しや断だん」の力を宿した盾たてがはね返す。

　玲れい音ねは左手で盾たてを構えたまま、ミスティムーンをホルス目め掛がけて一直線に突とつ進しんさせた。
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　ラシードはセレスティファルコンに連れん絡らくして「ホルスの右目ホルス・ライト」を止め、武装アーム六門のレーザー砲ほうによる一点集中射しや撃げきでミスティムーンの盾たてを貫つらぬこうとした。

　だが何の変へん哲てつも無く見える正方形のプレートは、熱で変色することさえなかった。

（これがミスティムーン……。これがウォード少しよう尉いのＥｘＡエクサなのか!?）

　如何いかに耐たい熱ねつ性能が高い炭素繊せん維い複合セラミックス装そう甲こう板ばんといえど、大出力レーザー砲ほうの照射を受けて全く影えい響きようが見られないのはおかしい。シールドの材質以外の要因、ＥｘＡエクサの作用に因よるものとしか考えられない。

　計測不能のＳＩＭＡシーマ指数。

　ソフィア最強の能力値を持つエクサー。

　ラシードにも自負心がある。玲れい音ねに関するこの手の噂うわさ、こうした評価を聞くたびに、彼かれは心の中で密ひそかに対たい抗こう心しんを燃やしていた。

　単純な計測数値では負けているかもしれないが、実戦では、自分が得意とする戦場では負けない。ラシードがそう考えていたのは、艦かんの、部隊の精神的支柱を担になう「エース」として当然だった。

　しかし今、彼かれは打ちのめされつつあった。

　客観的ではあるが抽ちゆう象しよう的てきな数字が、主観的な実体を伴ともなって彼かれの心にのし掛かかっていた。

　エース会議のメンバーは、お互たがいに保有するＥｘＡエクサの性質を知っている。玲れい音ね＝ウォード少しよう尉いのＥｘＡエクサが「念動」と「遮しや断だん」の二種類であることは、ラシードも知識として知っていた。しかしそれが実際にどう用いられるものなのかは分かっていなかった。

　玲れい音ねが持つ二つのＥｘＡエクサの内、「念動」は分かり易やすい。普ふ通つうに考えて、物体を動かす能力だろう。

「遮しや断だん」についてラシードは、ステルスに関係する能力だと推理していた。光や音や電磁波を遮しや断だんすることで相手の探知を妨さまたげる。メインとなるＥｘＡエクサは「念動」で、「遮しや断だん」は副次的な能力だと彼かれは考えていた。

　自分は彼かの女じよのことを甘あまく見ていた、とラシードは思わずにいられない。認めたくはないが、ティーンの少女ということで色眼鏡を通してしまったのだろう。

　今、彼かれのＥｘＡエクサによって増ぞう幅ふくされたレーザー光を遮さえぎっている力。

　これこそが「遮しや断だん」に違ちがいなかった。

　計測不能のＥｘＡエクサにより敵の攻こう撃げきを遮しや断だんする超ちよう防ぼう御ぎよ。正面からでは、この防ぼう御ぎよは破れない。ホルスの武装では、ラシードの能力では玲れい音ねの「遮しや断だん」を貫つらぬくことは不可能だ。

　付け入る隙すきがあるとすれば、ミスティムーンがわざわざシールドを分ぶん離りしてレーザー光を防いでいるという点だ。

（おそらく……ウォード少しよう尉いの「遮しや断だん」は、全方位をカバーできない）

　そこに突とつ破ぱ口こうがある。ラシードはそう考えて、己おのれを鼓こ舞ぶした。

　ミスティムーンが急速に近づいてくる。

　今から再加速しても、時じ間かん稼かせぎすらできない。それに遠えん距きよ離り砲ほう撃げきが通用しない以上、ラシードもこれ以上接近を避さけるつもりは無かった。

　ＥｘＡエクサによる防ぼう御ぎよが一方向に限定されるなら、防ぼう御ぎよの無い方向から攻こう撃げきを撃うち込こめば良いい。相そう互ごの距きよ離りが縮まる程ほど、移動距きよ離りに対して移動角度は大きくなる。

　ならば攻こう略りやく法ほうは、機動力を活いかした至近距きよ離りからの攻こう撃げき。超ちよう近きん距きよ離り射しや撃げきを交えた白兵戦。

　ホルスの腕うでがグレイブの柄えをクルリと回して、三日月形の刃やいばが前に来るよう持ち直した。刺さす股またのように三日月が上を向いている形ではなく、横を向いている形状だ。外反りのサイドは研とぎ上げられているが、動どう力りよく鋸のこぎりのようなギミックは付いていない。内反りのサイドは平らな峰みねになっている。

　ラシードは武器アームのレーザー砲ほうを止めた。そして機体をミスティムーンに正対させる。

　ミスティムーンは正方形のプレートを前に翳かざした体勢のまま、真まっ直すぐに突つっ込こんでくる。

　ホルスはそれを、正面から待ち構えた。
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　ミスティムーンと視界を共有する玲れい音ねに、ホルスの姿は見えない。前に翳かざしたシールドが視線を遮さえぎっている。

　だがミスティムーンのセンサーは敵機の姿を捉とらえていた。シールドの向こうに投とう影えいされるワイヤーフレームの合成映像。ドウルマスターの視界は結局のところ、ドウルの視覚センサーが再構成したものだ。見え方が多少違ちがっていても、それを疑う理由はない。

　接せつ触しよくの直前、ホルスを表すフレームが横を向いた。ミスティムーンの左に回り込こもうとしている。左手で盾たてを構えている敵の左サイド、ブラインドを突つこうという動きだ。

　ホルスはその構造上、上向きの加速は群を抜ぬいている。だがそれ以外の方向への機動はヤクシャやケイツァルと大した差はない。あらゆる方向への機動性という点では、ミスティムーンの方が優まさっている。

　玲れい音ねは機体を左にターンさせた。

　ミスティムーンとホルスの視線がぶつかり合う。

　玲れい音ねが左手のシールドを手て離ばなす。四×四メートルのプレートがホルスの視界を遮さえぎることはなかったが、その攻こう撃げきの出で端ばなを挫くじいた。

　ミスティムーンが浮ふ遊ゆうするプレートを回り込こむ。

　だがホルスはさすがに、無む抵てい抗こうで斬きり伏ふせられる程ほど弱くはなかった。

　三日月側のグレイブの内側に無数の細い線が走る。

　滑なめらかに見えてその実、細かな階段状になっている円えん弧この内側を反射して、少しずつ外に折れ曲がりながら最終的にグレイブの先へ逃にげていくその線は、機体の電子頭脳により可視化処理されたレーザーの光条だ。

　線が密集しほとんど面になったレーザーの刃やいばで、ホルスがすくい上げるように斬きり掛かかる。

　自分の得物に「遮しや断だん」を纏まとわせ、玲れい音ねはレーザーのグレイブと真っ向から斬きり合った。

　星形の方ほう天てん戟げきがレーザー光を遮さえぎり、三日月の内側に打ち込こまれる。

　体格で劣おとるミスティムーンの一いち撃げきが、ホルスのグレイブを大きく弾はじき飛ばした。

　ホルスの左ひだり肩かたの上から伸のびる武装アームがミスティムーンに向けられる。

　ミスティムーンの右みぎ肩かたのジョイントが回転してシールドの向きが変わり、そこから細長い板が飛び出して、そのエッジで武装アームを根元からへし折った。

　玲れい音ねとラシードはお互たがいにＭＩＴＵミツツの特性を活いかして四し肢し以外の部位を操あやつりながら、両手に持つ武器を振ふるった。

　流れた得物を引き戻もどして防ぼう御ぎよの体勢を取ろうとするホルス。

　だが一いつ瞬しゆん早く、ミスティムーンの斬ざん撃げきがホルスの首を水平に薙ないだ。

　光線散乱粒子ＤＲＰによって赤外線レーザーが乱反射し、補正された視界が血ち煙けむりのような赤に染まる中、ホルスの首が飛ぶ。

　サイクロニクス機関の制約に力を失うホルスへ向けて、ミスティムーンの星形方ほう天てん戟げきが襲おそい掛かかる。

　上から下へ、下から上へ連続で翻ひるがえった刃やいばが、武装アームの土台ごと両りよう肩かたを切り落とす。

　水平に走った方ほう天てん戟げきが、腰こしの少し下で両足を上半身から切り離はなす。

　頭部、両りよう腕うで、下半身を失ったことで、ホルスは完全に無力化された。




　脚きやく部ぶのタンクに残った推すい進しん剤ざいが爆ばく発はつすることは無かった。

　両りよう腕うでを根元から切り落とした際、上半身のスラスターもほとんどが破損してしまったようだ。

　ホルスの残ざん骸がいに軌き道どうを押おし上げる能力は残っていない。

　このままではゆっくりと重力に引かれて、いずれ地球に落ちてしまうだろう。

　玲れい音ねは宙に漂ただようプレートを念動で呼び寄せ、ガイドレールの中にセットした。

　そして、頭部を失ったホルスの首を摑つかみ、念動を行使して「上」へ向かい放り投げる。

　衛星軌き道どうを脱だつ出しゆつする程ほどの速度は与あたえていない。いずれ放物線を描えがいて落ちてくるだろうが、誰かが迎むかえに来るまでの時間的余よ裕ゆうはあるはずだ。
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　玲れい音ねは、抵てい抗こう力りよくを失ったラシードを、殺す気になれなかった。だからといって捕ほ縛ばくしている余よ裕ゆうは無い。ホルスとの交戦で少なからぬ時間を消費している。

　ラシードがゲノムスに助けられて、再び敵として彼かの女じよの前に立ち塞ふさがるとしても、玲れい音ねは別に構わなかった。

　ゲノムスは潰つぶす。

　ゲノムスに味方する者は倒たおす。

　玲れい音ねはシンプルに、そう決めている。

　自分が死ぬとは思っていない。自信過か剰じようなのではなく、思考がそこまで回っていないのだ。考えて、判断して決めているのではなく、感情が、衝しよう動どうが、玲れい音ねを駆かり立てている。

　だから「ここでラシードを逃にがしたら次は自分がやられるかもしれない」などという計算はしない。思いつかない。玲れい音ねは自然にラシードのことを意識から追い出して、朱あか理りたちの救きゆう援えんに向かう。

　補助ブースターが無くなってしまったので、速度は先さき程ほどの半分しか出ない。それでも通常のタイタニック・ドウルが補助ブースターを使うより速いのだが、戦せん闘とう中ちゆうに高度を上げたこともあり、アブハラムまでの距きよ離りはさっきよりむしろ広がってしまっている。戦せん闘とうでロスした時間も合わせれば、アブハラムとの合流が当初の予定より一時間以上遅おくれる計算だ。

（間に合ってください）

　それだけを念じて、玲れい音ねは宇宙そらを翔かけていく。
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　朱あか理りのアイアンメイデンが合流したことで、蒼あお生いは一息ついていた。こちらはインドラとアイアンメイデンの二機になってしまったが、敵の数も半数に減っている。味方を四機失い、敵の八機を退しりぞけた勘かん定じようだ。

　大戦果と言えるが、どうやら敵には無理をするつもりが無いようだ、というのも大きかった。ゲノムスのグリフィン・ブラックは片かた腕うでが動かなくなるとかメインになるスラスターの一部を失うとか、そういう戦せん闘とう続行にとって致ち命めい的てきではない損害を受けた段階で撤てつ退たいしていく。本当の意味で撃げき破はしたと言えるのは朱あか理りが最初に墜おとした四機くらいだ。

　もしかしたら修理に戻もどっているのかもしれないが、「敵と刺さし違ちがえてでも」といった執しゆう念ねんが見られないのは確かだ。そこまで徹てつ底てい的てきにやられていたらインドラの戦せん闘とう力りよくを以もつてしても防ぎきれなかっただろうから、蒼あお生いとしては間ま違ちがいなく助かっているのだが。

　ただ、こちらに都合が良すぎないか、という不安はある。敵の狙ねらいが読めない。そこが、不気味だった。

『蒼あお生い、ボサッとしないで！』

　蒼あお生いがちょっとした考え事に気を取られていた隙すきに、敵のドウルが接近している。蒼あお生いは残ざん弾だんが残りわずかとなっていたガンジャベリンを撃うち尽つくし、敵機の足が鈍にぶった隙すきに慣性制せい御ぎよの出力を最大にしてその背後に迫せまった。

　推すい進しん剤ざいの残量が気になり始めてから、蒼あお生いはスラスターをフルに噴ふかすのではなく慣性制せい御ぎよの出力を調整して最大の加速を得るやり方に切り替かえていた。訓練では中々身につかなかった技術を実戦の中で修得した格好だ。

　その甲か斐いあって、派手な加減速を長時間繰くり返しているにも拘かかわらず、ここまで何とか推すい進しん剤ざいを持たせている。だがそろそろ本当に限界が近づいていた。

　インドラの接近に気づいた敵が、攻こう撃げきを受ける前に遠ざかっていく。

「ゴメン、教えてくれて助かった！」

　朱あか理りに答えを返す余よ裕ゆうを取り戻もどした蒼あお生いは、

「パテル先生、ガンジャベリンの補給をお願いします！」

　アブハラムに弾たまの補給を要求する。

　インドラ目め掛がけて、アブハラムから武器コンテナが射出される。

　それを慣性制せい御ぎよで受け止めて、蒼あお生いは素す早ばやくガンジャベリンのマガジンを交こう換かんし予備を盾たての裏側にある武器ラックに固定した。

『先生、Ｌ３ベースの援えん軍ぐんはまだなんですか!?』

　焦じれた声で朱あか理りが叫さけぶ。気持ちは蒼あお生いも同じだった。月と同じ軌き道どうを巡めぐっているＬ３ベースと静止軌き道どうの内側、準同期軌き道どう（地球を半日で一周する軌き道どう）を進むアブハラムの間には三十六万キロの距きよ離りがあるとはいえ、戦せん闘とう開始から二時間が経たとうとしている。補助ブースターを使って緊きん急きゆう発進すれば、そろそろ到とう着ちやくして然しかるべき時間だ。

『……Ｌ３ベースからの応答は無い。何かトラブルがあったのかもしれない』

『そんな、今いま更さら！』

　朱あか理りが悲鳴を上げた。Ｌ３ベースの援えん軍ぐんを当てにして絶対的劣れつ勢せいの中で戦ってきたのだ。今いま更さら助けが来ないと聞かされては、弱気になるのも当然だった。

「姉さん！　来ないものは仕方が無いよ！」

　しかしここで折れてしまえば勝てる戦いも勝てなくなる。それをいち早く悟さとって発はつ奮ぷんを促うながしたのは、いつもと逆。蒼あお生いの方だった。

『そ、そうね。ゴメン、蒼あお生い。先生、失礼しました』

　敵の波状攻こう撃げきを押おし返しながら、朱あか理りがすぐに立ち直りを見せる。

『いや、私の方こそ隠かくしていて済まなかった。一体何が起こっているのか分からないが、最も早はや援えん軍ぐんを待っているのは得策ではない。二人とも、合図をしたら艦かん尾びについてくれ』

『どうするんですか？』

　パテルの指示に、朱あか理りが当然の疑問を返す。

『係留フックを出すから、それに摑つかまって慣性中和を最大にするんだ。加速するアブハラムから振ふり落とされないように。ＭＩＤＦの出力も全開にしておいてくれ』

　その指図の意味を悟さとった朱あか理りの声が裏返る。

『まさか、大たい気き圏けんに突つっ込こむんですか!?』

『急降下して大たい気き圏けんの上層を掠かすめる』

『大たい気き圏けん上層って、何処どこまで降りるんです!?』

『高度二百キロまでだ。まともに大たい気き圏けんへ突つっ込こむつもりは無いから心配するな』

　地球降下で空気の影えい響きようを本格的に考こう慮りよしなければならない「大たい気き圏けん突とつ入にゆう」高度は、地上百二十キロメートル付近からだ。なお余談だが、「再」突とつ入にゆうでないのはアブハラムが宇宙で建造された船だからである。

『その後スイングバイも使って減速し、地球周回軌き道どうに復帰する』

　現在位置からだと地球公転方向の前を横切る形となる。最接近後は減速スイングバイの効果も利用して効率的に減速し、衛星軌き道どうから飛び出すのを防ぐプランだ。

「敵の攻こう撃げきはどうするんですか？　こちらの思いどおりにさせてはくれないと思いますが」

『敵の攻こう撃げきパターンを解かい析せきした。百五十秒後に、三十秒のインターバルが生じる』

　敵を撃げき退たいしながら質問した蒼あお生いに、パテルは自信ありげな答えを返した。

「姉さん、やろう。このままじゃ、どっちにしたってジリ貧ひんだ」

　パテルは自分のプランが成功すると確信している様子だ。他にアイデアがない以上、蒼あお生いはそれに賭かけても良いいと考えた。

『そうね。了りよう解かいです、先生』

　朱あか理りにも、これ以上の異議は無かった。
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　急降下して大たい気き圏けん上層を掠かすめ、再び地球周回軌き道どうに復帰。

　パテルも朱あか理りも蒼あお生いも気づいていなかったが、これはゲノムスが磐いわ都とアイランドを──正確には、アイランドに向かうポリス宇宙軍の空くう宙ちゆう母ぼ艦かんを──襲しゆう撃げきした際に使った戦術だ。

　そしてゲノムスの作戦スタッフは、追い詰つめられたアブハラムがこの手を使って包ほう囲い網もうから逃のがれようとするだろうと予測していた。

　いや、誘ゆう導どうしていたと言った方が正確かもしれない。パテルが指し摘てきした攻こう撃げきの合間に現れるインターバルは、大たい気き圏けん上層へ降下する為ための準備時間として敢あえて用意された隙すきだった。

『ウェイ隊長。ターゲットが降下を始めました』

　リナ＝ベルナー＝ファムから報告を受けるまでもなくウェイの視界には、艦かん尾び両りよう脇わきのノズルから炎ほのおを吐はき出してほとんど真っ逆さまに地球へ突つっ込こんで行く輸送工作艦かんの、ズーム映像が映っている。

「待ち伏ぶせ部隊のフォローに向かう。全機、続け」

　用意した全二十機のグリフィン・ブラックの内、この場に投入したのは十六機。残る四機は高度三百キロの低てい軌き道どうをドウルキャリアーに摑つかまって地球を周回している。アブハラムを待ち伏ぶせる為ためだ。

　緒しよ戦せんでアイアンメイデンに大破させられた四機は、ウェイにとって計算外だった。機体数で敵の三倍近い兵力を用意したのは、第一に敵の戦意を挫くじいて降こう伏ふくに追い込こむ為ためだったが、敵が徹てつ底てい抗こう戦せんした場合も数の優位を活いかした持久戦で大きな損害を避さける方針だったのだ。

　アイアンメイデンの命知らずな戦い方は、ウェイにとって想定外のものだった。

「命知らず」はウェイにとって称しよう賛さんの対象にはならない。ヒロイズムに酔よって、友軍を危険に曝さらす。自分が死ぬだけなら自じ業ごう自じ得とくだが、味方のドウルが一機減るだけで、戦せん況きようは大きく悪化するのだ。

　そんな馬ば鹿かのお蔭かげで貴重な戦力を失ったのは、ウェイにとって実に不ふ愉ゆ快かいなことだった。この戦せん闘とう中ちゆう何度も「サラスヴァティ＝パテルを生きたまま確保。または新型ドウルをドウルマスターごと捕ほ獲かく」という命令を無視して本気で攻こう撃げきしたいという誘ゆう惑わくに駆かられていた。

　だがようやく、忍にん耐たいを強しいられた作戦にもけりがつく。ウェイはこの場に残ったグリフィン・ブラック各機に命令を下し、先頭に立ってアブハラムを追いかけた。
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　衛星軌き道どうを周回中の宇宙船が一いつ旦たん減速することで高度を下げ、位置エネルギーを運動エネルギーに変えることで再加速する。

　こういう古典的な手順ではなく、推すい進しん剤ざいを燃ねん焼しようさせて得た推力でアブハラムは高度二万キロメートルの準同期軌き道どうから高度二百キロのライン目指して猛もう烈れつな勢いで加速している。

　高度二百キロというのは無動力の人工衛星が空気の抵てい抗こうで急激に速度を落として落下を始める境界線的な高さだ。敵の追つい撃げきを振ふり切る為ために減速を最小限に止とどめたいアブハラムのクルーが割り出したコースだった。

　アブハラムのメインスラスターは艦かん尾び両側についている。艦かん体たいの真後ろは噴ふん射しや炎えんを浴びない安全地帯だ。インドラとアイアンメイデンはこの場所で係留ワイヤーのフックに摑つかまって、加速する輸送艦かんに引っ張られていた。

　猛もう烈れつな加速といっても、コクピットの二人はそれを全く感じていない。搭とう乗じよう者しやの蒼あお生いと朱あか理りだけでなく、機体自体にも余計な負ふ荷かは掛かかっていない。慣性制せい御ぎよシステムの恩おん恵けいだ。

　この程度では、航こう宙ちゆう機きにとっては急加速でもタイタニック・ドウルにとっては日常的なレベル。まして今は摑つかまっているだけで、操縦の負担はほとんど無い。手を離はなさないように気をつけながら、索さく敵てきシステムの反応に目を配る以外にすることは無かった。

　そして探知可能なレンジはインドラの方がアイアンメイデンより広い。

　だから敵てき影えいに気がついたのは、蒼あお生いが一番早かった。

「左さ舷げん後方より接近する機き影えいあり！」

『何だって!?』

　蒼あお生いの叫さけびに、アブハラムの探知機器オペレーターが悲鳴を返す。

　その声には取り合わず、蒼あお生いはインドラが告げる情報を読み上げた。

「ドウルキャリアーとドッキングしたドウルが二機。ドウルはつい今し方まで交戦していた物と同じ機種です！」

　朱あか理りを含ふくめた味方にそこまで伝えて、蒼あお生いは敵の反応がそれだけではないことに気がついた。

「右う舷げん後方にも同じ反応！　このままだと接せつ触しよくします！」

　敵は低い軌き道どうからこちらに追いついてきている。軌き道どうが低くなればなる程ほど、地球を一周するのに必要な時間は短くなる。それでも現在の高度で周期は約一時間半だ。

　一体どうやってアブハラムの降下とタイミングを合わせたのか。

　いや、そもそもアブハラムが大たい気き圏けん上層を掠かすめる逃とう走そうコースを選ぶことが、何故なぜ分かったのか……。

『蒼あお生い、撃うち落とすわよ！』

　衝しよう撃げきで暴走しかけていた思考が、姉の[image: 叱]しつ咤たで現実に復帰する。

（今はそんなことを考えている場合じゃない！）

　アイアンメイデンが係留ワイヤーを腰こしに巻き付ける。フックにワイヤーを通して固定すると、左さ舷げんの敵へ砲ほう撃げきを始めた。

　蒼あお生いも姉に倣ならってインドラをワイヤーで固定し、右う舷げんの敵にガンジャベリンを放つ。

　敵機の横で、小さな閃せん光こうが弾はじけた。命中しなかったガンジャベリンが自じ爆ばくした光だ。

　敵はこちらの軌き道どうと緩ゆるやかに交差するコースを飛んでいた。既すでに五十キロメートル以内、ガンジャベリンの射程距きよ離り内ないに入っている。

　ドウルを操縦している最中のドウルマスターは、身長二十メートル～二十五メートルの巨きよ人じんの視点で知覚し、判断し、行動している。自分が十倍～十三倍に巨きよ大だい化か、あるいは世界が十分の一から十三分の一に縮小した感覚だ。

　距きよ離り五十キロメートルは四キロ～五キロに当たる。宇宙空間戦せん闘とうで五十キロといえば数秒で踏とう破はしてしまう距きよ離りだが、歩兵が四キロメートル離はなれて撃うち合うと考えれば決して近くない。

（命中！　……したけど、駄だ目めか）

　二発目は敵の装そう甲こうの上で小さな火花を散らしたが、ダメージを与あたえるには至らなかった。

　質しつ量りよう弾だんでドウルを撃げき破はするのは難しい。慣性中和で貫かん通つう力りよくが殺されてしまうからだ。

　それはドウルの携けい行こう火器であるガンジャベリンであっても同じ。対象がドウル以外であれば高い貫かん通つう力りよくを発揮するガンジャベリンだが、対ドウル戦せん闘とうにおいては熱ねつ衝しよう撃げきで装そう甲こうを破は壊かいするのが主たる機能になる。

　だがそれも慣性中和フィールドの中ではほとんど役に立たない。先せん端たんに仕し込こまれた炸さく薬やくが起き爆ばくすると同時にその爆ばく発はつが後退推力となって弾だん体たいが一いつ瞬しゆんで跳はね返ってしまう為ため、十分に熱を伝えることができない。

　しかし全く効果が無いわけではない。効果ゼロならば、そんな物が装備されるはずはない。

（分ぶん離りした直後を狙ねらえば……）

　質量兵器を無効化するのは慣性中和フィールドだ。ガンジャベリンを無効化しているのもサイクロニクス機関による慣性中和だ。だから理り屈くつの上では、慣性制せい御ぎよが作用していない隙すきを狙ねらえば携けい行こう火器でドウルにダメージを与あたえることができる。

　ドウルキャリアーとドッキングしたままでは急きゆう旋せん回かいや急減速はできない。飛んでくる小さな弾だん体たいの慣性を中和することはできても、ドウル自身の半分から等倍のサイズを持つドウルキャリアーの慣性を完全にコントロールするのは、普ふ通つうのドウルには不可能なことだ。

　敵機はアブハラムと緩ゆるやかに交差する軌き道どうで飛んでいる。同じ軌き道どうでない以上、それ程ほど時間が経たたない内に今度は遠ざかっていく。

　敵の意図が一いち撃げき離り脱だつにあるのならそれでも構わないだろうが、こちらを捕ほ獲かくしようとしているのなら軌き道どうと速度を同調させる必要がある。敵の目的は多分、後者だ。

　ならばドウルキャリアーと分ぶん離りして、ドウルだけで接近を図はかるはず。軌き道どう・速度の同調はキャリアーとドッキングしたままでは行えない。そしてドウルキャリアーと分かれる際に、慣性制せい御ぎよ力場を再構築する必要がある。慣性制せい御ぎよが及およぶ範はん囲いをドウルキャリアーを含ふくめた領域から自分自身のみに切り替かえる。

　付け入る隙すきがあるとすれば、その最中だ。

（まだだ。慌あわてるな）

　蒼あお生いが自分にそう言い聞かせた直後のことだった。

　敵のドウルがドウルキャリアーとのドッキングを解除しているのが、望遠モードになった視界に映る。

　蒼あお生いはガンジャベリンの引き金を三回引いた。それをもう一度繰くり返す。

　敵一機につき三発放った針のような弾だん体たいの内、命中したのは一発だけだった。

　ドウルキャリアーから爆ばく炎えんが上がる。

　一いつ瞬しゆん、何が起こったのか蒼あお生いには分からなかった。

　蒼あお生いが放ったガンジャベリンは、ドウルキャリアーの推すい進しん剤ざいタンクを貫つらぬいたのだ。

　爆ばく発はつの衝しよう撃げきが分ぶん離りしたばかりのドウルを後方へ押おし戻もどす。スピードを失ったドウルが急激に高度を落としていく。後続のドウルが僚りよう機きの救助に向かっている。

　爆ばく発はつに巻き込こまれたドウルマスターの方は助かるだろう。だが爆ばく発はつしたドウルキャリアーの方は、おそらくどうしようも無い。

　蒼あお生いには、ドウルキャリアーのパイロットを心配している余よ裕ゆうも無かった。

　大破したドウルキャリアーが、アブハラムに向かって突つっ込こんでくる。

　悪意に満ちた偶ぐう然ぜんに対する蒼あお生いの反応は、反射的なものだった。

　右手に持っていたガンジャベリンを投げ捨て、右みぎ肩かたの小型の盾たてに固定していたジグソー・グレイブを引き抜ぬく。

　インドラの左手で係留フックを摑つかんだまま、スラスターを作動させる。残り少ない推すい進しん剤ざいを噴ふかして、インドラをアブハラムとドウルキャリアーの間にねじ込こんだ。

　衝しよう突とつコースを突つき進むドウルキャリアーへ、右手一本でフォチャード型のジグソー・グレイブを振ふり下ろす。残ざん骸がいを切ってしまうと破は片へんがアブハラムの船体を傷つける可能性が高いので、いつもとは逆に、相手の慣性を最大限中和する。

　振ふり抜ぬかれるジグソー・グレイブ。

　バラバラになることなく弾はじき飛ばされるドウルキャリアー。

　残ざん骸がいは蒼あお生いが狙ねらったとおり大たい気き圏けんへ落ちていく。その反動でインドラの巨きよ体たいが背後に流れるが、蒼あお生いは特に慌あわてていなかった。

　それ程ほどの勢いではないし、命いのち綱づなの係留ワイヤーも握にぎっている。推すい進しん剤ざいの残量はごくわずか、あと一回機体の向きを変えるだけで完全に尽つきてしまうだけしか残っていないが、遭そう難なんする心配は無い。

『蒼あお生いっ！』

　そう安心してしまったのが悪かったのか。

　焦あせりも露あらわな朱あか理りの声に対する蒼あお生いの反応は、危機回かい避ひに必要とされた速度に及およばなかった。

　振ふり向いたインドラは、大破したグリフィン・ブラックの接せつ触しよくを許してしまう。

　朱あか理りのガンジャベリンに撃うち抜ぬかれた機体だ。

　ジグソー・グレイブを振ふるうには近すぎる。

　蒼あお生いはインドラの左ひだり前ぜん腕わん部ぶを敵機に叩たたきつけた。

　右みぎ腕うでのガントレット程ほどではないにしても、インドラは左ひだり腕うでの装そう甲こうも厚い。損傷を負うことなく、インドラはグリフィン・ブラックを払はらいのけた。

　ただ一つの誤算は、左手に命いのち綱づなを握にぎっていて、それを敵の目の前に曝さらしてしまったことか。

　敵機の破損した装そう甲こうの断面が刃やいばの鋭するどさを持っていたことも、運が悪かったとしか言いようがない。

　グリフィン・ブラックとの接せつ触しよくで、係留ワイヤーが切れた。

　敵の機体を上に払はらいのけた反動で、インドラが地球に落ちていく。




「蒼あお生いっ！」

　朱あか理りには、インドラに手を差し伸のべる余よ裕ゆうが無かった。敵のドウルは、まだ一機残っていたのだ。

　インドラがゆっくり離はなれていく。

　アイアンメイデンの十じゆう文もん字じ槍やりに右みぎ肩かたを貫つらぬかれた敵機が退たい却きやくしていく。

『朱あか理り、止やめなさい！』

　アイアンメイデンの操縦が、突とつ如じよロックされた。

「パテル先生、何をするんですかっ！」

　朱あか理りが通信機に絶ぜつ叫きようする。通常のドウルに外部から操縦をロックする機能は無いが、実験機のアイアンメイデンは「ドウルマスター保護モード」への移行コマンドを母ぼ艦かんから送信することにより、マスターに危険をもたらす操作を受け付けなくすることができる。

『アイアンメイデンにはもう、推すい進しん剤ざいが残っていない！　分かっているだろう？』

　インドラの救出に向かおうとした朱あか理りの操縦は、アイアンメイデンの電子頭脳によって自殺行こう為いだと判定されたのだ。

「でもっ！」

『大だい丈じよう夫ぶだ。たとえ推すい進しん剤ざいが無くなっていても、インドラは地表に落下したくらいで壊こわれはしない。インドラは必ず、蒼あお生い君を守る』

「…………っ」

　朱あか理りは奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。今飛び出しても二重遭そう難なんにしかならないことは、理性では分かっている。だが、理性で感情を納なつ得とくさせられるシチュエーションでもなかった。

『それより敵の追つい撃げきを振ふり切ることを考えよう。多少荒あらっぽい操そう艦かんになるが、推すい進しん剤ざい残量の許容限度まで加速する。すまないが、アイアンメイデンの操縦はロックしたままにさせてもらうよ』

「……了りよう解かいです」

（蒼あお生い、必ず助けに行くから！）

　朱あか理りは祈いのるように、それだけを心に念じた。




　　　◇　◇　◇




［緊きん急きゆう着陸シークエンス開始］

（何だ？）

　突とつ如じよバイザースクリーンに表示されたメッセージに、蒼あお生いは首を傾かしげた。

　自分がどういう状じよう況きように置かれているのか、彼かれにも分かっている。タイタニック・ドウルは大たい気き圏けんに突とつ入にゆうして地表に到とう達たつする能力を持っているが、それは十分な量の推すい進しん剤ざいが残っている場合の話だ。

　それでも、何もせずに死を待つことはできない。それでは自殺と変わらない。

　蒼あお生いは左ひだり肩かたのシールドを下にして、気体分子運動制御領域ＭＩＤＦに全てのＳＩＭＡシーマを注ぎ込こんだ。

　全てを注ぎ込こんでいた、つもりだった。

「グァッ」

　頭が割れそうな激痛に、蒼あお生いは思わず苦鳴を漏もらした。

　蒼あお生いの声に、インドラは反応を返さない。

　ＭＩＤＦが拡大し、機体に沿って展開される形状からインドラを包み込こむ繭まゆのような楕だ円えん球体に変化する。

　その間にもインドラは高速で落下している。

　高度が下がり、大気の密度が上がる。

　ＭＩＤＦの表面に灼しやく熱ねつのプラズマが生じた。

　本格的に大たい気き圏けんへ突とつ入にゆうしたのだ。

　視界全てを燃え上がるプラズマの光が覆おおい尽つくす。

　拡大したＭＩＤＦは、その熱を完全に遮しや断だんしている。

　しかし蒼あお生いにそれを認にん識しきする余よ裕ゆうは無かった。

　激痛は頭だけでなく、首から胸、心臓にまで広がっている。彼かれの意識は既すでに薄うすれていた。

　だがインドラのサイクロニクス機関に対するＳＩＭＡシーマの供給は止まらない。ドウルマスターの意思が必ひつ須すのはずの、ＳＩＭＡシーマ放出が途と切ぎれない。

[image: ]

　燃え上がる空気の抵てい抗こうで、インドラの落下にブレーキが掛かかる。

　落下速度が加速から減速に転じた。

　プラズマの発光が薄うすれる。

　インドラが両手両足を大の字に広げた。空気抵てい抗こうを最大化する姿勢に合わせて身体からだの向きが変わり、ＭＩＤＦが円えん盤ばん状じように変形する。

　朦もう朧ろうとしている蒼あお生いの前に、青空が広がった。

　落下速度が更さらに低下する。しかし、着陸に支障のない速度には程ほど遠とおい。

　海面が迫せまる。

　インドラが宙返りして姿勢を変えた。足を下にした着水態勢だ。

　蒼あお生いのコントロールによるものではない。彼かれはほとんど意識を失っている。

［慣性中和出力最大］

　一ひと際きわ強い衝しよう撃げきが蒼あお生いの精神を叩たたき、視界を真っ白に染める。

　精神と肉体のホワイトアウト。

　バイザースクリーンに流れたメッセージを読み取る余力は存在しなかった。そんなものが表示されたこと自体、蒼あお生いには知り得ないことだった。

　インドラが着水する。

　その瞬しゆん間かん、インドラの速度はほとんどゼロになった。

　上がった水みず飛沫しぶきは、異常に小規模だった。

［緊きん急きゆう着陸シークエンス完かん了りよう］

　機体の損傷はゼロ。

　インドラは、完全に失神した蒼あお生いをその体内に抱かかえて、海中へ沈しずんでいった。




　　　◇　◇　◇




　アブハラムの後を追ったグリフィン・ブラック隊だが、ターゲットと完全に同じ軌き道どうをトレースしたわけではない。高機動型の最さい新しん鋭えい機きといえども推すい進しん剤ざいの搭とう載さい量りようは、やはり航こう宙ちゆう機きに見み劣おとりする。ウェイたちの部隊は慣性中和により最初に大加速を掛かけて、後は推すい進しん剤ざいを使わず地球の重力による加速だけでアブハラムを追つい跡せきしていた。

　計算ではあと十分足らずでターゲットを捕ほ捉そくできるはずだ。コースの修正が必要になれば、ナグルからのフォローが入る手て筈はずになっている。

　懸け念ねんがあるとすれば既すでにターゲットと接せつ触しよくしている予定の待ち伏ぶせ部隊が撃げき退たいされてしまった可能性だが、そうなってもこちらは八機、向こうは二機。最終的な任務達成をウェイは疑っていなかった。

『ウェイ隊長、直ちにミッションを中止してください』

　だから突とつ如じよ下された撤てつ退たい命令に、ウェイは不満を隠かくせなかった。

「どういうことだ。ここから引き返せというのか？」

　現在の速度と高度で反転すれば、今度はこちらが推すい進しん剤ざい不足に陥おちいってしまう。論理的に考えても、ここで退ひくのは愚ぐ策さくだ。

『ミスティムーンが接近しています。あの機体と交戦するのは避さけるべきというのが艦かん長ちようの判断です』

「馬ば鹿かな、足止めはどうした。もう敗退したのか？」

　連れん盟めいの援えん軍ぐんは当然、作戦にインプットされていた。その足止め策として行った離り反はん工作は成功し、敵の最強戦力エクサーには同じ最強戦力エクサーをぶつけているはずだ。

『ミスティムーンは妨ぼう害がいを排はい除じよし、秒速九十キロでアブハラムの許もとへ進んでいます』

「第三宇宙速度の五倍以上だと……？」

　ウェイの口から思わず呻うめき声が漏もれる。

　グリフィン・ブラックが長ちよう距きよ離り移動用の大型ブースターを使っても秒速六十キロしか出せない。いや、グリフィン・ブラックだけではない。この速度はドウルの慣性制せい御ぎよ能力、補助ブースターの性能、そしてブースターの推すい進しん剤ざい容量から導き出される限界速度のはずだ。それ以上加速を続ければ慣性制せい御ぎよをフルパワーで稼か働どうさせても、減速に必要な推すい進しん剤ざいが足りなくなる。秒速九十キロというのはそういう自殺行こう為いなスピードであるはずだった。

「補助ブースターの破は壊かいすらできなかったのか!?」

　ウェイは湧わき上がる畏い怖ふの念から意識を逸そらす為ために、足止め役の不ふ手て際ぎわを糾きゆう弾だんする。

　しかしナグルから返ってきた答えは、彼かれに更さらなるショックを与あたえた。

『ミスティムーンは補助ブースターを使わずに、秒速九十キロで接近しています』

　ウェイの通信相手であるシアにとっても、この事実は衝しよう撃げき的てきなものだった。繰くり返す必要の無い数字をわざわざもう一度口にしたのも、動どう揺ようの表れだった。

「何……？」

『ミスティムーンに接せつ触しよくしてしまえば、撤てつ退たいは困難です。既すでにインドラの墜つい落らくを確かく認にんしております。作戦の一部は成功しました。これ以上の続行は不要と艦かん長ちようは判断されています』

「そうか……」

　一部が成功というからには、地上の部隊が墜つい落らくした機体の回収に向かっているのだろう。

　全面的な失敗ではないと知って、ウェイは少し落ち着きを取り戻もどした。

「了りよう解かいした。撤てつ退たいする」

『合流ポイントを送信しました』

「確かく認にんした」

　ウェイはナグルにそう答えた後、送信されてきたデータを確かく認にんして指揮下の各機に撤てつ退たいを命じた。

　ハサンを墜おとしたミスティムーンに対する復ふつ仇きゆうの念は薄うすれていない。だが部下の敵かたき討うちよりも自分が生き延びることの方が優先だ。

　ウェイはミスティムーンの影かげから逃にげ出すことを、恥はずかしいとは思わなかった。
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　進路上にドウルの反応を発見して、朱あか理りは「また待ち伏ぶせか!?」と考えた。

　だがすぐに、それが誤解であることを覚さとった。

　前方から接近するドウルは、味方の識別信号を発していた。

『ミスティムーン、ちょうど良かった！』

　パテルが呼び掛かけたとおり、前方から接近する機き影えいは玲れい音ねのミスティムーンだった。

『推すい進しん剤ざいがギリギリなんだ。レニー、減速に手を貸してくれないか』

　そんな無茶な。

　朱あか理りは反射的にそう思った。現在アブハラム──とそれにつながれているアイアンメイデン──のスピードは第二宇宙速度の直前に達している。接近するミスティムーンに至っては、第三宇宙速度を超こえている。

　この相対速度で正面から激げき突とつしたら、いくらエクサー専用機といえどただでは済まないだろう。アブハラムの方も大損害は免まぬかれない。

『了りよう解かいしました』

　ところが朱あか理りの常識的な判断に反して、玲れい音ねはパテルのリクエストに二つ返事で頷うなずいた。

　そしてミスティムーンは、あっという間にアブハラムの鼻先へと接近する。

（ぶつかる！）

　朱あか理りは思わず目をつぶりそうになった。だが彼かの女じよが瞼まぶたを閉とざすよりも早く、ミスティムーンはアブハラムと速度・進路を同調させ相対静止してみせる。

『朱あか理り、そのままですと減速時の衝しよう撃げきで母ぼ艦かんに追つい突とつしてしまいますので、先に格納庫へ戻もどってください』

　アイアンメイデンがアブハラムに係留されていることを、玲れい音ねは接近中に気づいていたようだ。

『ああ、そうだね。朱あか理り、艦かん内ないへ戻もどってくれ』

　玲れい音ねが朱あか理りに向けた通信を横で聞いていて、パテルがそう口を挿はさむ。その通信中に、係留ワイヤーが巻き取られ始めた。

「了りよう解かいしました」

　朱あか理りは半ば呆ぼう然ぜんとしたまま、スラスターを使わずワイヤーを手た繰ぐって移動し、上部ハッチからアイアンメイデンを格納庫に戻もどした。

　視界がドウルの目から艦かん内ないモニターに切り替かわる。

　二つに分かれた画面の右側は船外カメラの映像。ミスティムーンが艦かん首しゆに両手を添そえている様子。

　画面の左側は艦かんの航行状態を表すモデル図だ。

『十秒後に減速を始めます』

『スラスターは全て止めている。何時いつでも良いいよ』

『了りよう解かいしました』

　玲れい音ねのセリフの後に、朱あか理りは不思議な感かん触しよくを覚えた。

　いや、「不思議な」と言うと語ご弊へいがある。ドウルに乗っていればある意味で馴な染じみの感覚だ。

　自分以外のドウルの慣性制せい御ぎよフィールドに捕つかまった、超ちよう心理学的な皮ひ膚ふ感覚。

　だが朱あか理りがいるのはドウルの操縦席であっても、そのドウル自体が母ぼ艦かんの中だ。

　慣性制せい御ぎよの影えい響きようを感じるのはおかしい。仮に慣性制せい御ぎよ力場が作用しているとすれば、それはこの輸送工作艦かん全体を吞のみ込こむフィールドでなければならない……。

（まさか!?）

　朱あか理りは慌あわてて、アブハラムの航行状態を示す一つの数字へ目を向けた。

　マイナス方向へ急激に大きくなるその数字を凝ぎよう視しする。彼かの女じよが見ているのは艦かんの加速状じよう況きようを、加速度センサーではなく艦かん外がい観測により割り出した数字。

　そのすぐ上に表示されている加速度センサーの値あたいはほとんどゼロ。

「は、ははっ、あははははは……何これ」

　朱あか理りの口から笑い声が漏もれる。

　朱あか理りは「笑う以外にどうすれば良いいんだ？」という心境だった。

　全く、笑うしかない。

　ミスティムーンは、玲れい音ねは、全長百六十メートルの輸送艦かんを丸ごと慣性制せい御ぎよフィールドに包み込こんでコントロールしているのだ。

（エクサーって、皆みんなこうなの？）

（それとも、玲れい音ねだけが？）

　化け物、という言葉から意識を背そむけて、それでも朱あか理りは背筋を伝う冷たい汗あせを感じていた。
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「あの、パテル先生。インドラは先に艦かんへ戻もどっているのですか？」

　パテルに『もう良いいよ』と言われるまで輸送工作艦かんを減速した玲れい音ねは、艦かん尾びに係留されるアイアンメイデンを見た瞬間から気になっていたことを恐おそる恐おそる訊たずねた。

　艦かん外がいにはアイアンメイデンだけで、インドラの姿は無かった。その光景に玲れい音ねは、無理にでも艦かん内ないに収容しなければならないダメージをインドラが負ったのかと考えたのだ。

　しかし実際の状じよう況きようは、彼かの女じよの推測よりも更さらに悪い。

『蒼あお生いは……』

「朱あか理り？　蒼あお生い君に何かあったのですか……？」

　セリフの途と中ちゆうで絶句してしまった朱あか理りに、玲れい音ねは不ふ吉きつな出来事の影かげを感じ取る。

　恐おそる恐おそる続きを促うながす玲れい音ねに答えたのは、パテルの苦い声だった。

『蒼あお生い君が操縦するインドラは、低高度軌き道どうで交戦中、地球に落下してしまった』

「そんな……っ」

　玲れい音ねは思わず口を手で覆おおった。

　ミスティムーンの四し肢しの関節が不自然に固まる。ＭＩＴＵミツツのリンクに不調を来きたす程ほど、玲れい音ねの動どう揺ようは大きかった。

　だが乳白色のドウルはすぐにいつもの、血肉を備えた生身の人間の如ごときしなやかさを秘めたたたずまいを取り戻もどした。

「インドラが落下したのは何処どこなのですか？」

　質問する玲れい音ねの声は、微かすかな震ふるえを残していたが、しっかりしたものだった。

『大西洋中央海域──』

　どちらかといえば答えるパテルの声の方が、力強さに欠けていた。

『おそらく、アゾレス諸島近辺だ』

「インドラの信号はトレースできないのですか？」

『落下時点ではこちらにその余よ裕ゆうが無かった。現在、インドラの信号は感知できない。おそらく、電波が届かない海底に沈しずんでいるのだろう』

「インドラは健在なのですね？」

　朱あか理りが息を吞のんだ音が、通信回線越ごしに伝わってくる。

『インドラが軽けい微びな損傷以上のダメージを負った可能性は無い。あれは、そんなに脆ぜい弱じやくな機体ではないからな』

　パテルの断言は必要以上に力が入っていたが、噓うそや気休めを言っている感じは無かった。

　パテルの言葉ではなく声こわ音ねに、玲れい音ねは蒼あお生いの無事を確信する。

「分かりました」

『レニー？』

『玲れい音ね？』

　何を「分かった」と言っているのか、その真意を問うパテルと朱あか理りの声には、疑問と、期待が込こめられていた。

「今からアゾレス諸島に降下して、蒼あお生い君を探してきます」

『玲れい音ね！』

『レニー！　行ってくれるのか！』

「はい」

　朱あか理りとパテルが上げた歓かん喜きの叫さけびを、玲れい音ねは怯ひるまず受け止めた。

「パテル先生、よろしければエネルギーの補給をお願いしたいのですが」

『良いいとも！　この艦かんのエネルギーと推すい進しん剤ざいを全て持って行きなさい』

　ミスティムーンに推すい進しん剤ざいの補給は必要無い。パテルはそのことを熟知していたが、自分の発言に欠片かけらの違い和わ感かんも覚えていない。

　それほどまでに浮うかれて戯たわ言ごとを口走るパテルを、朱あか理りもアブハラムのクルーも苦く笑しようするだけで止めなかった。

『残念ながら、それは許可できない』

　制止の言葉は、別の艦かんから送られてきた。

『この声……アモン大たい佐さか？』

『そうだ、パテル技術少しよう佐さ』

　パテルの誰すい何かに、声の主は頷うなずいた。

『悪いが、話は聞かせてもらった』

　ガルトマンはミスティムーンの母ぼ艦かんだ。ミスティムーンの通信機を介かいした会話は、基本的にガルトマン艦かん長ちようのアモンに筒つつ抜ぬけとなる。

　そのことにすぐ思い当たったようで、パテルは小さく舌打ちを漏もらした。

　その音も、アモン大佐の耳には届いたはずである。だが彼かれは、技術少佐の非礼な真似まねを咎とがめなかった。

『ウォード少しよう尉いはタイタニック・ドウル「ホルス」と交戦しこれを撃げき破はしたばかりである。その疲ひ労ろうも回復しない内に、大たい気き圏けん単独降下などという負担が重い任務を少しよう尉いに与あたえるわけにはいかない』

『ホルスを撃げき破は？　それは……』

　アモンの見解はもっとも過ぎる程ほど、妥だ当とうなものだ。パテルが設計した機体ではないが、エクサー専用機「ホルス」の実力をパテルは良く知っていた。その上、ドウルによる単独降下がドウルマスターにどれだけ重い負担を強しいることになるか理解しているが故ゆえに、パテルはアモンに言い返すことができなかった。

「艦かん長ちよう、私は大だい丈じよう夫ぶです。行かせてください」

　アモンに翻ほん意いを願い出たのは玲れい音ね本人だった。

『認められない。ウォード少しよう尉い、これは命令だ』

　だが「命令だ」の一言で、玲れい音ねは説得を諦あきらめねばならなかった。

　ただ当然ではあるが、アモンも貴重なエクサーである蒼あお生いを、見捨てると言っているのではなかった。

『ガルトマンはミスティムーンを収容後、実験機「インドラ」の捜そう索さくに降下する。我々が降下するまでの間はジブラルタルに駐ちゆう留りゆうしているティシュタルが捜そう索さくに当たるよう、総司令部に具ぐ申しんしておく予定だ』

「艦かん長ちよう……！」

『だからウォード少しよう尉い、早く戻もどってきたまえ』

「了りよう解かいしました！」

　玲れい音ねが満面の笑えみで頷うなずく。

　ドウルの通信は音声オンリーだから、ガルトマンのアモンにその笑え顔がおは見えない。だが、声こわ音ねだけで分かったのだろう。

『……Ｌ３ベースの反乱は先さき程ほど鎮ちん圧あつされた。アブハラムの護衛に、ヴァジュラヤクシャを主力とする部隊が既すでに発進している』

　アモンの発言に生じた短いブランクが、彼かれの動どう揺ようを物語っていた。

　玲れい音ねにも朱あか理りにも分からなかったことだが、パテルはそれに気がついた。

『アモン大たい佐さ。以前から思っていたのだが、貴官はもしかしてロリコンか？』

『パテル技術少しよう佐さ。今の上官に対する侮ぶ辱じよく発言は聞かなかったことにしておく』

『私は君の部下ではないのだがね……。取り敢あえず、ありがとうございますと言っておこう』

　通信機からは二人の声以外に聞こえない。ガルトマンのブリッジもアブハラムのブリッジも、シンと静まり返っている。

　電波越ごしにも伝わってくる緊きん迫ぱく感かんの中、二人の会話に割って入ったのは朱あか理りだった。

『アモン大たい佐さ殿どの、発言をお許し願えますでしょうか』

『早さ乙おと女め朱あか理り候補生か。発言を許可する』

　発信元は受信側のモニターに表示されるが、この場合は機体名が表示されるだけで搭とう乗じよう者しやが誰だれかというところまでは教えてくれない。アモンがすぐに朱あか理りの名前を口にしたのは、彼かの女じよのことを覚えていたからだ。

　大たい佐さが一いつ介かいの候補生の名前を覚えているというのは異例なことだが、そこに思い至って恐きよう縮しゆくする余よ裕ゆうは、今の朱あか理りには無かった。

『小官もガルトマンに乗せて頂けませんでしょうか。蒼あお生いの──早さ乙おと女め蒼あお生い候補生の捜そう索さくに参加させてください！』

『ふむ……』

　アモンが即そく答とうしなかったのは判断に迷ったからではなく、パテルに口を挿はさむ余よ裕ゆうを与あたえる為ためだった。朱あか理りは現在パテルの指揮下にある。それにアイアンメイデンもパテルが管理するドウルだ。

「あの、艦かん長ちよう。パテル先生。私からもお願いします」

　玲れい音ねがアモンだけでなくパテルに対しても朱あか理りの為ために口くち添ぞえしているのは、そのことにいち早く気がついたからだった。

『どうだろう、アモン大たい佐さ。私と朱あか理りとアイアンメイデンもガルトマンに乗せてもらえないだろうか』

『……貴官もか？』

　朱あか理りとアイアンメイデンについてパテルが許可を出すのはアモンの予想どおりだったが、パテルまで乗り込こんでくるというのは想定外だったようだ。

『当然だろう。アイアンメイデンは開発中の機体だ。私がいなければ運用できない』

『当とう艦かんには専用の工具など置いていないぞ』

『アイアンメイデンは次期制せい式しき機きのプロトタイプだ。整備のノウハウとパーツはともかく、道具は通常の物で構わんよ』

『……良いいだろう。パテル技術少しよう佐さ、早さ乙おと女め朱あか理り候補生、及およびタイタニック・ドウル「アイアンメイデン」の乗じよう艦かんを許可する。時間節約の為ため、ドウルでこちらに来てくれ。補助ブースターは持っているか？』

『すまない。今回はブースターを使う予定が無かったんだ』

『……分かった。ウォード少しよう尉い』

「はい、艦かん長ちよう」

『Ｌ３ベースからブースターをカタパルトで射出させる。ご苦労だが、回収して使ってくれ』

「分かりました」

『では待っている』

　アモンからの通信が切れる。だがこちらの会話はモニターされていると考えた方が良いい。

「朱あか理り、一時間で戻もどってきますから。パテル先生、その間にご準備をお願いします」

　玲れい音ねは余計なことを言わず、ガルトマンから座標データが送られてきた補助ブースターの回収ポイントへ向かった。
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　大西洋中央海域、アゾレス諸島フローレンス島西の沖おき合あい。

　その海中では、レイキャビクポリスからジブラルタル近海を経由してラゴスポリスへ移動中のモビィ・ディックが、一いつ旦たん足を止めて慌あわただしく作業を行っていた。

「第三格納庫注水完かん了りようっ」

「ハッチ開け！」

「ハッチを開放します！」

　空くう宙ちゆう母ぼ艦かんを上回るサイズを誇ほこる大型潜せん水すい艦かんモビィ・ディックの、特に大きな貨物を積み込こむ為ための格納庫に海水が注入され艦かん底てい側がわのハッチが大きく開かれる。

　コントロールルームになおも大音量で飛び交かう声は、マクリールの操縦席に座すわる龍りゆう一いちの耳には届かない。

『龍りゆう一いち、発進どうぞ』

「マクリール、発進する」

　彼かれはこういう時にいつも聞き慣れたシアの声ではなく、レイキャビクポリスで合流したロサの声に促うながされ、別のハッチから海に出た。

　向かう先は海底だ。龍りゆう一いちはマクリールにインプットされたデータに従って機体を進ませる。捜さがし物ものはおそらく休きゆう眠みん状態。機体に搭とう載さいされたセンサーだけでは見つからないだろう。落下時の観測データからはじき出された推定沈ちん降こう位置が頼たよりだ。

「予測地点に到とう達たつ。アクティブソナーを使用する」

『ソナーの使用を許可します。龍りゆう一いち、十分気をつけてね』

「心得ている」

　龍りゆう一いちは出力を絞しぼった探信音を放った。海上で捉とらえても魚群探知機と間ま違ちがえる程度の強さだ。

　それでも至近距きよ離りにいるマクリールにとっては十分に詳しよう細さいな情報を入手できる。

「……発見した。全長三十五メートル。ソフィアの新型ドウル、インドラに間ま違ちがいない」

　モビィ・ディックの捜そう索さく対象は、宇宙から墜つい落らくしたインドラだった。

『マクリールだけで引き揚あげは可能？』

「問題無い。受け容いれ準備を頼たのむ」

『こちらは完かん了りようしているわ』

「了りよう解かいだ」

　龍りゆう一いちは作用領域に注意しながら液体流動制せい御ぎよをゆっくり作動させた。機体と海底地じ盤ばんの間に海水が集まり、その圧力で俯うつぶせに倒たおれたインドラの巨きよ体たいをゆっくりと押おし上げていく。

　インドラがマクリールの頭の高さまで持ち上がる。龍りゆう一いちはマクリールをインドラの下に潜もぐり込こませた。両りよう腕うででインドラの胸と腹を持ち上げた格好で、マクリールはモビィ・ディックの真下へ移動する。

　モビィ・ディックから降りてきた有線遠えん隔かく操作小型人型機械・マリオンが、インドラの巨きよ体たいにワイヤーを掛かける。ワイヤーは第三格納庫のハッチから伸のびていた。

『固定完かん了りよう。龍りゆう一いち、もう良いいわよ』

「了りよう解かい」

　巻き上がるワイヤーにインドラを委ねて、龍りゆう一いちはモビィ・ディックの艦かん内ないへ戻もどった。
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　ハッチのロックが解除できない、などというトラブルは無く、蒼あお生いは無事インドラの操縦席から救出された。今はモビィ・ディック艦かん内ないの医務室で寝ねている。

　ただ──。

「……蒼あお生いはまだ目を覚まさないのか？」

「ええ。酸さん素そ欠けつ乏ぼう症しようその他、宇宙遭そう難なん時じや海中遭そう難なん時じに見られる障しよう碍がいの痕こん跡せきは無いんだけどね……。極度に疲ひ労ろうした状態、という以外のことは分からないわ。念の為ため、栄えい養よう剤ざいの点てん滴てきを打っておいた」

「そうか……」

　龍りゆう一いちが深々とため息を吐つく。既すでに救助されてから六時間が経過しているが、蒼あお生いが目を覚ます兆候は無い。

「ただ眠ねむっているだけならば良いいんだが」

「心配？」

　ロサの短い問い掛かけに、龍りゆう一いちは思わず顔を顰しかめた。

「そりゃな」

　龍りゆう一いちは磐いわ都と訓練校に入学した当時からゲノムスに寝ね返がえっていた人間だ。それを考えれば蒼あお生いたちを裏切ったとも言えないのだが、騙だましたことに違ちがいはない。

　心情的には、やはり「裏切った」のだろう。少なくとも蒼あお生いや、朱あか理り、玲れい音ね、レアから「裏切り者」と呼ばれても仕方が無いと龍りゆう一いちは思っている。

　龍りゆう一いちは蒼あお生いを騙だまし、裏切り、切り捨てた。そんな自分が蒼あお生いのことを心配するのは偽ぎ善ぜんに過ぎるのかもしれない。

　だが蒼あお生いのことを弟分のように感じていたのも、朱あか理りたちに仲間意識を懐いだいていたのも確かな事実だった。今でも、その気持ちは残っている。そうでなければ、カーティスの乗るアレクトー母ぼ艦かんを沈しずめてしまったことに後こう悔かいなど覚えない。

「せめてあいつがどういう状態なのか、それが分かれば気が楽なんだが……」

「推測で良ければ説明しよう」

　そう言いながら、龍りゆう一いちとロサが話をしていた休きゆう憩けい室しつに入ってきたのはオブライエンだった。

「ドクター？」

「聞いていらっしゃったんですか？」

　唐とう突とつな登場に龍りゆう一いちが驚おどろきの声を上げ、ロサが疑問の声を投げ掛かける。

「いや？」

　オブライエンは一言でロサの疑いを否定し、コーヒーサーバーの前に立った。

「あっ、ドクター。あたしがやります」

「そうか？　すまないね」

　オブライエンは遠えん慮りよすることなくロサに場所を譲ゆずり、自分は申し訳程度のクッションがついている椅い子すに腰こし掛かけた。

　テーブルは無いので、ロサはコーヒーを直接手て渡わたした。オブライエンはそれを一口飲んで、「ようやく一息ついた」という表情で、おもむろに口を開いた。

「別に、君たちの話を盗ぬすみ聞きしていたわけではないよ。ただ早さ乙おと女め蒼あお生い君が目を覚まさない理由を知りたいのではないかと思ってね。推測で良ければ、と考えたのだが」

　龍りゆう一いちとロサが顔を見合わせる。

「教えてください、ドクター」

　だがオブライエンに対する疑ぎ惑わくは──盗とう聴ちよう疑ぎ惑わくではなく、オブライエンの正体は何でも知っているという悪あく魔まの類たぐいではないかという疑ぎ惑わくだ──すぐに棚たな上あげして、龍りゆう一いちが教えを請こう。

　オブライエンは鷹おう揚ように頷うなずいた。

「蒼あお生い君が目を覚まさないのはＳＩＭＡシーマが枯こ渇かつしている為ためだ。普ふ通つうなら失神した段階でＳＩＭＡシーマの供給は止まるので、意識を失ったとしても短時間で回復する。しかし今回の蒼あお生い君のケースは、システムがその限界を超こえてＳＩＭＡシーマを強制的に引き出した所為せいで、長時間意識が回復しないのだ」

「昏こん睡すい状態……ということですか？」

「いや、脳の機能に問題が生じているわけではない。外部からの刺し激げきに反応しないという点は同じだが、厳密に言えば昏こん睡すいではないよ。蒼あお生い君は、極きわめて深い睡すい眠みん状態にある、と表現すべきだろうな」

「後こう遺い症しようは残らないんですね」

「その可能性は極きわめて低いと言って良いい」

　龍りゆう一いちが一安心という表情で小さく息をついた。

「何故なぜそんな状態になっているんです？　システムが強制的にＳＩＭＡシーマを引き出した、と仰おつしやいましたけど、そんなことが可能なんですか？」

　龍りゆう一いちに代わって、今度はロサが質問する。蒼あお生いは心配要いらないと聞いて安あん堵どしたのはロサも同じだったが、懸け念ねん事じ項こうが一つ消えたから余計に、そこが気に懸かかったのだろう。

「理論的には可能だが、技術者にとってはタブーだ。だが、サラはやってしまったようだな」

「サラ？」

　聞き慣れない名前に、龍りゆう一いちが訝いぶかしげな声を上げる。

「サラスヴァティ＝パテルのことよ」

　彼かれの疑問に小声で答えて、ロサは再びオブライエンへ目を向けた。

「パテル少しよう佐さがそのシステムを開発したということですか？」

　オブライエンとパテルの間に愛あい称しようで呼ぶ程ほど親しい関係があるのか、龍りゆう一いちは気になった。だがそれを本人の前で口にするのは憚はばかられる。彼かれは大人しく、オブライエンとロサの問答に耳を傾かたむけることにした。

「インドラのプロテクトを解除できていないので確言はできないが、あの機体に『自動自己防衛システム』が組み込こまれているのは、ほぼ間ま違ちがいないだろう」

「自動自己防衛システム……ですか？」

　語感自体はありふれたものだ。

　自動的に、自己を、防衛する。

　しかし普ふ通つうに「自動防衛システム」と呼ばずに「自動自己防衛システム」と呼ぶからには、何か意味があるはずだ。ロサはそう考えた。

「それは一体どのようなものなのです？」

「タイタニック・ドウルの電子頭脳が自己防衛の為ためにサイクロニクス機関を含ふくめた全てのシステムをコントロールする緊きん急きゆうシステムだ。守るべき自己にはドウルマスターも含ふくまれるが、ドウルマスターのみを守るという選せん択たく肢しは無い」

「つまり……機体を犠ぎ牲せいにしてマスターの命を守ることを許さない？　システム的に、ドウルマスターは緊きん急きゆう脱だつ出しゆつできないということですか!?」

　驚おどろきの余り、ロサの声量が叫さけび声ごえの一歩手前まで上がる。

　逆に龍りゆう一いちは、驚きよう愕がくに声が出なかった。

「いや、さすがにそこまではしない」

　オブライエンが苦笑いを漏もらしながら首を横に振ふる。

「操縦ユニットの脱だつ出しゆつ機構は、自動自己防衛システムに優先する」

　龍りゆう一いちとロサが胸を撫なで下ろす。しかしそれは、少々気が早かった。

「システムは搭とう乗じよう者しやが脱だつ出しゆつしなければならない状じよう況きようを回かい避ひする為ために最適と判断した手段を選せん択たくする。判断するのはシステムだ。人間ではない」

　ロサが忙せわしなく瞬まばたきした。

　龍りゆう一いちは瞬まばたきを忘れてオブライエンの顔を凝ぎよう視ししている。

　二人の反応は対照的なものだが、オブライエンが何を言っているのか理解できていないという点では一いつ致ちしていた。

「龍りゆう一いち君、君に質問だ」

「は、はい」

　このままでは説明についてこられないと判断したのか。オブライエンが突とつ如じよ、龍りゆう一いちに質問を始めた。

「タイタニック・ドウルの本質は何だと思う？」

「ドウルの本質、ですか？」

　突とつ然ぜんのことに面食らってしまった龍りゆう一いちは思わずオウム返しに質問自体を繰くり返してしまったが、すぐに我を取り戻もどして考え込こんだ。

　自分が命を預けている兵器のことだ。ドウルマスターとして、「分からない」とは答えられない。

「高い運動性と防ぼう御ぎよ力りよくを兼かね備えた汎はん用よう機動兵器です」

「間ま違ちがいではない。だが、それは本質ではない」

「現代の戦争の在り方を決定づけている兵器です」

「それも違ちがう。龍りゆう一いち君、ドウルの本質は兵器ではないのだ」

「兵器ではない……？」

　その言葉をヒントに、龍りゆう一いちは考え方を変えてみた。

　タイタニック・ドウルと他の兵器の違ちがいは何か。

　いや、兵器であることが本質ではないというなら、ドウルと他の機械の違ちがいは何なのか。

　オブライエンが自分のことをじっと見ている。

「……ドウルは、サイクロニクス機関を運用する為ための容いれ物ものです」

　龍りゆう一いちはその視線を、真っ向から見返しながら、答えた。

「そうだ」

　オブライエンは、満足げに頷うなずいた。

「タイタニック・ドウルはサイクロニクス機関をもっとも効率的に運用する為ために創つくり出された機械だ。他の兵器に対する優ゆう越えつもサイクロニクス機関があってこそのもので、この装置が無ければドウルに兵器としての合理性は無い」

　ドウルを操あやつる者として、そこまで言い切ってしまうことには抵てい抗こうを覚えたが、龍りゆう一いちに反論する言葉は無かった。空気や水の抵てい抗こう、純じゆん粋すいに機械としての強度、推すい進しん剤ざいの搭とう載さい量りよう、どれをとってみても、巨きよ大だい人型兵器に合理性が無いのは明らかだからだ。

「では次の質問だ。サイクロニクス機関にとって必ひつ須すなパーツは何だ？」

　パーツという表現には更さらに大きな抵てい抗こう感かんを覚えたが、考えつく答えは一つだった。

「ＳＩＭＡシーマ指数五十以上の、人間です」

「うむ、現時点では正解だ。将来的には、ＳＩＭＡシーマ指数の制限無く全ての人間がサイクロニクス機関を動かせるようになるだろうが、それはひとまず置いておこう」

　似たようなことをペトログラードでも言われた記き憶おくがある。どうやらサイクロニクス機関の改良がオブライエンの主たる研究テーマであるようだ、と龍りゆう一いちは思った。

　だがこれを指し摘てきすると話が果てしなく長くなりそうな気がしたので、今は触ふれないことにした。

「ドウルはサイクロニクス機関を運用する為ための機械で、サイクロニクス機関には搭とう乗じよう者しやが必要だ。つまりドウルマスターはドウルにとって、欠くことのできない自己の一部と言える」

「それは……」

　抗こう議ぎの声を上げ掛かけたのはロサだった。だが龍りゆう一いちが何も言わないのを見て、彼かの女じよもその言葉を吞のみ込こんだ。

「人道主義の立場からすれば許し難がたいことだろうが、事実としてドウルはそう考える。正確に表現するなら、ドウルに与あたえられたロジックはそのように判断する。故ゆえにドウルの自動自己防衛システムはドウルマスターの安全を、機体の主要部位の保全と同レベルで優先する」

　主要部位とは具体的に何を指しているのか。そんな疑問が頭に浮うかんだが、龍りゆう一いちの喉のどはそれを声として発することができなかった。

　機械が人間を、自分と同レベルの重要度しか持たないと判断する。

　ロボット工学三原則という名の古典的なルールが龍りゆう一いちの脳のう裏りを過よぎる。

　その第一原則には「ロボットは人間に危害を加えてはならない」と定められていると共に、「ロボットは人間の危険を看過してはならない」という内容が謳うたわれている。そして第三原則は、自己保存より人間の安全を優先している。

　しかし今、オブライエンの口から語られた「ドウルに与あたえられたロジック」は、この第一原則と第三原則に抵てい触しよくしている。龍りゆう一いちにはそう思われた。

「ロボット工学三原則には反しているが、元々ドウルは人間に危害を加えることを前提として造られている。ドウルは最初からロボット三原則に縛しばられない」

　オブライエンの指し摘てきは、龍りゆう一いちが何を考えているのか、見み透すかしたものだった。

「しかしそれは……ドウルが人間によって操縦される物で、自律的な判断は行わないからではありませんか？」

　龍りゆう一いちが辛かろうじて返した反論に、オブライエンはあっさり頷うなずいた。

「そうだな。だからドウルに自律行動を認める自動自己防衛システムを採用することは禁じ手だった。サラが何を考えてこの禁を破ったのかは不明だが、そのシステムが組み込こまれているであろう機体が存在するのだから、今いま更さら『何故なぜ』を考えても仕方が無い」

　オブライエンが「禁忌タブー」と言った意味が、龍りゆう一いちにもようやく吞のみ込こめた。ドウルはその成り立ちからして、人間の意思に因よること無しに動かしてはならない機械なのだ。

「自動自己防衛システムにとって、ドウルマスターもまた自分自身を構成するパーツだ。自分の一部である以上、自己の目的に従って性能を発揮するものであるのは当然のことだ」

「待ってください……。つまりシステムが、人間をＳＩＭＡシーマの供給源として使用するということですか!?」

　龍りゆう一いちは遂ついに、叫さけび声ごえを上げてしまった。

　叫さけばなければ耐たえられなかった。

「まさにそのとおり。そしてそれが、蒼あお生い君の現状を説明する唯ゆい一いつの答えだ」

「ドクター。インドラを破は壊かいしましょう」

　龍りゆう一いちは何も考えずにそう口走っていた。

　人間をパーツにするドウルの存在が、感情的に許せなかった。

　その根源には、自分自身も知らぬ間にパーツと成り果ててしまうのではないか、という恐きよう怖ふもあったが、龍りゆう一いちはそれを意識していなかった。

「それは認められない。インドラはゲノムスの、貴重な鹵ろ獲かく物ぶつだ」

「しかし！」

「それに」

　興奮して呂ろ律れつが回らなくなっている龍りゆう一いちのセリフを、オブライエンは珍めずらしく強い口調で遮さえぎった。

「蒼あお生い君が、インドラを手放したがらないだろう。強力な機体を求める気持ちは、龍りゆう一いち君にも理解できるのではないか？」

「それは……」

　反論はできなかった。否定もできなかった。

　オブライエンの言うとおりだ。インドラをマクリールに置き換かえてみれば分かる。

　自分はマクリールを手放せない。

　同じように、蒼あお生いもインドラを手放せないだろう。

　龍りゆう一いちの身体からだが、背筋を走った悪お寒かんに震ふるえた。

　マクリールを動かしているのは自分だ。

　マクリールは自分の物だと龍りゆう一いちは思っていた。

　だが本当にそうなのか。

　自分がマクリールを使っているのか。もしかしたらマクリールに、使わせられているのではないか……。

「まあ、このまま放置できないのも確かだ。蒼あお生い君の問題は、私が何とかしよう」

　オブライエンが自信ありげな、聞きようによっては傲ごう慢まんとも思える声で嘯うそぶいた。

　余り感じの良いい声ではない。

　だがそのセリフが龍りゆう一いちの悪お寒かんを取り去ったのも、紛まぎれもない事実だった。




　　　◇　◇　◇




　蒼あお生いが目を覚ましたのは救助されてから十二時間後、二月十五日のことだった。

　見覚えの無い低い天てん井じよう。身体からだに重力を感じる。少なくともここは、航こう宙ちゆう機きの中ではないと蒼あお生いは思った。

　自分は横になっている。ベッドの上だ。自分が何処どこにいるのか手て掛がかりが欲ほしくて、蒼あお生いは顔を横に向けた。

「気分はどう？　何処どこか痛い所は無い？」

　枕まくら元もとには少し年上の、若い美女が座すわっていた。

　見覚えが無い？　いや、この顔は記き憶おくの片かた隅すみに引っ掛かかっている。こんな美女の名前を忘れるはずはないから、すれ違ちがっただけか、それに近いわずかな出会い。だが、確かに会ったことがある。

「貴女あなたは……龍りゆう一いちさんの!?」

　彼かの女じよと何処どこで会ったのか思い出して、蒼あお生いは勢いよく身体からだを起こした。龍りゆう一いちと一いつ緒しよにいるところを何度か見み掛かけたことがある。龍りゆう一いちは横よこ浜はまポリスの人間だと言っていた。名前を知らないというのは蒼あお生いの勘かん違ちがいで、龍りゆう一いちに紹しよう介かいされたことがあった。

「えっと……ロサさん、ですよね？」

　名前を覚えられていたのが意外だったのか、その美女はちょっと驚おどろいた表情を浮うかべて、それからクスッと笑えみをこぼした。

「ええ、ロサよ。覚えていてくれたのね、蒼あお生い君」

「はい、あの、ここは何処どこなんですか？　もしかして連れん盟めい、いや、開かい発はつ機き構こうの船なんでしょうか」

　朱あか理りとも、玲れい音ねとも違ちがう、じんわりと肌はだに纏まとわり付いてくるような色気。加速し始めた動どう悸きを悟さとられないよう焦あせったのか、蒼あお生いは早口で問い掛かけた。

「ええ、そのような物よ。船じゃなくて輸送潜せん水すい艦かんだけど」

「輸送潜せん水すい艦かん、ですか？　海底資源開発施し設せつの補給に使われているという」

「大体、あってる」

　何となく誤ご魔ま化かされているような気がしていたが、蒼あお生いはこのロサという女性に、細かい詮せん索さくをし辛づらい雰ふん囲い気きを感じていた。

「えっと……俺おれは何故なぜここにいるんですか？」

「覚えてないの？」

　逆に問い返されて、蒼あお生いは最近の記き憶おくを手当たり次し第だい引っ張り出した。

　──訓練校の生徒が減って、朱あか理りと一いつ緒しよにパテルの許もとへ派は遣けんされた。

　──インドラとアイアンメイデンのテストをする為ため、新造輸送艦かんで出航した。

　──出航前にＬ１のアイランドで玲れい音ねに再会した。

　──インドラのレーダーでナグルを発見した。

　時系列がバラバラになった記き憶おくの断だん片ぺんの中で、蒼あお生いはようやく手て掛がかりになるピースを見つけ出した。

「そうだ……俺おれはゲノムスの襲しゆう撃げきを受けて、衛星軌き道どうから落下して……！」

「落ち着いて」

　ベッドから抜ぬけ出そうとした蒼あお生いを、ロサが押おし止とどめる。華きや奢しやな体型に見えるが、ロサの腕わん力りよくは予想外に強かった。

　それとも自分の身体からだが弱っているのだろうか、と蒼あお生いは思った。

　ベッドに寝ねかしつけられた蒼あお生いは、そのままの姿勢で真っ先に聞くべきだったことをロサに訊たずねる。

「今日は何月何日ですか？」

「二月十五日。貴方あなたが眠ねむっていたのは十二時間よ」

　蒼あお生いの肩かたから力が抜ぬけた。何ヶ月も意識不明に陥おちいるような重体ではなかったと知って安心したのだった。

「お腹なか、空すいてない？」

「はっ？　……いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

　確かに、十二時間も寝ねていたら空腹を覚えても不思議は無い。だが何故なぜか、食欲は湧わいてこなかった。

「そう。点てん滴てきが効いているのかしらね。お腹なかが空すいていないのだったら、もう少し眠ねむった方が良いいわ。お医者様はどこも悪くないと仰おつしやっていたけど……痛い所は無いのよね？」

「あっ、はい、ありません」

「じゃあ、お休みなさい。眠ねむるまで、ついていてあげるから」

　そう言って、ロサが微笑ほほえむ。

　その笑え顔がおから何となく目を離はなせなくなった蒼あお生いの瞳ひとみに、段々と霞かすみが掛かかってきた。

　瞼まぶたが自然に下りていく。

　半日も寝ねていたのに、と訝いぶかしみながら、蒼あお生いは再び眠ねむりの園そのへ引き込こまれた。




　蒼あお生いが完全に寝ね付ついたのを確かく認にんして、ロサは席を立った。

　医務室の外に出て、ドアに鍵かぎを掛かける。

　部屋の中から死角になっている位置に、龍りゆう一いちが立っていた。

「蒼あお生い君はまた眠ねむったわ」

「そうか……一度起きたんだな？」

「ええ。何処どこにも異常は無いみたい」

　龍りゆう一いちが医務室の壁かべに目を向ける。彼かれの瞳ひとみは迷いに揺ゆれていた。

「彼かれはこの艦かんを連れん盟めいの物だと思っているみたい」

「連れん盟めいの？」

「そう。磐いわ都とアイランドで龍りゆう一いち、あたしのことを横よこ浜はまポリスのサポート員だって紹しよう介かいしたことがあったじゃない。それを覚えていたのね」

「なるほどな……」

　頷うなずき、相あい槌づちを打ちながら、龍りゆう一いちの目はロサと壁かべを往復している。

　彼かれが何を迷っているのか、ロサにはもう分かっていた。

「会うのは止やめた方が良いいわ」

　龍りゆう一いちの身体からだがビクリと震ふるえ、一いつ瞬しゆん、硬こう直ちよくする。

「……やはり、そう思うか？」

「ええ。少なくとも、彼かれに何を話せば良いいのか分からない内は、会わない方が良いいわ。お互たがい感情的になって、酷ひどい喧けん嘩かになるのが目に見えているもの」

「そう、だな」

　未いまだ迷いを目に宿しながらも、龍りゆう一いちは医務室の壁かべから目を逸そらした。

「しばらくは、あたしが蒼あお生い君の面めん倒どうを見てあげる」

「すまん。頼たのむ」

　だからその間にどうするか決めなさいよ、と眼まな差ざしで語るロサに、龍りゆう一いちは心から頭を下げた。




　　　◇　◇　◇




　蒼あお生いが一いつ旦たん目を覚ましたのと同じ頃ころ、ガルトマンはようやく大たい気き圏けんに降下しようとしていた。

　ジブラルタル基地に駐ちゆう留りゆうしている空くう宙ちゆう母ぼ艦かんティシュタルから、インドラ発見の報は無い。手て掛がかりすらも未いまだ見つかっていない。

　苛いら立だちを隠かくせない朱あか理りに、玲れい音ねは「焦あせるな」とは言わなかった。

「地球に下りたら、すぐに潜もぐってみましょう」

　むしろ朱あか理りの焦あせりに同調してみせた。

「……そうね」

　身体からだを固定するシートの上で、朱あか理りは両手をギュッと握にぎり締しめている。

　玲れい音ねは横から腕うでを伸のばし、朱あか理りの拳こぶしを掌てのひらで包み込こんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。必ず蒼あお生い君を見つけますから」

　見つかる、ではなく、見つける。

「──ええ。すぐに見つけてやるわ」

　儚はかなげな顔立ちに似合わぬ玲れい音ねの力強い言葉に、朱あか理りは手の震ふるえを止めて頷うなずいた。




　西せい暦れき二四一八年二月十五日。

　ソフィア空くう宙ちゆう母ぼ艦かん二番艦かんガルトマンは、衛星軌き道どうから大西洋中央海域へ向けて降下した。







　あとがき




一同「ドウルマスターズ４『天てん空くうの罠わな』をお送りしました。ここまでのご愛読、ありがとうございます」


朱あか理り「ところで作者はどうしたのよ」

蒼あお生い「あとがきは苦手だから君たちに任せる、だってさ」

玲れい音ね「前の巻で言っていたこと、本気だったのですね……」

朱あか理り「あとがきは苦手って、得意なことなんてあるのかしら」

蒼あお生い「姉さん……それは言わない約束だよ」




朱あか理り「玲れい音ねは第二巻に引き続き凄すごい暴れっぷりだったわね」

玲れい音ね「朱あか理りも新兵器、クールでしたよ」

朱あか理り「それに比べて蒼あお生いは……。心配ばかりさせるんだから」

蒼あお生い「あれは仕方がないだろ！」

朱あか理り「主人公（？）が大たい気き圏けん突とつ入にゆうに失敗して地球に落下するなんてお約束よねぇ」

蒼あお生い「失敗じゃない！　作者の陰いん謀ぼうだ！」

朱あか理り「確かに、あそこで墜つい落らくしなかったら次のエピソードにつながらないもんね」

蒼あお生い「そんな理由で俺おれは死にそうになったのか……」

玲れい音ね「ま、まあ、これも主人公の務めですよ、蒼あお生い君」




蒼あお生い「ところで、ホルスのラシード中ちゆう尉いが裏切った理由に一つ疑問点があるんだけど」

朱あか理り「何よ」

蒼あお生い「原油の埋まい蔵ぞう量りようを回復させる為ために生産を凍とう結けつした、っていうことだけど、石油って放っておけば増えたりするの？　掘ほり出せばその分減っていくだけじゃないんだ？」

朱あか理り「ああ、あれ？　この世界では『石油無機成因説』が正しいことになっているのよ」

蒼あお生い「石油無機成因説？」

朱あか理り「無機起源説とも言うわね。要約すると、石油は地球の深い所で生物由来の有機物とは無関係に造られ続けているという説よ」

蒼あお生い「石油って化石燃料じゃなかったんだ……」

玲れい音ね「この世界では、ですよ。作者さんの世界では、石油が生物の死し骸がいから造られた物なのか、それとも生物とは無関係に造られた物なのかは、まだ結論が出ていないのです」

朱あか理り「そういうこと。あくまでもこの世界では無機成因説が正しいことになっているってだけよ。それで、無機成因説に従えば原油の埋まい蔵ぞう量りようは時間の経過によって回復していくものなの」

蒼あお生い「地球内部で造られ続けているなら、そうなるよね。造られた石油が溜たまりやすい地層構造の所が油田になるんだろうし」

玲れい音ね「ここでは関係無いですけど、石油無機起源説には『宇宙起源説』というものもあるのですよ」

朱あか理り「石油は地球外天体で生成されたという説ね」

玲れい音ね「はい。石油無機起源説には無機成因説と宇宙起源説があって、この世界では無機成因説が採用されているのです」




玲れい音ね「それにしても蒼あお生い君、敵に捕つかまってしまいましたが大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

朱あか理り「すぐに殺されたりすることはないみたいだけど……早く助け出さないと大変なことになっちゃう」

蒼あお生い「た、大変なこと？　……モルモットにされるとか？」

朱あか理り「その可能性もゼロじゃないけど」

蒼あお生い「ゼロじゃないんだ……」

玲れい音ね「……もっと心配なことがあるのですか？」

朱あか理り「蒼あお生いが堕おとされてしまうかもしれないわ」

蒼あお生い「……もう、地球に落ちてしまっているんだけど？」

朱あか理り「ロサの色気に堕おちてしまうかもしれないわ！　ヒロイン交代なんて展開になったら一大事よ！」

玲れい音ね「まあ……！」

蒼あお生い「そんなことになるもんか！　人を何だと思っているんだ！」

玲れい音ね「でも、蒼あお生い君も男の子ですし……」

蒼あお生い「玲れい音ねさん、信じて下さい！」

朱あか理り「蒼あお生いが純情を貫つらぬけるか、次の巻が楽しみね」

玲れい音ね「次巻、ドウルマスターズ５『恐おそるべき女め神がみの顕けん現げん』。ご期待下さい」

蒼あお生い「ちょっ、まさかのスルー!?　玲れい音ねさん、信じて下さいよ！」
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佐さ島とう 勤つとむ
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